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はじめに

『Oracle Solaris 11.1でのUUCPおよび PPPを使用したシリアルネットワークの管
理』はOracle Solarisシステム管理情報の大部分を説明する複数巻から成るドキュメ
ントセットの一部です。このドキュメントでは、Oracle Solarisオペレーティングシス
テムがすでにインストールされており、使用する予定のネットワークソフトウェア
が設定済みであることを前提としています。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステムにつ
いては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを参照してください。本書で
は、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solarisリリースが稼働しているシステムの管理者を対象
としています。このドキュメントを活用するには、1、2年程度のUNIXシステムの
管理経験が必要です。UNIXシステム管理のトレーニングコースに参加することも役
に立ちます。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

はじめに
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表 P–2 シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに

19



20



Solaris PPP 4.0 (概要)

このセクションでは、シリアルネットワーキングのトピックについて説明しま
す。シリアルネットワーキングとは、RS-232ポートやV.35ポートのようなシリアル
インタフェースを使用して、データ転送のために 2つ以上のコンピュータを接続す
ることをいいます。Ethernetなどの LANインタフェースとは異なり、これらのシリ
アルインタフェースは、距離の離れたシステムを接続するために使用します。PPP
(ポイントツーポイントプロトコル)およびUUCP (UNIX間コピープログラム)は、シ
リアルネットワークを実装するために使用できる個別の技術です。シリアルインタ
フェースをネットワーク用に構成すると、複数のユーザーが、Ethernetなどのほかの
ネットワークインタフェースとほぼ同様に使用できるようになります。

この章では Solaris PPP 4.0を紹介します。PPPのこのバージョンでは、PPPを使用す
ることで、物理的に離れた場所にある 2つのコンピュータがさまざまな媒体を介し
て互いに通信できます。Solaris PPP 4.0は基本インストールの一部として含まれてい
ます。

この章では、次の内容について説明します。

■ 21ページの「Solaris PPP 4.0の基本」
■ 24ページの「PPP構成と用語」
■ 31ページの「PPP認証」
■ 33ページの「PPPoEによるDSLユーザーのサポート」

Solaris PPP 4.0の基本
Solaris PPP 4.0は、TCP/IPプロトコル群に含まれるデータリンクプロトコルとしてポ
イントツーポイントプロトコル (PPP)を実装しています。PPPは、2つの端点にある
マシン間でデータを電話回線などの通信媒体を介して転送する方法について記述し
ています。

PPPは、1990年代の初期から、通信リンクを介してデータグラムを送信するために
幅広く使用されてきたインターネット標準です。PPP標準は、Internet Engineering

1第 1 章
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Task Force (IETF)のポイントツーポイントワーキンググループによってRFC 1661に定
義されています。PPPは一般に、リモートコンピュータがインターネットサービス
プロバイダ (ISP)を呼び出したり、着呼を受信するように構成されている企業
サーバーを呼び出したりするときに使用されます。

Solaris PPP 4.0は、広く普及しているAustralian National University (ANU) PPP–2.4に基
づいて PPP標準を実装しています。PPPリンクは非同期と同期の両方をサポートし
ています。

Solaris PPP 4.0の互換性
さまざまなバージョンの PPP標準がインターネットコミュニティーで広く使用され
ています。ANU PPP-2.4は、Linux、Tru64 UNIX、および次の BSD系統の主要OSで
採用されています。

■ FreeBSD
■ OpenBSD
■ NetBSD

Solaris PPP 4.0は、Oracle Solarisオペレーティングシステムで実行されているマシンに
ANU PPP-2.4の高度な構成機能を提供します。Solaris PPP 4.0が実行されているマシン
では、PPP標準が実行されているマシンに PPPリンクを簡単に設定できます。

ANUベースの PPP以外で Solaris PPP 4.0と正常に相互運用できるものは、次のとおり
です。

■ Solaris 2.4から Solaris 8までで稼働する Solaris PPP、別名 asppp

■ Solstice PPP 3.0.1
■ Microsoft Windows 98 DUN
■ Cisco IOS 12.0 (同期)

どのバージョンの Solaris PPPを使用すべきか
サポート対象の PPP実装は、Solaris PPP 4.0です。Solaris 9リリース以降のリリースに
は、以前の非同期 Solaris PPP ( asppp)ソフトウェアは含まれていません。詳細
は、第 9章「Asynchronous Solaris PPPから Solaris PPP 4.0への移行 (タスク)」を参照し
てください。

Solaris PPP 4.0を使用する理由
aspppを現在使用中の場合は、Solaris PPP 4.0への移行を検討してください。この 2つ
の Solaris PPP技術の間には、次のような違いがあります。

■ 転送モード

aspppは非同期通信だけに対応します。Solaris PPP 4.0は非同期通信と同期通信の
両方に対応します。

Solaris PPP 4.0の基本
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■ 構成プロセス

aspppの設定には、asppp.cf構成ファイル、3つのUUCPファイル、および ipadm

コマンドが必要です。さらに、マシンにログインするユーザーのために、あらか
じめインタフェースを構成しておく必要があります。

Solaris PPP 4.0の設定では、PPP構成ファイルのオプションを定義するか、オプ
ションを指定して pppdコマンドを発行します。また、構成ファイルとコマンド行
の両方の方法を組み合わせて使用することもできます。Solaris PPPがインタ
フェースの作成や削除を動的に行います。各ユーザーのために PPPインタ
フェースを構成する必要はありません。

■ aspppでは使用不可能な Solaris PPP 4.0の機能
■ MS-CHAPv1およびMS-CHAPv2認証
■ ADSLブリッジをサポートする PPP over Ethernet (PPPoE)
■ PAM認証
■ プラグインモジュール群
■ IPv6アドレス指定
■ Deflate圧縮または BSD圧縮を使用するデータ圧縮
■ Microsoftのクライアント側のコールバックのサポート

Solaris PPP 4.0のアップグレードパス
既存の asppp構成を Solaris PPP 4.0に変換する場合は、このリリースが提供する変換
スクリプトを使用できます。詳細は、163ページの「aspppから Solaris PPP 4.0に変換
する方法」を参照してください。

PPPの詳細情報
PPPに関する多くの情報は印刷物やオンラインで入手可能です。参考資料のいくつ
かを以降で示します。

PPPに関する専門技術者向けのリファレンスブック
ANU PPPなど、幅広く使用されている PPPについては、次の図書を参照してくださ
い。

■ Carlson, James著、『PPP Design, Implementation, and Debugging』第 2
版、Addison-Wesley、2000

■ Sun, Andrew著、『Using and Managing PPP』、O'Reilly & Associates、1999

Solaris PPP 4.0の基本
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PPPに関するWebサイト
PPPの一般的な情報については、次のWebサイトを参照してください。
■ 技術情報、FAQ、Oracle Solarisシステム管理、および前バージョンの PPPについ
ては、システム管理者のリソース http://www.sun.com/bigadmin/home/index.htmlを
参照してください。

■ さまざまな PPPのモデム構成とアドバイスについては、Stokely Consultingが提供
するWeb Project Management & Software DevelopmentのWebサイト (http://
www.stokely.com/unix.serial.port.resources/ppp.slip.html)を参照してください。

PPPに関するRFC (Requests for Comments)
PPPに関する有用な Internet RFCは次のとおりです。
■ RFC 1661とRFC 1662。PPPの主な機能を解説しています
■ RFC 1334。パスワード認証プロトコル (PAP)とチャレンジハンドシェーク認証プ
ロトコル (CHAP)などの認証プロトコルを解説しています

■ RFC 1332。PPP over Ethernet (PPPoE)を解説しています

PPP RFCのコピーを入手するには、IETF RFCのWebページ (http://www.ietf.org/
rfc.html)でRFCの番号を指定してください。

PPPに関するマニュアルページ
Solaris PPP 4.0の実装については、次のマニュアルページを参照してください。
■ pppd(1M)
■ chat(1M)
■ pppstats(1M)
■ pppoec(1M)
■ pppoed(1M)
■ sppptun(1M)
■ snoop(1M)

また、pppdump(1M)のマニュアルページも参照してください。PPPのマニュアル
ページについては、manコマンドを使用してください。

PPP構成と用語
このセクションでは、PPP構成について説明します。また、このガイドで使用する
用語についても説明します。

Solaris PPP 4.0はいくつかの構成をサポートします。

■ スイッチ型のアクセス構成 (ダイアルアップ)

PPP構成と用語
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■ 固定型の構成 (専用回線)

上図は、基本的な PPPリンクを示しています。リンクの構成要素は、次のようにな
ります。

■ 2つのマシン。通常、ピアと呼ばれ、物理的に互いに離れた場所に配置されてい
ます。ピアは、サイトの要件によってパーソナルコンピュータ、エンジニアリン
グワークステーション、大規模サーバー、商用ルーターなどが考えられます。

■ 各ピアに対するシリアルインタフェース。Oracle Solarisマシンのインタフェース
は、構成する PPPが非同期か同期かによって、cua、hihpなどが考えられます。

■ シリアルケーブル、モデム接続などの物理リンク、またはネットワークプロバイ
ダが提供するT1回線やT3回線などの専用回線。

ダイアルアップPPPの概要
もっともよく使用される PPP構成は、ダイアルアップリンクです。ダイアルアップ
リンクでは、ローカルピアがリモートピアをダイアルアップして接続を確立し、PPP
を実行します。ダイアルアッププロセスでは、ローカルピアがリモートピアの電話
番号を呼び出してリンクを開始します。

一般的なダイアルアップの使用例では、ユーザーの自宅にあるコンピュータが、着
呼を受信するように構成されている ISP側のピアを呼び出します。別のダイアル
アップの使用例では、企業サイトでローカルマシンが PPPリンクを使用して、別の
建物内にあるピアにデータを転送します。

このガイドでは、ダイアルアップ接続を開始するローカルピアは、ダイアルアウト
マシンと呼びます。着呼を受信するピアは、ダイアルインサーバーと呼びます。こ
のマシンは実際にはダイアルアウトマシンがターゲットにするマシンに過ぎず、真
の意味でのサーバーではない場合もあります。

図 1–1 PPPリンクの構成要素

PPP構成と用語
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PPPはクライアントサーバープロトコルではありません。PPPのドキュメントの中に
は、通話の確立に言及する場合に「クライアント」や「サーバー」という用語を
使っているものもあります。ダイアルインサーバーは、ファイルサーバーやネーム
サーバーのような真の意味でのサーバーではありません。ダイアルインサーバーと
いう用語は、ダイアルインマシンが複数のダイアルアウトマシンにネットワークで
のアクセス可能性を「提供」していることから、PPP用語として幅広く使用されて
います。それでもダイアルインサーバーは、現実には、ダイアルアウトマシンの
ターゲットピアにすぎません。

ダイアルアップPPPリンクの構成要素
次の図を参照してください。

PPP構成と用語
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リンクのダイアルアウト側 (場所 1)の構成は、次の要素から成ります。

■ ダイアルアウトマシン。一般に、個々の家庭のパーソナルコンピュータやワーク
ステーション。

■ ダイアルアウトマシン上のシリアルインタフェース。/dev/cua/aまたは
/dev/cua/bは、Oracle Solarisソフトウェアが実行されているマシン上で発呼に使
用する標準のシリアルインタフェースです。

■ 電話のジャックに接続される非同期モデムまたは ISDN端末アダプタ (TA)。
■ 電話会社の電話回線やサービス。

図 1–2 基本的なアナログダイアルアップPPPリンク
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リンクのダイアルイン側 (場所 2)の構成は、次の要素から成ります。

■ 電話ネットワークに接続される電話のジャックまたは類似のコネクタ
■ 非同期モデムまたは ISDN TA
■ ダイアルインサーバー上のシリアルインタフェース。ttyaまたは ttybは、ダイア
ルインサーバー上で着呼に使用するシリアルインタフェースです

■ ダイアルインサーバー。企業のイントラネットなどのネットワークや ISPのイン
スタンス内からグローバルインターネットに接続されます

ダイアルアウトマシンで ISDN端末アダプタを使用する
外付けの ISDN TAはモデムよりも高速ですが、両者の構成方法は基本的に同じで
す。両者の主な相違は chatスクリプト間の構成にあります。ISDN TAの場合、chat
スクリプトの記述では、TAの製造元に固有のコマンドが必要になります。ISDN TA
用の chatスクリプトについては、134ページの「外部 ISDN TA用 chatスクリプト」を
参照してください。

ダイアルアップ通信中の動作
ダイアルアウトとダイアルインの両方のピアにある PPP構成ファイルには、リンク
を設定するための命令群が含まれています。ダイアルアップリンクが開始される
と、次のプロセスが発生します。

1. ダイアルアウトマシン上のユーザーまたはプロセスは、pppdコマンドを実行して
リンクを開始します。

2. ダイアルアウトマシンは PPP構成ファイルを読み取ります。次に、シリアル回線
を介して、ダイアルインサーバーの電話番号などの命令群をモデムに送信しま
す。

3. モデムは電話番号をダイアルして、ダイアルインサーバー側のモデムと電話接続
を確立します。

ダイアルアウトマシンが、モデムとダイアルインサーバーに送信する一連のテキ
スト文字列は、chatスクリプトと呼ばれるファイルに格納されています。ダイア
ルアウトマシンは、必要に応じて、ダイアルインサーバーにコマンドを送信
し、サーバー側の PPPを呼び出します。

4. ダイアルインサーバーに接続されているモデムは、ダイアルアウトマシン側のモ
デムとリンクのネゴシエーションを開始します。

5. モデム同士のネゴシエーションが完了すると、ダイアルアウトマシン側のモデム
は「CONNECT」を通知します。

6. 両方のピア側の PPPは確立フェーズに入ります。このフェーズでは、リンク制御
プロトコル (LCP)が基本的なリンクパラメータと認証の使用をネゴシエートしま
す。

7. ピアは、必要に応じて、互いを認証します。

PPP構成と用語
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8. PPPのネットワーク制御プロトコル (NCP)は、IPv4や IPv6などのネットワークプ
ロトコルの使用をネゴシエートします。

ダイアルアウトマシンでは、ダイアルインサーバーを通って到達可能なホストに
telnetまたは類似のコマンドを実行できます。

専用回線PPPの概要
固定型の専用回線の PPP構成には、リンクで接続された 2つのピアが含まれま
す。リンクは、プロバイダからリースされたスイッチ型または非スイッチ型のデジ
タルサービスで構成されています。Solaris PPP 4.0は、全二重でポイントツーポイン
トの専用回線媒体を介して動作します。通常、会社では、ネットワークプロバイダ
から専用リンクをレンタルして、ISPまたはほかのリモートサイトに接続します。

ダイアルアップリンクと専用回線リンクの比較
ダイアルアップと専用回線のリンクはともに、通信媒体で接続されている 2つのピ
アから成っています。次の表は、2つのリンクタイプの相違をまとめています。

専用回線 ダイアルアップ回線

システム管理者による電源切断または電源障害による電源
切断がないかぎり常時接続されています。

ユーザーがリモートピアを呼び出そうとするとき開始され
ます。

同期通信と非同期通信を使用します。非同期通信では、多
くの場合長距離モデムを使用します。

非同期通信を使用します。

プロバイダからレンタルします。 既存の電話回線を使用します。

同期装置を必要とします。 低コストのモデムを使用します。

ほとんどの SPARCシステムで一般的に使用されている同
期ポートを必要とします。ただし、同期ポートは、 x86シ
ステムおよび最新の SPARCシステムでは通常使用されま
せん。

通常のコンピュータに組み込まれている標準のシリアルイ
ンタフェースを使用します。

専用回線PPPリンクの構成要素
次の図を参照してください。

PPP構成と用語
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専用回線リンクの構成要素は次のとおりです。

■ 2つのピア。リンクの両端に 1つずつ存在します。各ピアは、ワークス
テーションかサーバーです。通常ピアは、ネットワークまたはインターネットと
もう一方の側のピアとの間のルーターとして機能します。

■ 各ピア上の同期インタフェース。Oracle Solarisソフトウェアが実行されている一
部のマシンは、専用回線に接続するために、HSI/Sなどの同期インタフェース
カードを購入する必要があります。UltraSPARCワークステーションなどのマシン
には同期インタフェースが内蔵されています。

■ 各ピア上のCSU/DSU同期デジタル装置。同期ポートを専用回線に接続します。

現場の事情によって、CSUはDSUに組み込まれていたり、個人で所有していた
り、プロバイダからリースしていたりします。DSUはOracle Solarisマシンに標準
の同期シリアルインタフェースを提供します。フレームリレーを使用する場
合、フレームリレーアクセスデバイス (FRAD)が、シリアルインタフェースに適
合するように調整します。

■ 専用回線。スイッチ型または非スイッチ型のデジタルサービスを提供します。専
用回線のデジタルサービスには、SONET/SDH、Frame Relay PVC、T1などがあり
ます。

図 1–3 専用回線の基本的な構成

PPP構成と用語
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専用回線通信中の動作
ほとんどのタイプの専用回線では、ピアは互いにダイアルすることはありませ
ん。会社では専用回線サービスを購入して、2つの定められた場所の間を明示的に接
続します。場合によって、専用回線の各端にある 2つのピアは同じ会社でも物理的
に離れた場所に存在することもあります。別の事例では、会社が、ISPに接続されて
いる専用回線上にルーターを設定している場合があります。

専用回線の固定型のリンクは設定が簡単ですが、ダイアルアップリンクほどは普及
していません。固定型のリンクは chatスクリプトを必要としません。専用回線の場
合、両方のピアは互いを知っているので、認証を使用しないのが普通です。2つのピ
アがリンクを介して PPPを開始すると、リンクはアクティブな状態を続けます。専
用回線に障害が発生したり、どちらかのピアが明示的にリンクを終了したりしない
かぎり、専用回線の固定型のリンクはアクティブな状態を続けます。

Solaris PPP 4.0が実行されている専用回線上のピアは、ダイアルアップリンクを定義
する構成ファイルとほぼ同じものを使用します。

専用回線を介した通信を開始する場合、次のプロセスが発生します。

1. 各ピアマシンは、pppdコマンドをブートプロセスや別の管理スクリプトの一部と
して実行します。

2. 両方のピアは自分の PPP構成ファイルを読み取ります。
3. 両方のピアは通信パラメータをネゴシエートします。
4. IPリンクが確立されます。

PPP認証
認証は、要求しているのがユーザー本人であることを確認するためのプロセスで
す。UNIXのログインの流れは、次のように簡単な認証形式です。

1. loginコマンドを入力すると、ユーザーに名前とパスワードの入力を求めるプロ
ンプトが表示されます。

2. 次に loginは、ユーザーを認証するために、入力された名前とパスワードをパス
ワードデータベースから探そうとします。

3. データベース中にユーザー名とパスワードが存在する場合、ユーザーは認証され
て、システムへのアクセスが許可されます。データベース中にユーザー名とパス
ワードが存在しない場合、ユーザーはシステムへのアクセスを拒否されます。

デフォルトでは、Solaris PPP 4.0は、デフォルトの経路が指定されていないマシン上
では認証を要求しません。したがって、デフォルトの経路が指定されていない
ローカルマシンはリモート呼び出しを認証しません。逆に、マシンにデフォルトの
経路が定義されていれば、マシンは、常にリモート呼び出しを認証します。

PPP認証
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必要な場合、自分のマシンに PPPリンクを設定しようとしている呼び出し側の識別
情報を、PPP認証プロトコルを使って確認できます。逆に、呼び出し側を認証する
ピアをローカルマシンが呼び出す必要がある場合は、PPP認証情報をローカルマシ
ンに構成しておく必要があります。

認証する側と認証される側
PPPリンク上の呼び出し側マシンは、リモートピアに対して識別情報を示す必要が
あるので、認証される側とみなされます。ピアは、認証する側とみなされます。認
証する側は、呼び出し側の識別情報をセキュリティープロトコル用の適切な PPP
ファイルから探し、その呼び出し側を認証したり認証を拒否したりします。

多くの場合、PPP認証をダイアルアップリンクに構成します。呼び出しが開始され
ると、ダイアルアウトマシンが認証される側になります。ダイアルインサーバーは
認証する側になります。サーバーはデータベースを秘密ファイルの形式で保持しま
す。このファイルには、サーバーに PPPリンクを設定する許可が与えられているす
べてのユーザーが記述されています。許可が与えられているユーザーは信頼できる
呼び出し側とみなされます。

一部のダイアルアウトマシンには、ダイアルアウトマシンの呼び出しに対する応答
でリモートピアに認証情報の提供を要求するものがあります。このような場合
は、役割が逆転し、リモートピアは認証される側になり、ダイアルアウトマシンは
認証する側になります。

注 – PPP 4.0は専用回線でピアによる認証を禁止していませんが、通常は専用回線で
認証を使用することはありません。専用回線規約では、回線の両端に存在する両者
が互いをよく知っており、信頼していることが特徴となっています。しかし、PPP
認証は管理が簡単なので、専用回線にも認証を実装することをまじめに検討する必
要があります。

PPPの認証プロトコル
PPPの認証プロトコルは、パスワード認証プロトコル (PAP)とチャレンジハンド
シェーク認証プロトコル (CHAP)です。各プロトコルは、ローカルマシンにリンクす
る許可が与えられている各呼び出し側に対して、識別情報が格納された「秘密
データベース」や「セキュリティー資格情報」を使用します。PAPについては、138
ページの「パスワード認証プロトコル (PAP)」を参照してください。CHAPについて
は、141ページの「チャレンジハンドシェーク認証プロトコル (CHAP)」を参照して
ください。

PPP認証
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PPP認証を使用する理由
PPPリンクでの認証は任意です。また、認証ではピアが信頼されていることを確認
しますが、PPP認証ではデータの機密性は提供されません。機密性に
は、IPsec、PGP、SSL、Kerberos、Secure Shellなどの暗号化ソフトウェアを使用しま
す。

注 – Solaris PPP 4.0は、RFC 1968に記述されている PPP Encryption Control Protocol
(ECP)を実装していません。

次の場合に、PPP認証の実装を検討してください。

■ 会社が、公衆電話交換網を介してユーザーから着呼を受け取る。
■ 会社のファイアウォールを介してネットワークにアクセスする場合やセキュアな
トランザクションに関係する場合に、会社のセキュリティーポリシーでリモート
ユーザーに認証資格情報の提供を要求している。

■ 標準のUNIXパスワードデータベース (/etc/passwd、NIS、LDAP、または PAM)
と照合して呼び出し側を認証したいとする。この場合は PAP認証を使用する。

■ 会社のダイアルインサーバーがネットワークのインターネット接続も提供す
る。この場合は PAP認証を使用する。

■ シリアル回線が、リンクのどちらか端にあるネットワークやマシン上のパス
ワードデータベースよりもセキュリティーの保護が弱い。この場合はCHAP認証
を使用する。

PPPoEによるDSLユーザーのサポート
多くのネットワークプロバイダと自宅で仕事をしている個人は、デジタル加入者回
線 (DSL)技術を使用して、高速なネットワークアクセスを実現します。DSL
ユーザーをサポートするために、Solaris PPP 4.0は PPP over Ethernet (PPPoE)機能を組
み込んでいます。PPPoE技術を使用することで、複数のホストが 1つの Ethernetリン
クを介して 1つ以上の地点に PPPセッションを実行できます。

次の場合に、PPPoEを使用する必要があります。

■ DSLユーザー (自分自身も含む場合もある)をサポートする。DSLサービスプロバ
イダは、DSL回線を介してサービスを受け取るために、ユーザーに PPPoEトンネ
ルの構成を要求することがある。

■ サイトが、顧客に PPPoEを提供する ISPである。

このセクションでは、PPPoEに関連する用語と基本的な PPPoE技術の概要について
説明します。

PPPoEによるDSLユーザーのサポート
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PPPoEの概要
PPPoEは、RedBack Networksが生み出した独自のプロトコルです。PPPoEは、別
バージョンの標準 PPPではなく検出プロトコルです。PPPoEのシナリオでは、最初
に PPP通信を開始するマシンが、PPPoEを実行しているピアを検出する必要があり
ます。PPPoEプロトコルは、Ethernetブロードキャストパケットを使ってピアを検出
します。

検出プロセスを終了したら、PPPoEは、開始したホスト (PPPoEクライアント)から
ピア (PPPoEアクセスサーバー)まで Ethernetベースのトンネルを設定します。トンネ
リングとは、あるプロトコルを、別のプロトコルで実行する方法です。PPPoEを使
用して、Solaris PPP 4.0は PPPに Ethernet IEEE 802.2を介したトンネルを作成しま
す。PPPと Ethernet IEEE 802.2はともにデータリンクプロトコルです。設定された
PPP接続は、PPPoEクライアントとアクセスサーバーの間で専用リンクのように動作
します。PPPoEについては、146ページの「DSLサポート用の PPPoEトンネルの作
成」を参照してください。

PPPoEの構成要素
次の図に示すように、PPPoE構成には、消費者、電話会社、およびサービスプロバ
イダという 3つの関係者が存在します。

PPPoEによるDSLユーザーのサポート
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PPPoEの消費者
システム管理者として、消費者の PPPoE構成を助けることがあります。PPPoE消費
者の一般的なタイプは、DSL回線を介して PPPoEを実行する個人です。別の PPPoE
消費者は、上図に示すように、従業員が PPPoEトンネルを実行できるようにDSL回
線を購入する会社です。

企業消費者が PPPoEを使用する主な理由は、高速のDSL機器を介して多くのホスト
に PPP通信を提供するためです。通常、単独の PPPoEクライアントは、個人でDSL
モデムを持ちます。また、ハブに接続されているクライアントのグループ
は、Ethernet回線によって同じハブに接続されているDSLモデムを共有することがあ
ります。

図 1–4 PPPoEトンネル内の関係者

PPPoEによるDSLユーザーのサポート
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注 – DSL機器は技術的にはモデムではなくブリッジです。ただし、実際にはこれらの
デバイスをモデムと呼んでいるので、このガイドでは、「DSLモデム」という用語
を使用します。

PPPoEは、DSLモデムに接続されている Ethernet回線上のトンネルを介して PPPを実
行します。その回線はスプリッタに接続され、スプリッタは電話回線に接続してい
ます。

電話会社のPPPoE
PPPoEのシナリオでは、電話会社は中間に位置します。電話会社は、電話回線を介
して受信する信号を、デジタル加入者線アクセスマルチプレクサ (DSLAM)と呼ばれ
るデバイスを使って分割します。DSLAMは分割した信号を別の線、電話サービス用
アナログ線、および PPPoE用デジタル線に送り出します。デジタル線はATMデータ
ネットワークを介してトンネルをDSLAMから ISPまで延長します。

サービスプロバイダのPPPoE
ISPは、ATMデータネットワークから渡される PPPoE転送をブリッジを介して受信
します。ISPでは、PPPoEが実行されているアクセスサーバーが PPPリンクのピアと
して機能します。アクセスサーバーは、図 1–2で紹介したダイアルインサーバーと
機能的に類似していますが、アクセスサーバーがモデムを使用しない点が異なりま
す。アクセスサーバーは、個々の PPPoEセッションをインターネットアクセスなど
の通常の IPトラフィックに変換します。

ISPのシステム管理者は、アクセスサーバーの構成と維持を行います。

PPPoEトンネルのセキュリティー
PPPoEトンネルは最初からセキュリティー対策が行われていません。PAPまたは
CHAPを使用することで、トンネルを介して実行している PPPリンクにユーザー認
証を提供できます。

PPPoEによるDSLユーザーのサポート
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PPPリンクの計画 (タスク)

PPPリンクの設定には、タスク計画や PPPと無関係なタスクなど、さまざまな個別
のタスクが含まれています。この章では、もっとも一般的な PPPリンク、認証、お
よび PPPoEを計画する方法について説明します。

第 2章「PPPリンクの計画 (タスク)」に続く各章では、特定リンクの設定方法につい
て構成例を使って説明します。これらの構成例はこの章で紹介します。

ここでは、次の内容を説明します。

■ 38ページの「ダイアルアップ PPPリンクの計画」
■ 41ページの「専用回線リンクの計画」
■ 44ページの「リンクへの認証計画」
■ 49ページの「PPPoEトンネルを介したDSLサポートの計画」

全体的なPPP計画 (タスクマップ)
PPPでは、実際にリンクを設定する前にタスク計画を立てる必要があります。さら
に、PPPoEトンネルを使用する場合は、まず PPPリンクを設定し、それからトンネ
ルを提供する必要があります。次のタスクマップは、この章で説明する大規模なタ
スク計画を示しています。構成するリンクタイプによっては、一般的なタスクだけ
で十分な場合があります。また、リンク、認証、および PPPoEの各タスクが必要に
なる場合もあります。

表 2–1 PPP計画 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

ダイアルアップ PPPリンクを計
画します

ダイアルアウトマシンまたはダイアルイン
サーバーの設定に必要な情報を収集します

38ページの「ダイアルアップ PPPリン
クの計画」

専用回線リンクを計画します 専用回線にクライアントを設定するための
必要情報を収集します

41ページの「専用回線リンクの計画」
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表 2–1 PPP計画 (タスクマップ) (続き)
タスク 説明 参照先

PPPリンクの認証を計画します PPPリンクに PAP認証またはCHAP認証を
構成するための必要情報を収集します

44ページの「リンクへの認証計画」

PPPoEトンネルを計画します PPPリンクが実行できる PPPoEトンネルを
設定するための必要情報を収集します

49ページの「PPPoEトンネルを介した
DSLサポートの計画」

ダイアルアップPPPリンクの計画
ダイアルアップリンクはもっともよく使用される PPPリンクです。このセクション
では、次の内容について説明します。

■ ダイアルアップリンクの計画情報
■ 第 3章「ダイアルアップ PPPリンクの設定 (タスク)」で使用されるリンク例の説
明

通常は、マシンをダイアルアップ PPPリンク、ダイアルアウトマシン、またはダイ
アルインサーバーの一方の端に構成するだけです。ダイアルアップ PPPの概要につ
いては、25ページの「ダイアルアップ PPPの概要」を参照してください。

ダイアルアウトマシンを設定する前に
ダイアルアウトマシンを構成する前に、次の表に示されている情報を収集します。

注 –このセクションの計画情報には、認証やPPPoEについて収集する情報は含まれて
いません。認証計画については、44ページの「リンクへの認証計画」を参照してく
ださい。PPPoE計画については、49ページの「PPPoEトンネルを介したDSLサ
ポートの計画」を参照してください。

表 2–2 ダイアルアウトマシンの情報

情報 動作

最大モデム速度 モデムの製造元が提供するドキュメントを参照します。

モデム接続コマンド (ATコマンド) モデムの製造元が提供するドキュメントを参照します。

リンクの一方の端で使用するダイアルインサーバーの名
前

ダイアルインサーバーの識別が簡単な名前を作成します。

ダイアルインサーバーで必要なログインシーケンス ダイアルインサーバーの管理者に問い合わせるか、ダイア
ルインサーバーが ISP側に存在すれば、ISPのドキュメント
を参照します。
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ダイアルインサーバーを設定する前に
ダイアルインサーバーを構成する前に、次の表に示されている情報を収集します。

注 –このセクションの計画情報には、認証やPPPoEについて収集する情報は含まれて
いません。認証計画については、44ページの「リンクへの認証計画」を参照してく
ださい。PPPoE計画については、49ページの「PPPoEトンネルを介したDSLサ
ポートの計画」を参照してください。

表 2–3 ダイアルインサーバーの情報

情報 動作

最大モデム速度 モデムの製造元が提供するドキュメントを参照します。

ダイアルインサーバーの呼び出しが許可されている人の
ユーザー名

63ページの「ダイアルインサーバーのユーザーを構成する
方法」で説明するようなホームディレクトリを設定する前
に、予想されるユーザーの名前を入手します。

PPP通信の専用 IPアドレス 会社での IPアドレスの委譲に責任を持つ担当者からアドレ
スを入手します。

ダイアルアップPPPの構成例
第 3章「ダイアルアップ PPPリンクの設定 (タスク)」で説明するタスクでは、従業員
が週に 2、3日在宅勤務できるようにするための、ある小企業の要件を実行しま
す。一部の従業員は、ホームマシンにOracle Solaris OSが必要になります。また、社
内イントラネット上にある作業マシンにリモートログインすることも必要になりま
す。

タスクでは、次のような基本的なダイアルアップリンクを設定します。

■ ダイアルアウトマシンが、社内イントラネットを呼び出す従業員の自宅に存在す
る。

■ ダイアルインサーバーは、従業員からの着呼を受信するように構成された社内イ
ントラネット上のマシンである。

■ UNIXスタイルのログインを使用して、ダイアルアウトマシンを認証する。Solaris
PPP 4.0の強力な認証方法は、この会社のセキュリティーポリシーには必要ない。

次の図は、第 3章「ダイアルアップ PPPリンクの設定 (タスク)」で設定されているリ
ンクを示します。
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この図では、リモートホストが電話回線上のモデルを介して Big Company社のイン
トラネットにダイアルアウトしています。もう 1台のホストが Big Company社にダイ
アルアウトするように構成されていますが、現在アクティブではありません。Big
Company社のダイアルインサーバーに接続されているモデムが、リモート
ユーザーからの呼び出しに順に応答しています。PPP接続はピア間で確立していま
す。ダイアルアウトマシンは、イントラネット上のホストマシンにリモートログイ
ンできます。

図 2–1 ダイアルアップリンクの例

ダイアルアップ PPPリンクの計画
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ダイアルアップPPPの詳細情報
次を参照してください。

■ ダイアルアウトマシンを設定する手順については、表 3–2を参照してください。
■ ダイアルインマシンを設定するには、表 3–3を参照してください。
■ ダイアルアップリンクの概要については、25ページの「ダイアルアップ PPPの概
要」を参照してください。

■ PPPのファイルとコマンドの詳細については、115ページの「ファイルおよびコマ
ンド行での PPPオプションの使用」を参照してください。

専用回線リンクの計画
専用回線リンクの設定では、プロバイダからリースしているスイッチ型または非ス
イッチ型サービスの一方の端にピアを構成する必要があります。

このセクションでは、次の内容について説明します。

■ 専用回線リンクの計画情報
■ 図 2–2に示されているリンク例の説明

専用回線リンクの概要については、29ページの「専用回線 PPPの概要」を参照して
ください。専用回線の設定タスクについては、第 4章「専用回線 PPPリンクの設定
(タスク)」を参照してください。

専用回線リンクを設定する前に
会社がネットワークプロバイダから専用回線リンクをレンタルしている場合は、リ
ンクの自分側の端だけにシステムを構成します。リンクのもう一方の端にあるピア
は、別の管理者が維持しています。この管理者は、会社から離れた場所にいるシス
テム管理者か、ISP側のシステム管理者のどちらかです。

専用回線リンクに必要なハードウェア
リンク媒体の他に、リンクの端には次のハードウェアが必要です。

■ システム用の同期インタフェース
■ 同期装置 (CSU/DSU)
■ 自分のシステム

一部のネットワークプロバイダでは、顧客宅内機器 (CPE)として、ルーター、同期
インタフェース、およびCSU/DSUが必要です。ただし、必要な機器は、プロバイダ
や国別の政府規制によって変わります。ネットワークプロバイダでは、必要な装置
で専用回線と共に提供されないものは、それに関する情報を提供しています。

専用回線リンクの計画
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専用回線のために収集する情報
ローカルピアを構成する前に、次の表に示されている項目を調べておく必要があり
ます。

表 2–4 専用回線リンクの計画

情報 動作

インタフェースのデバイス名 インタフェースカードのドキュメントを参照します。

同期インタフェースカードの構成手順 インタフェースカードのドキュメントを参照します。この
情報は、HSI/Sインタフェースを構成する場合に必要で
す。ほかのタイプのインタフェースカードでは、構成する
必要がない場合があります。

(任意)リモートピアの IPアドレス サービスプロバイダのドキュメントを参照します。また
は、リモートピアのシステム管理者に問い合わせます。こ
の情報は、2つのピア間で IPアドレスがネゴシエートされ
ない場合にだけ必要です。

(任意)リモートピアの名前 サービスプロバイダのドキュメントを参照します。また
は、リモートピアのシステム管理者に問い合わせます。

(任意)リンクの速度 サービスプロバイダのドキュメントを参照します。また
は、リモートピアのシステム管理者に問い合わせます。

(任意)リモートピアで使用する圧縮 サービスプロバイダのドキュメントを参照します。また
は、リモートピアのシステム管理者に問い合わせます。

専用回線リンクの構成例
第 4章「専用回線 PPPリンクの設定 (タスク)」のタスクは、従業員にインターネット
アクセスを提供するために、ある中規模組織 (LocalCorp社)で目的を達成する方法を
示しています。現在、従業員のコンピュータは、会社の私設イントラネットに接続
されています。

LocalCorp社では、高速なトランザクションとイントラネット上の多くのリソースに
迅速にアクセスすることが必要となっています。LocalCorp社は、サービスプロバイ
ダの Far ISP社との間に専用回線を設定する契約を結びます。これにより、LocalCorp
社は電話会社の Phone East社からT1回線をリースします。Phone East社は LocalCorp
社と Far ISP社との間に専用回線を設置します。その後 Phone East社は LocalCorp社に
構成済みのCSU/DSUを提供します。

タスクでは、次のような専用回線リンクを設定します。

■ LocalCorp社はシステムをゲートウェイルーターとして設定する。これによ
り、パケットは専用回線を介してインターネット上のホストに転送される。

■ Far ISP社でも顧客からの専用回線を接続するルーターとしてピアを設定する。

専用回線リンクの計画
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この図では、LocalCorp社側の PPPにルーターが設定されていま
す。ルーターは、hme0インタフェースを介して社内イントラネットに接続されてい
ます。さらにマシンは、HSI/Pインタフェース (hihp1)を介してCSU/DSUデジタル装
置に接続されています。CSU/DSUは設置された専用回線に接続していま
す。LocalCorp社の管理者がHSI/Pインタフェースと PPPファイルの構成を終了した
あとで、/etc/init.d/pppdと入力すると、LocalCorp社と Far ISP社間でリンクが開始
されます。

専用回線の詳細情報
次を参照してください。

■ 第 4章「専用回線 PPPリンクの設定 (タスク)」
■ 29ページの「専用回線 PPPの概要」

図 2–2 専用回線の構成例

専用回線リンクの計画
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リンクへの認証計画
このセクションでは、PPPリンク上で認証を行うための計画情報を提供しま
す。第 5章「PPP認証の設定 (タスク)」は、自分のサイトで PPP認証を実装するため
のタスクを示しています。

PPPには、PAPとCHAPの 2種類の認証があります。PAPの詳細は、138ページ
の「パスワード認証プロトコル (PAP)」を参照してください。CHAPの詳細は、141
ページの「チャレンジハンドシェーク認証プロトコル (CHAP)」を参照してくださ
い。

認証をリンクに設定する前に、自分のサイトのセキュリティーポリシーに最適な認
証プロトコルを選択する必要があります。認証プロトコルの選択が終了したら、ダ
イアルインマシンまたは呼び出し側のダイアルアウトマシンあるいは両方のマシン
に秘密ファイルと PPP構成ファイルを設定します。自分のサイトに最適な認証プロ
トコルを選択するには、33ページの「PPP認証を使用する理由」を参照してくださ
い。

このセクションでは、次の内容について説明します。

■ PAP認証とCHAP認証の計画情報
■ 図 2–3および図 2–4に示されている認証事例の説明

認証の設定タスクについては、第 5章「PPP認証の設定 (タスク)」を参照してくださ
い。

PPP認証を設定する前に
自分のサイトで認証を設定することを、全体的な PPP計画の必須部分として組み込
む必要があります。認証を実装する前に、ハードウェアの組み立てや、ソフト
ウェアの構成、リンクの動作確認を行なってください。

表 2–5 認証構成の前提条件

情報 参照先

ダイアルアップリンクの構成タスク 第 3章「ダイアルアップ PPPリンクの設定 (タスク)」

リンクのテストタスク 第 7章「一般的な PPP問題の解決 (タスク)」

サイトのセキュリティー要件 会社のセキュリティーポリシー。ポリシーを設定していなけれ
ば、PPP認証の設定を機にセキュリティーポリシーを設定しま
す。

自分のサイトに PAPまたはCHAPを選択する場合の
ヒント

33ページの「PPP認証を使用する理由」。これらのプロトコル
については、138ページの「接続時の呼び出し元の認証」を参
照してください。
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PPPの認証構成例
このセクションでは、第 5章「PPP認証の設定 (タスク)」の手順で使用されている認
証事例について説明します。

■ 45ページの「PAP認証による構成例」
■ 47ページの「CHAP認証による構成例」

PAP認証による構成例
74ページの「PAP認証の構成」でのタスクは、PPPリンク上で PAP認証を設定する
方法を示しています。手順では、39ページの「ダイアルアップ PPPの構成例」で紹
介した架空の Big Company社の PAP事例を使用します。

Big Company社では、自社のユーザーが自宅で仕事できるようにしたいと考えていま
す。システム管理者は、ダイアルインサーバーに接続するシリアル回線にセキュリ
ティー対策をしたいと考えています。NISパスワードデータベースを使用するUNIX
スタイルのログインは、これまで Big Company社のネットワークで問題なく機能を
果たしてきました。システム管理者は、PPPリンクを介してネットワークに進入し
てくる呼び出しにUNIXスタイルの認証機構を設定したいと考えています。その結
果、システム管理者は PAP認証を使用する次のシナリオを実装します。
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システム管理者は専用のダイアルインDMZを作成します。これは、ルーターに
よって会社のネットワークの後方部と分離されています。DMZという用語は、軍事
用語の「非武装地帯」に由来しています。DMZはセキュリティー目的のために分離
されたネットワークです。通常、DMZには、Webサーバー、匿名 (anonymous) ftp
サーバー、データベース、モデムサーバーなど、会社が一般に公開するリソースが
含まれています。ネットワーク設計者は通常、DMZをファイアウォールと会社のイ
ンターネット接続の中間に設置します。

図 2–3に示すように、DMZに存在するのは、ダイアルインサーバーの myserverと
ルーターだけです。ダイアルインサーバーはリンクの設定時に、呼び出し側に PAP
資格 (ユーザー名とパスワードを含む)の提出を要求します。さらに、ダイアルイン
サーバーは PAPの loginオプションも使用します。したがって、呼び出し側の PAP

図 2–3 PAP認証のシナリオ (自宅で仕事する)の例
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のユーザー名とパスワードは、ダイアルインサーバーのパスワードデータベースに
あるUNIXのユーザー名とパスワードに正確に一致する必要があります。

PPPリンクが設定されたら、呼び出し側のパケットはルーターに転送されま
す。ルーターはパケットを会社のネットワーク上かインターネット上の宛先に転送
します。

CHAP認証による構成例
81ページの「CHAP認証の構成」でのタスクは、CHAP認証の設定方法を示してい
ます。手順では、42ページの「専用回線リンクの構成例」で紹介した架空の
LocalCorp社のCHAP事例を使用します。

LocalCorp社は、ISPの専用回線を介してインターネットに接続できます。LocalCorp
社のテクニカルサポート部では、大量のネットワークトラフィックが発生するの
で、独立した私設ネットワークが必要になっています。部署のフィールドエンジニ
アは、問題解決のための情報を入手するためにリモートからテクニカルサポートの
ネットワークに頻繁にアクセスする必要があります。私設ネットワークのデータ
ベース内の機密情報を保護するには、リモートでの呼び出し側にログインの許可を
与えるために、それらを認証する必要があります。

したがって、システム管理者は、ダイアルアップ PPP構成に次のCHAP認証シナリ
オを実装します。

リンクへの認証計画
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テクニカルサポート部のネットワークから外部世界にリンクするのは、リンクのダ
イアルインサーバー側の端に接続しているシリアル回線だけです。システム管理者
は、各フィールドサービスエンジニアが所持する PPP用ラップトップコンピュータ
をCHAPシークレットなどを組み込んだCHAPセキュリティーで構成します。ダイ
アルインサーバー上のCHAPシークレットデータベースには、テクニカルサポート
内のネットワークに対する呼び出しが許されているすべてのマシンのCHAP資格が
含まれています。

認証の詳細情報
次を参照してください。

■ 74ページの「PAP認証の構成」
■ 81ページの「CHAP認証の構成」
■ 138ページの「接続時の呼び出し元の認証」と pppd(1M)のマニュアルページ

図 2–4 CHAP認証シナリオ (私設ネットワークを呼び出す)の例
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PPPoEトンネルを介したDSLサポートの計画
一部のDSLプロバイダは、プロバイダのDSL回線と高速のデジタルネットワーク上
で PPPを実行するために、ユーザーのサイトに PPPoEトンネルを設定するように要
求しています。PPPoEの概要については、33ページの「PPPoEによるDSL
ユーザーのサポート」を参照してください。

PPPoEトンネルには、3つの関係者が存在しています。消費者、電話会社、および
ISPです。PPPoEは、消費者 (会社の PPPoEクライアントや自宅の消費者など)向けか
ISP側のサーバー上のどちらかに構成します。

このセクションでは、クライアントとアクセスサーバーの両方で PPPoEを実行する
ための計画情報について説明します。次の項目について説明します。

■ PPPoEホストとアクセスサーバーの計画情報
■ 51ページの「PPPoEトンネルの構成例」で紹介されている PPPoEシナリオの説
明

PPPoEトンネルの設定タスクについては、第 6章「PPPoEトンネルの設定 (タス
ク)」を参照してください。

PPPoEトンネルを設定する前に
構成前の作業は、トンネルをクライアント側に構成するかサーバー側に構成するか
によって異なります。どちらの場合も、電話会社と契約を結ぶ必要があります。電
話会社では、クライアントにはDSL回線を提供し、アクセスサーバーにはある形式
のブリッジとATMパイプを提供します。ほとんどの契約では、電話会社は
ユーザーのサイトに機器を設置します。

PPPoEクライアントを構成する前に
PPPoEクライアントの実装は、通常、次の機器から構成されます。

■ 個人が使用するパーソナルコンピュータまたはシステム
■ DSLモデム。通常は、電話会社かインターネットのアクセスプロバイダが設置す
る

■ (任意)ハブ。複数のクライアントが関係するような会社のDSL消費者向け
■ (任意)スプリッタ。通常はプロバイダが設置する

多くの異なるDSL構成が可能です。DSL構成は、ユーザーや会社のニーズ、プロバ
イダが提供するサービスによって異なります。
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表 2–6 PPPoEクライアントの計画

情報 動作

個人や自分自身のために自宅の PPPoEクライアントを
設定する場合に、PPPoEの領域外の設定情報を入手し
ます。

設定の手続きが必要なら、電話会社や ISPに問い合わせます。

会社のサイトに PPPoEクライアントを設定する場合
に、PPPoEクライアントシステムが割り当てられてい
るユーザーの名前を収集します。PPPoEリモートクラ
イアントを構成する場合は、DSL機器を自宅に設置す
るための情報をユーザーに提供する必要があります。

認可されたユーザーのリストを会社の管理者に問い合わせま
す。

PPPoEクライアント上で使用できるインタフェースを
探します。

各マシン上で ipadm show-addrコマンドを実行し、インタ
フェース名を探します。

(任意) PPPoEクライアントのパスワードを入手しま
す。

ユーザーに、希望のパスワードを問い合わせます。また
は、ユーザーにパスワードを割り当てます。このパスワード
はUNIXのログイン用ではなく、リンクの認証用に使用しま
す。

PPPoEサーバーを構成する前に
PPPoEアクセスサーバーの計画は、データサービスネットワークへの接続を提供す
る電話会社と共同で行います。電話会社はユーザーのサイトに回線 (通常はATMパ
イプ)を設置し、ユーザーのアクセスサーバーに、ある形式のブリッジを提供しま
す。会社が提供するサービスにアクセスする Ethernetインタフェースを構成する必
要があります。たとえば、インターネットにアクセスするためのインタフェースの
ほか、電話会社のブリッジが提供する Ethernetインタフェースも構成します。

表 2–7 PPPoEアクセスサーバーの計画

情報 動作

データサービスネットワークの回線に使用するインタ
フェース

ipadm show-addrコマンドを実行して、インタフェースを特定
します。

PPPoEサーバーが提供するサービスの種類 管理者やネットワーク計画者に要件やヒントを問い合わせま
す。

(任意)消費者に提供するサービスの種類 管理者やネットワーク計画者に要件やヒントを問い合わせま
す。

(任意)リモートクライアントのホスト名とパスワード ネットワーク計画者や契約交渉の担当者に問い合わせま
す。ホスト名とパスワードはUNIXのログインではなく、PAP
認証やCHAP認証に使用します。
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PPPoEトンネルの構成例
このセクションでは、第 6章「PPPoEトンネルの設定 (タスク)」で説明するタスクの
例として、PPPoEトンネルの例を示します。図では、トンネル内のすべての
パーティシパントを示していますが、ユーザーはクライアント側かサーバー側のど
ちらかの端を管理するだけです。

この例では、MiddleCo社は従業員に高速なインターネットアクセスを提供すること
を望んでいます。MiddleCo社は Phone East社からDSLパッケージを購入し、Phone

図 2–5 PPPoEトンネルの例
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East社はサービスプロバイダの Far ISP社と契約を結びます。Far ISP社は、Phone East
社からDSLを購入する顧客にインターネットサービスや IPサービスを提供します。

PPPoEクライアントの構成例
MiddleCo社は、サイトにDSLの 1回線を提供する Phone East社からパッケージを購
入します。パッケージには、MiddleCo社の PPPoEクライアント用に認証された ISP
への専用接続が含まれています。システム管理者は予想される PPPoEクライアント
をハブに配線します。Phone East社の技術者はハブをDSL機器に配線します。

PPPoEサーバーの構成例
FarISP社では、Phone East社との契約を履行するために、同社のシステム管理者がア
クセスサーバー (dslserve)を構成します。このサーバーには、次の 4つのインタ
フェースがあります。

■ eri0 –ローカルネットワークと接続するプライマリネットワークインタフェース
■ hme0 – FarISP社が顧客にインターネットサービスを提供するためのインタ
フェース

■ hme1 –認証された PPPoEトンネル用にMiddleCo社が使用するインタフェース
■ hme2 – PPPoEトンネル用に別の顧客が使用するインタフェース

PPPoEの詳細情報
次を参照してください。

■ 90ページの「PPPoEクライアントの設定」
■ 93ページの「PPPoEアクセスサーバーの設定」
■ 146ページの「DSLサポート用の PPPoEトンネルの作成」および

pppoed(1M)、pppoec(1M)、sppptun(1M)のマニュアルページ
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ダイアルアップ PPPリンクの設定 (タス
ク)

この章では、もっとも一般的な PPPリンクであるダイアルアップリンクの構成タス
クについて説明します。ここでは、次の内容を説明します。

■ 54ページの「ダイアルアウトマシンの構成」
■ 60ページの「ダイアルインサーバーの構成」
■ 65ページの「ダイアルインサーバーの呼び出し」

ダイアルアップのPPPリンクを設定する主なタスク (タ
スクマップ)

ダイアルアップ PPPリンクの設定は、モデムの構成、ネットワークデータベース
ファイルの変更、および表 8–1で説明している PPP構成ファイルの変更によって行
います。

次の表は、ダイアルアップ PPPリンクの両側を構成するための主なタスクを示して
います。通常は、リンクのどちらか一方 (ダイアルアウトマシンかダイアルイン
サーバー)だけを構成します。

表 3–1 ダイアルアップのPPPリンクの設定 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

1.構成前の情報を収集す
る

リンクを設定する前に、ピアのホスト
名、ターゲットの電話番号、モデムの
速度など必要なデータを集める

38ページの「ダイアルアップ PPPリンクの計画」

2.ダイアルアウトマシン
を構成する

リンクを介して呼び出しを行うマシン
に PPPを設定する

54ページの「ダイアルアウトマシンの構成タスク
(タスクマップ)」

3.ダイアルイン
サーバーを構成する

着呼を受信するマシンに PPPを設定す
る

61ページの「ダイアルインサーバーの構成タスク
(タスクマップ)」
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表 3–1 ダイアルアップのPPPリンクの設定 (タスクマップ) (続き)
タスク 説明 参照先

4.ダイアルイン
サーバーを呼び出す

pppdコマンドを入力して、通信を開始
する

65ページの「ダイアルインサーバーの呼び出し方
法」

ダイアルアウトマシンの構成
このセクションのタスクでは、ダイアルアウトマシンの構成方法について説明しま
す。このタスクでは、図 2–1で紹介した自宅からのダイアルイン事例を使用しま
す。予想されるユーザーにマシンを渡す前に、会社でのタスクがあります。経験豊
富なユーザーであれば、自宅のマシンの設定を指導することもできます。ダイアル
アウトマシンを設定する人は必ずそのマシンのスーパーユーザー権限を持つ必要が
あります。

ダイアルアウトマシンの構成タスク (タスク
マップ)

表 3–2 ダイアルアウトマシンの設定 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

1.構成前の情報を収集す
る

リンクを設定する前に、ピアのホスト
名、ターゲットの電話番号、モデムの
速度など必要なデータを集める

38ページの「ダイアルアップ PPPリンクの計画」

2.モデムとシリアル
ポートを構成する

モデムとシリアルポートを設定する 56ページの「モデムとシリアルポートの構成方法
(ダイアルアウトマシン)」

3.シリアル回線通信を構
成する

シリアル回線上の伝送特性を構成する 57ページの「シリアル回線を介した通信を定義す
る方法」

4.ダイアルアウトマシン
とピア間の対話を定義す
る

chatスクリプトを作成するときに使用
する通信データを収集する

58ページの「ピアを呼び出すための命令群を作成
する方法」

5.特定のピア情報を構成
する

個々のダイアルインサーバーを呼び出
すための PPPオプションを構成する

59ページの「個々のピアとの接続を定義する方
法」

6.ピアを呼び出す pppdコマンドを入力して、通信を開始
する

65ページの「ダイアルインサーバーの呼び出し方
法」
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ダイアルアップPPPのテンプレートファイル
Solaris PPP 4.0はテンプレートファイルを提供します。各テンプレートファイルに
は、特定の PPP構成ファイルのために一般的なオプションが含まれています。次の
表は、ダイアルアップリンクの設定に使用できるテンプレートのサンプルと、それ
らと同等の Solaris PPP 4.0ファイルを示します。

テンプレートファイル PPP構成ファイル 参照先

/etc/ppp/options.tmpl /etc/ppp/options 120ページの「/etc/ppp/options.tmpl

テンプレート」

/etc/ppp/options.ttya.tmpl /etc/ppp/options.ttyname 122ページの「options.ttya.tmplテン
プレートファイル」

/etc/ppp/myisp-chat.tmpl chatスクリプトを格納するための
ユーザー指定の名前を持つファイル

130ページ
の「/etc/ppp/myisp-chat.tmpl chatス
クリプトテンプレート」

/etc/ppp/peers/myisp.tmpl /etc/ppp/peers/peer-name 126ページ
の「/etc/ppp/peers/myisp.tmplテン
プレートファイル」

テンプレートファイルを使用するように決めたら、そのテンプレートファイルの名
前を同等の PPP構成ファイルの名前に変更します。chatファイルのテンプレート
(/etc/ppp/myisp-chat.tmpl)だけは例外です。chatスクリプトには任意の名前を選択
できます。

ダイアルアウトマシン上にデバイスを構成する
ダイアルアウト PPPマシンを設定するための最初のタスクは、シリアル回線にデバ
イス (モデムとシリアルポート)を構成することです。

注 –モデムに適用するタスクは、通常 ISDN TAにも適用します。

以降の手順を実行する前に、次の作業を終了しておく必要があります。

■ ダイアルアウトマシンにOracle Solarisリリースをインストールする
■ モデムの最適速度を決定する
■ ダイアルアウトマシンに使用するシリアルポートを決定する
■ ダイアルアウトマシンのルートパスワードを取得する

計画情報については、38ページの「ダイアルアウトマシンを設定する前に」を参照
してください。

ダイアルアウトマシンの構成
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▼ モデムとシリアルポートの構成方法 (ダイアルア
ウトマシン)

モデムの設定を行います。

さまざまなタイプのモデムを使用できますが、ほとんどのモデムは、Solaris PPP 4.0
用に正しく設定されて出荷されています。次のリストは、Solaris PPP 4.0を使用する
モデムの基本的なパラメータ設定を示したものです。

■ DCD –キャリアの指示に従う
■ DTR –モデムがハングアップするように Lowに設定する (モデムをオンフックに
する)

■ Flow Control –全二重ハードウェアのフロー制御用RTS/CTSを設定する
■ Attention Sequences –使用不可

リンクの設定で問題が発生し、原因がモデムにあれば、まずモデムの製造元のド
キュメントを参照します。また、多くのWebサイトが、役に立つモデムの設定情報
を提供しています。最後に、106ページの「モデムの問題を診断する方法」でモデム
問題を解決するためのヒントを見つけることができます。

モデムケーブルをダイアルアウトマシンのシリアルポートと電話ジャックに接続し
ます。

ダイアルアウトマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

モデム方向を「発信専用」として指定します。

ダイアルアウトマシン上に通信を構成する
このセクションの手順では、ダイアルアウトマシンのシリアル回線に通信を構成す
る方法を示します。これらの手順を使用する前に、56ページの「モデムとシリアル
ポートの構成方法 (ダイアルアウトマシン)」で説明しているように、モデムとシリ
アルポートを構成しておく必要があります。

次のタスクは、ダイアルアウトマシンがダイアルインサーバーとの通信を正常に開
始できるようにする方法を示します。通信は、PPP構成ファイルで定義されている
オプションに基づいて開始されます。次のファイルを作成する必要があります。

■ /etc/ppp/options

■ /etc/ppp/options.ttyname
■ chatスクリプト
■ /etc/ppp/peers/peer-name

1
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Solaris PPP 4.0は、PPP構成ファイルにテンプレートを提供します。これらのテンプ
レートは要求に合わせてカスタマイズできます。これらのファイルについては、
55ページの「ダイアルアップ PPPのテンプレートファイル」を参照してください。

▼ シリアル回線を介した通信を定義する方法

ダイアルアウトマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

次のオプションを指定して、/etc/ppp/optionsと呼ばれるファイルを作成します。
lock

/etc/ppp/optionsファイルは、ローカルマシンが実行するすべての通信に適用され
るグローバルパラメータの定義に使用されます。lockオプションに
よって、/var/spool/locks/LK.xxx.yyy.zzz形式のUUCPスタイルのロックが可能で
す。

注 –ダイアルアウトマシンが /etc/ppp/optionsファイルを持たない場合
は、スーパーユーザーだけが pppdコマンドを実行できます。ただ
し、/etc/ppp/optionsは空でもかまいません。

/etc/ppp/optionsについては、119ページの「/etc/ppp/options構成ファイル」を参
照してください。

(省略可能)特定のシリアルポートから通信を起動する方法を定義するため
に、/etc/ppp/options.ttynameと呼ばれるファイルを作成します。
次の例は、デバイス名として /dev/cua/aを持つポートの /etc/ppp/options.ttyname
ファイルを示しています。

# cat /etc/ppp/options.cua.a

crtscts

PPPオプション crtsctsは、pppdデーモンに、シリアルポート aのハードウェアフ
ロー制御をオンにするように指示します。

/etc/ppp/options.ttynameファイルについては、121ページの「 /etc/ppp/options.
ttyname構成ファイル」を参照してください。

モデム速度を 62ページの「モデム速度を設定する方法」で説明しているとおりに設
定します。
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▼ ピアを呼び出すための命令群を作成する方法
ダイアルアウトマシンが PPPリンクを開始する前に、ピアになるダイアルイン
サーバーの情報を収集する必要があります。情報を収集したら、この情報を使用し
て chatスクリプトを作成します。chatスクリプトには、ダイアルアウトマシンとピ
ア間の実際の対話を記述します。

ダイアルアウトマシンのモデムの実行速度を決定します。

詳細は、127ページの「ダイアルアップリンクのモデム速度の構成」を参照してくだ
さい。

ダイアルインサーバーのサイトから次の情報を入手します。

■ サーバーの電話番号
■ 必要な場合、使用している認証プロトコル
■ chatスクリプトでピアが必要とするログインシーケンス

ダイアルインサーバーサイトのネームサーバーの名前と IPアドレスを入手します。

chatスクリプトに、特定ピアへの呼び出しを開始するための命令群を指定します。
たとえば、次の chatスクリプト (/etc/ppp/mychat)を作成して、ダイアルイン
サーバー (myserver)を呼び出します。
SAY "Calling the peer\n"

TIMEOUT 10

ABORT BUSY

ABORT ’NO CARRIER’

ABORT ERROR

REPORT CONNECT

"" AT&F1&M5S2=255

TIMEOUT 60

OK ATDT1-123-555-1234

CONNECT \c

SAY "Connected; logging in.\n"
TIMEOUT 5

ogin:--ogin: pppuser

TIMEOUT 20

ABORT ’ogin incorrect’

ssword: \qmypassword

"% " \c

SAY "Logged in. Starting PPP on peer system.\n"
ABORT ’not found’

"" "exec pppd"
~ \c

スクリプトには、ログインシーケンスを必要とするOracle Solarisダイアルイン
サーバーを呼び出すための命令群が含まれています。各命令については、132ページ
の「UNIX方式ログイン用に拡張された基本の chatスクリプト」を参照してくださ
い。chatスクリプトの作成については、127ページの「ダイアルアップリンクでの会
話の定義」を参照してください。
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注 – chatスクリプトを直接呼び出さないでください。chatコマンドの引数に chatスク
リプトのファイル名を指定して、スクリプトを呼び出します。

ピアがOracle Solarisまたは類似のオペレーティングシステムを実行する場合は、ダ
イアルアウトマシンのテンプレートとして前述の chatスクリプトの利用をお薦めし
ます。

▼ 個々のピアとの接続を定義する方法
ダイアルアウトマシン上で管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

DNSおよびネームサービススイッチサービスのリポジトリ情報を更新します。
# svccfg

svc:> select network/dns/client

svc:/network/dns/client> setprop config/domain = astring: "bigcompany.com"

svc:/network/dns/client> setprop config/nameserver = net_address: "10.10.111.15"

svc:/network/dns/client> addpropval config/nameserver "10.10.130.8"

svc:/network/dns/client> select network/dns/client:default

svc:/network/dns/client:default > refresh

svc:/network/dns/client:default > validate

svc:/network/dns/client:default > select system/name-service/switch

svc:/system/name-service/switch > setprop config/host = astring: "files dns"

svc:/system/name-service/switch:default > select system/name-service/switch:default

svc:/system/name-service/switch:default > refresh

svc:/system/name-service/switch:default > validate

# svcadm enable network/dns/client

# svcadm refresh system/name-service/switch

ピア用のファイルを作成します。
たとえば、次のファイルを作成して、ダイアルインサーバー (myserver)を定義しま
す。
# cat /etc/ppp/peers/myserver

/dev/cua/a

57600

noipdefault

defaultroute

idle 120

noauth

connect "chat -U ’mypassword’ -T 1-123-555-1213 -f /etc/ppp/mychat"

/dev/cua/a
myserverを呼び出すためのシリアルインタフェースとして、デバイス
(/dev/cua/a)を使用する必要があることを示す

57600
リンクの速度を定義する
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noipdefault
ピア (myserver)のトランザクションでは、ダイアルアウトマシンは最初に 0.0.0.0
の IPアドレスを持つことを示す。myserverは、すべてのダイアルアップ
セッションのダイアルアウトマシンに IPアドレスを割り当てる

idle 120
120秒のアイドル時間が経過するとリンクがタイムアウトになることを示す

noauth
ダイアルアウトマシンとの接続をネゴシエートするとき、ピア (myserver)は認証
資格を提供する必要がないことを示す

connect "chat -U 'mypassword' -T 1-123-555-1213 -f /etc/ppp/mychat"
connectオプションとその引数を示す。引数には、ピアの電話番号、呼び出しの命
令群を持つ chatスクリプト (/etc/ppp/mychat)などが指定されている

関連情報の参照先は次のとおりです。

■ 別のダイアルアウトマシンを構成する手順については、56ページの「モデムとシ
リアルポートの構成方法 (ダイアルアウトマシン)」を参照

■ 別のコンピュータにダイアルアウトすることでモデムの接続性をテストする手順
については、cu(1C)と tip(1)のマニュアルページを参照。これらのユーティリ
ティーを使用すると、モデムが正しく構成されているかをテストできる。ま
た、別のマシンとの接続が確立できるかもテストできる

■ 構成ファイルとオプションの詳細については、115ページの「ファイルおよびコ
マンド行での PPPオプションの使用」を参照

■ ダイアルインサーバーの構成手順については、61ページの「ダイアルイン
サーバーにデバイスを構成する」を参照

ダイアルインサーバーの構成
このセクションのタスクでは、ダイアルインサーバーを構成します。ダイアルイン
サーバーは、ダイアルアウトマシンからの呼び出しを PPPリンクを介して受信する
ピアマシンです。タスクでは、図 2–1で紹介したダイアルインサーバー myserverの
構成方法を示します。

参照
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ダイアルインサーバーの構成タスク (タスク
マップ)

表 3–3 ダイアルインサーバーの設定 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

1.構成前の情報を収集す
る

リンクを設定する前に、ピアのホスト
名、ターゲットの電話番号、モデムの
速度など必要なデータを集める

38ページの「ダイアルアップ PPPリンクの計画」

2.モデムとシリアル
ポートを構成する

モデムとシリアルポートを設定する 61ページの「モデムとシリアルポートの構成方法
(ダイアルインサーバー)」

3.ピア情報の呼び出しを
構成する

ダイアルインサーバーへの呼び出しが
許可されているすべてのダイアルアウ
トマシンにユーザー環境と PPPオプ
ションを設定する

63ページの「ダイアルインサーバーのユーザーを
構成する方法」

4.シリアル回線通信を構
成する

シリアル回線上の伝送特性を構成する 64ページの「シリアル回線を介した通信を定義す
る方法 (ダイアルインサーバー)」

ダイアルインサーバーにデバイスを構成する
次の手順では、モデムとシリアルポートをダイアルインサーバーに構成する方法に
ついて説明します。

手順を実行する前に、ピアであるダイアルインサーバー上で次の作業を終了してお
く必要があります。

■ Oracle Solarisリリースをインストールする
■ モデムの最適速度を決定する
■ 使用するシリアルポートの決定

▼ モデムとシリアルポートの構成方法 (ダイアルイ
ンサーバー)

モデムの製造元が発行するドキュメントに従ってモデムのプログラムを作成しま
す。

ほかのヒントについては、56ページの「モデムとシリアルポートの構成方法 (ダイア
ルアウトマシン)」を参照してください。

モデムをダイアルインサーバー上のシリアルポートに接続します。
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ダイアルインサーバー上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

モデム方向を「着信専用」として指定します。

▼ モデム速度を設定する方法
次の手順では、ダイアルインサーバーのモデム速度を設定する方法について説明し
ます。Sun Microsystemsのコンピュータを使用する際のモデム速度に関するヒントに
ついては、127ページの「ダイアルアップリンクのモデム速度の構成」を参照してく
ださい。

ダイアルインサーバーにログインします。

tipコマンドを使用して、モデムにアクセスします。

tipによるモデム速度の設定については、tip(1)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

固定DTEレートでモデムを構成します。

ttymonを使用してシリアルポートをそのレートに固定します。

関連情報の参照先は次のとおりです。
■ 61ページの「モデムとシリアルポートの構成方法 (ダイアルインサーバー)」
■ 63ページの「ダイアルインサーバーのユーザーを構成する方法」

ダイアルインサーバーのユーザーを設定する
ダイアルインサーバーの設定プロセスでは、既知の各リモート呼び出し側に関する
情報を構成する必要があります。

このセクションの手順を開始する前に、次の作業を終了しておく必要があります。

■ リモートダイアルアウトマシンからログインが許されているすべてのユーザーの
UNIXユーザー名を入手する

■ 61ページの「モデムとシリアルポートの構成方法 (ダイアルインサーバー)」で説
明しているとおりに、モデムとシリアル回線を設定する

■ IPアドレスを専用化して、リモートユーザーからの着呼に割り当てる。呼び出し
側の数がダイアルインサーバー上のモデムとシリアルポートの数を超える可能性
がある場合、着呼専用の IPアドレスの作成を検討する。専用 IPアドレスについ
ては、144ページの「呼び出し元の IPアドレス指定スキームの作成」を参照
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▼ ダイアルインサーバーのユーザーを構成する方法

ダイアルインサーバー上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

各リモートPPPユーザーに対して、ダイアルインサーバー上で新しいアカウントを
作成します。

新しいユーザーを作成する手順については、『Oracle Solaris 11.1のユーザーアカウン
トとユーザー環境の管理』の「CLIを使用したユーザーアカウントの設定と管理 (タ
スクマップ)」を参照してください。

各呼び出し側に対して、$HOME/.ppprcファイルを作成します。このファイルに
は、ユーザーのPPPセッションに固有のさまざまなオプションが格納されていま
す。

たとえば、pppuserに対して、次の .ppprcファイルを作成します。

# cat /export/home/pppuser/.ppprc

noccp

noccpは、リンク上で圧縮制御をオフにします。

関連情報の参照先は次のとおりです。

■ 63ページの「ダイアルインサーバーのユーザーを構成する方法」
■ 64ページの「シリアル回線を介した通信を定義する方法 (ダイアルイン
サーバー)」

ダイアルインサーバーを介した通信を構成する
次のタスクは、ダイアルインサーバーが任意のダイアルアウトマシンと通信を開始
できるようにする方法を示します。通信がどのように確立されるかは、次の PPP構
成ファイルで定義されているオプションに基づいて決まります。

■ /etc/ppp/options

■ /etc/ppp/options.ttyname

これらのファイルについては、115ページの「ファイルおよびコマンド行での PPPオ
プションの使用」を参照してください。
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先に進む前に、次の作業を終了しておく必要があります。

■ 61ページの「モデムとシリアルポートの構成方法 (ダイアルインサーバー)」で説
明しているとおりに、ダイアルインサーバーにシリアルポートとモデムを構成す
る

■ 63ページの「ダイアルインサーバーのユーザーを構成する方法」で説明している
とおりに、ダイアルインサーバーの予想されるユーザー情報を構成する

▼ シリアル回線を介した通信を定義する方法 (ダイ
アルインサーバー)

ダイアルインサーバー上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

次の引数を指定して、/etc/ppp/optionsファイルを作成します。
nodefaultroute

nodefaultrouteは、ローカルシステム上の pppdセッションが、root権限がないとデ
フォルトの経路を確立できないことを示します。

注 –ダイアルインサーバーが /etc/ppp/optionsファイルを持たない場合
は、スーパーユーザーだけが pppdコマンドを実行できます。ただ
し、/etc/ppp/optionsファイルは空でもかまいません。

/etc/options. ttynameファイルを作成して、シリアルポート (ttyname)を介して受信
される呼び出しの制御方法を定義します。

次の /etc/options.ttyaファイルでは、ダイアルインサーバーのシリアルポート
(/dev/ttya)が着呼を制御する方法を定義しています。
:10.0.0.80

xonxoff

:10.0.0.80 シリアルポート (ttya)を介して呼び出しているすべてのピアに IPア
ドレス (10.0.0.80)を割り当てる

xonxoff ソフトウェアのフロー制御を有効にすることで、シリアル回線はモデ
ムからの通信を制御できる

この章のすべての手順を実行すると、ダイアルアップリンクの構成が完成しま
す。関連情報の参照先は次のとおりです。
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■ 別のコンピュータにダイアルアウトすることでモデムの接続性をテストする手順
については、cu(1C)と tip(1)のマニュアルページを参照。これらのユーティリ
ティーを使用すると、モデムが正しく構成されているかをテストできる。ま
た、別のマシンとの接続が確立できるかもテストできる

■ ダイアルインサーバーのオプションを追加して構成する手順については、
60ページの「ダイアルインサーバーの構成」

■ ダイアルアウトマシンを追加して構成する手順については、54ページの「ダイア
ルアウトマシンの構成」

■ リモートマシンがダイアルインサーバーを呼び出す手順については、65ページ
の「ダイアルインサーバーの呼び出し」

ダイアルインサーバーの呼び出し
ダイアルアウトマシンがダイアルインサーバーを呼び出すことで、ダイアルアップ
PPPリンクを確立します。ローカルの PPP構成ファイルに demandオプションを指定
することで、ダイアルアウトマシンがサーバーを呼び出すように指示できます。リ
ンクの確立でもっとも一般的な方法は、ユーザーがダイアルアウトマシン上で pppd

コマンドを実行することです。

次のタスクに進む前に、次のどちらかの作業か両方の作業を終了しておく必要があ
ります。

■ 54ページの「ダイアルアウトマシンの構成」で説明しているとおりに、ダイアル
アウトマシンを設定する

■ 60ページの「ダイアルインサーバーの構成」で説明しているとおりに、ダイアル
インサーバーを設定する

▼ ダイアルインサーバーの呼び出し方法
rootではなく、通常のユーザーアカウントを使用して、ダイアルアウトマシンにロ
グインします。

pppdコマンドを実行して、ダイアルインサーバーを呼び出します。

たとえば、次のコマンドは、ダイアルアウトマシンとダイアルインサーバー
(myserver)間のリンクを開始します。
% pppd 57600 call myserver

pppd pppdデーモンを呼び出すことで呼び出しを開始する

57600 ホストとモデム間の回線速度を設定する
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call myserver pppdの callオプションを呼び出して、59ページの「個々のピアと
の接続を定義する方法」で作成された /etc/ppp/peers/myserver

ファイルのオプション群を読み取る

サーバーのネットワーク上にあるホスト (たとえば図 2–1に示されている lindyhopホ
ストなど)にアクセスします。
ping lindyhop

リンクが正しく動作しない場合、第 7章「一般的な PPP問題の解決 (タスク)」を参照
してください。

PPPセッションを終了します。
% pkill -x pppd

この章のすべての手順を実行すると、ダイアルアップリンクの構成が完成しま
す。関連情報の参照先は次のとおりです。
■ ユーザーがダイアルアウトマシン上で作業を開始する手順については、65ページ
の「ダイアルインサーバーの呼び出し方法」

■ リンク上の問題を修正する手順については、第 7章「一般的な PPP問題の解決
(タスク)」

■ この章で使用するファイルとオプションについてさらに学習するときは、115
ページの「ファイルおよびコマンド行での PPPオプションの使用」
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専用回線 PPPリンクの設定 (タスク)

この章では、専用回線を使用した、ピア間での PPPリンクを構成する方法について
説明します。主なセクションでは次の内容について説明します。

■ 68ページの「専用回線上の同期デバイスの構成」
■ 69ページの「専用回線上のマシンの構成」

専用回線の設定 (タスクマップ)
専用回線リンクの設定は、ダイアルアップリンクのそれに比べて、比較的簡単で
す。ほとんどの場合、CSU/DSU、ダイアルサービス、または認証を構成する必要は
ありません。CSU/DSUの構成は複雑なので、これを構成する必要がある場合は、製
造元のドキュメントを参照してください。

次の表のタスクマップでは、基本的な専用回線リンクの設定に必要なタスクについ
て説明しています。

注 –専用回線の中には、対するピアのアドレスを「ダイアル」するために、CSU/DSU
を必要とするものもあります。たとえば、SVC (Switched Virtual Circuit)や Switched 56
サービスを使用するフレームリレーなどがあります。

表 4–1 専用回線リンクの設定 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

1.構成前の情報を収集す
る

接続の設定に必要な情報を収集する 42ページの「専用回線のために収集する情報」

2.専用回線への接続に使
用するハードウェアを設
定する

CSU/DSUおよび同期インタフェース
カードを取り付ける

68ページの「同期デバイスの構成方法」
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表 4–1 専用回線リンクの設定 (タスクマップ) (続き)
タスク 説明 参照先

3.必要に応じて、インタ
フェースカードを構成す
る

専用回線への接続を開始する際に使用
するインタフェーススクリプトを構成
する

68ページの「同期デバイスの構成方法」

4.リモートピアに関する
情報に基づいて構成する

ローカルマシンとリモートピア間の通
信方法を定義する

70ページの「専用回線上のマシンの構成方法」

5.専用回線への接続を開
始する

ブートプロセスの一部として、PPPが
専用回線を介して開始されるようにマ
シンを構成する

70ページの「専用回線上のマシンの構成方法」

専用回線上の同期デバイスの構成
このセクションのタスクでは、専用回線のトポロジに必要な機器を構成する方法に
ついて説明します。専用回線のトポロジについては、42ページの「専用回線リンク
の構成例」で紹介しています。専用回線への接続に必要な同期デバイスには、イン
タフェースとモデムが含まれています。

同期デバイスを設定する際の前提条件
次の手順に従う前に、下記の項目を確認する必要があります。

■ プロバイダによって設置された専用回線が動作していること
■ 同期装置 (CSU/DSU)
■ Oracle Solarisリリースがシステムにインストールされている
■ システムに必要な同期インタフェースカード

▼ 同期デバイスの構成方法
必要に応じて、インタフェースカードをローカルマシンに取り付けます。

製造元のドキュメントの手順に従います。

CSU/DSUとインタフェースをケーブルで接続します。
必要に応じて、CSU/DSUと専用回線のジャックまたは同等のコネクタをケーブルで
接続します。

製造元またはネットワークプロバイダのドキュメントの手順に従って、CSU/DSUを構
成します。

1
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注 –専用回線を貸し出しているプロバイダが、接続用のCSU/DSUを提供および構成
する場合もあります。

必要に応じて、インタフェースのドキュメントの手順に従って、インタフェース
カードを構成します。

インタフェースカードの構成時に、インタフェースの起動スクリプトを作成しま
す。図 2–2に示す専用回線構成では、LocalCorpにあるルーターは、HSI/Pインタ
フェースカードを使用します。

次のスクリプト hsi-confによって、HSI/Pインタフェースが開始されます。
#!/bin/ksh

/opt/SUNWconn/bin/hsip_init hihp1 speed=1536000 mode=fdx loopback=no \

nrzi=no txc=txc rxc=rxc txd=txd rxd=rxd signal=no 2>&1 > /dev/null

hihp1 使用されている同期ポートがHSI/Pであることを示す

speed=1536000 CSU/DSUの速度を示すために設定する

専用回線上のローカルマシンの構成手順については、70ページの「専用回線上のマ
シンの構成方法」を参照してください。

専用回線上のマシンの構成
このセクションのタスクでは、ルーターを専用回線の終端でローカルピアとして機
能するように設定する方法について説明します。ここでは、42ページの「専用回線
リンクの構成例」で紹介した専用回線を例として使用します。

専用回線上のローカルマシンを構成する際の前提
条件
以降の手順を実行する前に、次の作業を終了しておく必要があります。

■ 68ページの「専用回線上の同期デバイスの構成」の説明に従って、接続に使用す
る同期デバイスをセットアップおよび構成する

■ 専用回線上のローカルマシンのスーパーユーザーパスワードを取得する
■ ローカルマシンがネットワークのルーターとして動作し、専用回線プロバイダの
サービスを使用するように設定する

4
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▼ 専用回線上のマシンの構成方法
ローカルマシン (ルーター)上で管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

リモートピア用のエントリをルーターの /etc/hostsファイルに追加します。
# cat /etc/hosts

#

# Internet host table

#

127.0.0.1 localhost

192.168.130.10 local2-peer loghost

192.168.130.11 local1-net

10.0.0.25 farISP

/etc/hostsの例は、架空の LocalCorpのローカルルーター用のファイルです。サービ
スプロバイダのリモートピア farISPの IPアドレスおよびホスト名をメモしておきま
す。

プロバイダのピアに関する情報を保持する /etc/ppp/peers/peer-nameファイルを作成
します。

この例の専用回線への接続用に、/etc/ppp/peers/farISPファイルを作成します。
# cat /etc/ppp/peers/farISP

init ’/etc/ppp/conf_hsi’

local

/dev/hihp1

sync

noauth

192.168.130.10:10.0.0.25

passive

persist

noccp

nopcomp

novj

noaccomp

次の表では、/etc/ppp/peers/farISPで使用されているオプションおよびパラメータ
について説明しています。

オプション 定義

init ’/etc/ppp/conf_hsi’ 接続を開始する。次に、initはスクリプト /etc/ppp/conf_hsiのパラ
メータを使用して、HSIインタフェースを構成する

local データ端末レディー (DTR)信号の状態を変更しないように、pppdデーモン
に指示する。また、データキャリア検出 (DCD)入力信号を無視することも
pppdに指示する

1
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オプション 定義

/dev/hihp1 同期インタフェースのデバイス名を指定する

sync 接続の同期エンコーディングを確立する

noauth ローカルシステムがピアに認証を要求する必要がないように設定する。た
だし、ピアは認証を要求することができる

192.168.130.10:10.0.0.25 ローカルピアおよびリモートピアの IPアドレスをコロンで区切って定義
する

passive 最大数の LCP Configure-Requestを発行したら、ピアが起動するまで待機す
るように、ローカルマシンの pppdデーモンに指示する

persist 接続が解除されたあとでもう一度接続を開始するように、pppdデーモンに
指示する

noccp、nopcomp、novj、noaccomp CCP (Compression Control Protocol)、プロトコルフィールドの圧縮、Van
Jacobson圧縮、およびアドレスとコントロールフィールドの圧縮をそれぞ
れ無効にする。これらの圧縮形式を使用すると、ダイアルアップリンクで
の伝送速度は速くなるが、専用回線での伝送速度は遅くなる可能性がある

demandという初期設定スクリプトを作成します。こうすると、ブートプロセスの一
部としてPPPリンクが開始されます。
# cat /etc/ppp/demand

#!/bin/sh

if [ -f /system/volatile/ppp-demand.pid ] &&

/usr/bin/kill -s 0 ‘/bin/cat /system/volatile/ppp-demand.pid‘
then

:

else

/usr/bin/pppd call farISP

fi

demandスクリプトには、専用回線リンクを確立するための pppdコマンドが含まれて
います。次の表では、$PPPDIR/demandの内容について説明しています。

コーディング例 意味

if [ -f /system/volatile/ppp-demand.pid ] && /usr/bin/kill -s 0

‘/bin/cat /system/volatile/ppp-demand.pid‘
これらの行は、pppdが動作しているかどうか
を確認する。pppdが動作している場合は、起
動する必要はない

/usr/bin/pppd call farISP この行は、pppdを起動する。pppd

は、/etc/ppp/optionsからオプションを読み
取る。 call farISPオプションをコマンド行で
指定すると、/etc/ppp/peers/farISPも読み取
る

4
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Solaris PPP 4.0の起動スクリプト /etc/rc2.d/S47pppdによって、demandスクリプトが
ブートプロセスの一部として呼び出されます。/etc/rc2.dS47pppdにある次の行
は、$PPPDIR/demandというファイルが存在するかどうかを調べます。

if [ -f $PPPDIR/demand ]; then

. $PPPDIR/demand

fi

$PPPDIR/demandが検出された場合は、それが実行されます。$PPPDIR/demandの一連
の処理の実行中に、接続が確立されます。

注 –ローカルネットワークの外部にあるマシンにアクセスするために
は、ユーザーに、telnet、ftp、rsh、または同様のコマンドを実行させます。

この章のすべての手順を実行すると、専用回線接続の構成が完了します。関連情報
の参照先は次のとおりです。
■ トラブルシューティングの情報については、113ページの「専用回線の問題の解
決」

■ この章で使用するファイルとオプションについてさらに学習するときは、115
ページの「ファイルおよびコマンド行での PPPオプションの使用」

参照
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PPP認証の設定 (タスク)

この章では、PPP認証の設定タスクについて説明します。ここでは、次の内容を説
明します。

■ 74ページの「PAP認証の構成」
■ 81ページの「CHAP認証の構成」

ここでは、ダイアルアップリンクに認証を実装する方法について説明していま
す。これは、ダイアルアップリンクの方が、専用回線リンクよりも認証を構成する
ことが多いためです。企業のセキュリティーポリシーにより認証が必要な場合に
は、専用回線に認証を構成することもできます。専用回線に認証を設定する場合
は、この章のタスクをガイドラインとして参照してください。

PPP認証を使用する場合で、どのプロトコルを使用したらいいのかわからないとき
には、33ページの「PPP認証を使用する理由」を参照してください。PPP認証の詳
細は、pppd(1M)のマニュアルページおよび 138ページの「接続時の呼び出し元の認
証」を参照してください。

PPP認証の構成 (タスクマップ)
次のタスクマップに、PPP認証に関連する作業を示します。

表 5–1 一般的なPPP認証 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

PAP認証を構成する ダイアルインサーバーおよびダイアルアウトマ
シン上で PAP認証を可能にするための手順を
使用する

74ページの「PAP認証の設定 (タスク
マップ)」

CHAP認証を構成する ダイアルインサーバーおよびダイアルアウトマ
シン上でCHAP認証を可能にするための手順を
使用する

82ページの「CHAP認証の設定 (タスク
マップ)」
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PAP認証の構成
このセクションでは、パスワード認証プロトコル (PAP)を使用して、PPPリンクに認
証を実装する方法について説明します。ここでは、45ページの「PPPの認証構成
例」の例を使用して、ダイアルアップリンクで PAPを動作させる方法について説明
します。PAP認証を実装する場合は、この手順を基準として使用してください。

以降の手順を実行する前に、次の作業を終了しておく必要があります。

■ ダイアルインサーバーと信頼できる呼び出し元が所有するダイアルアウトマシン
間で、ダイアルアップリンクを設定しテストします。

■ ダイアルインサーバーでの認証に備えて、LDAP、NIS、またはローカルファイル
などでネットワークパスワードデータベースを管理しているマシンに対する
スーパーユーザーとしてのアクセス権を取得することが理想的です。

■ ローカルマシン、およびダイアルインサーバーまたはダイアルアウトマシンに対
するスーパーユーザーとしての権限を取得します。

PAP認証の設定 (タスクマップ)
次のタスクマップに、ダイアルインサーバーおよびダイアルアウトマシン上の信頼
できる呼び出し元に対して実行する PAP関連のタスクを示します。

表 5–2 PAP認証についてのタスクマップ (ダイアルインサーバー)

タスク 説明 参照先

1.構成前の情報を収集する ユーザー名など、認証に必要なデータを
収集する

44ページの「リンクへの認証計画」

2.必要に応じて、パスワード
データベースを更新する

候補となるすべての呼び出し元
が、サーバーのパスワードデータベース
に含まれていることを確認する

75ページの「PAP資格データベースの作
成方法 (ダイアルインサーバー)」

3. PAPデータベースを作成する 将来接続する可能性のあるすべての呼び
出し元のセキュリティー資格を
/etc/ppp/pap-secretsに作成する

75ページの「PAP資格データベースの作
成方法 (ダイアルインサーバー)」

4. PPPの構成ファイルを変更す
る

PAP特有のオプションを
/etc/ppp/optionsおよび
/etc/ppp/peers/peer-nameファイルに追加
する

77ページの「PPP構成ファイルに PAPサ
ポートを追加する方法 (ダイアルイン
サーバー)」

PAP認証の構成

Oracle Solaris 11.1でのUUCPおよび PPPを使用したシリアルネットワークの管理 • 2012年 10月74



表 5–3 PAP認証についてのタスクマップ (ダイアルアウトマシン)

タスク 説明 参照先

1.構成前の情報を収集する ユーザー名など、認証に必要なデータを
収集する

44ページの「リンクへの認証計画」

2.信頼できる呼び出し元のマシ
ン用の PAPデータベースを作
成する

信頼できる呼び出し元のセキュリ
ティー資格と、必要であれば、ダイアル
アウトマシンを呼び出すほかの
ユーザーのセキュリティー資格を
/etc/ppp/pap-secretsに作成する

78ページの「信頼できる呼び出し元に
PAP認証資格を構成する方法」

3. PPPの構成ファイルを変更す
る

PAP特有のオプションを
/etc/ppp/optionsおよび
/etc/ppp/peers/peer-nameファイルに追加
する

80ページの「PPP構成ファイルに PAPサ
ポートを追加する方法 (ダイアルアウトマ
シン)」

ダイアルインサーバーにPAP認証を構成する
PAP認証を設定するには、次の手順に従う必要があります。

■ PAP資格データベースを作成します。
■ PAPをサポートするように PPP構成ファイルを変更します。

▼ PAP資格データベースの作成方法 (ダイアルイン
サーバー)
ここでは、/etc/ppp/pap-secretsファイルを変更します。このファイルには、接続時
に呼び出し元の認証に使用する PAPセキュリティー資格が含まれています。PPPリ
ンクを行う両方のマシンに /etc/ppp/pap-secretsが必要です。

図 2–3で紹介した PAP構成のサンプルでは、PAPの loginオプションが使用されてい
ます。このオプションを使用する場合は、ネットワークのパスワードデータベース
も更新する必要がある可能性があります。loginオプションの詳細については、141
ページの「/etc/ppp/pap-secretsでの loginオプションの使用」を参照してくださ
い。

候補となる信頼できるすべての呼び出し元のリストを作成します。信頼できる呼び
出し元とは、自分のリモートマシンからダイアルインサーバーを呼び出す権限を与
えられているユーザーです。

ダイアルインサーバーのパスワードデータベースに、信頼できる呼び出し元全員の
UNIXユーザー名およびパスワードがあることを確認します。

1
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注 –この確認は、このPAP構成のサンプルにとって重要です。このサンプルでは、呼
び出し元の認証に、PAPの loginオプションを使用しています。PAPに loginを実装
しない場合は、呼び出し元の PAPユーザー名がUNIXユーザー名と一致する必要は
ありません。標準の /etc/ppp/pap-secretsについては、138ページ
の「/etc/ppp/pap-secretsファイル」を参照してください。

候補となる信頼できる呼び出し元にUNIX名とパスワードがない場合は、次の手順
に従います。

a. 呼び出し元に関する情報がない場合は、呼び出し元がダイアルインサーバーへの
アクセス権を持っているかどうかをその呼び出し元の管理者に確認します。

b. 企業のセキュリティーポリシーによって指定される方法で、これらの呼び出し元
にUNIXユーザー名およびパスワードを作成します。

ダイアルインサーバー上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

/etc/ppp/pap-secretsファイルを編集します。

このリリースは、/etc/pppの pap-secretsファイルを提供します。このファイルに
は、PAP認証の使用方法についてのコメントが含まれていますが、オプションは含
まれていません。コメントの最後に、次のオプションを追加することができます。

user1 myserver "" *

user2 myserver "" *

myserver user2 serverpass *

/etc/ppp/pap-secretsの loginオプションを使用するには、信頼できる呼び出し元の
UNIX名をすべて入力する必要があります。3番目のフィールドのどこに二重引用符
(““)が記述されても、呼び出し元のパスワードは、サーバーのパスワードデータ
ベースで参照できます。

エントリ myserver * serverpass *には、ダイアルインサーバー用の PAPユーザー名
およびパスワードが含まれています。図 2–3では、信頼できる呼び出し元である
user2は、リモートピアに認証を要求します。そのため、myserverの
/etc/ppp/pap-secretsファイルには、user2との接続が確立される場合に使用する
PAP資格が含まれています。

関連情報の参照先は次のとおりです。

■ 77ページの「PPP構成ファイルを PAP用に変更する (ダイアルインサーバー)」
■ 78ページの「信頼できる呼び出し元の PAP認証の構成 (ダイアルアウトマシ
ン)」
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PPP構成ファイルをPAP用に変更する (ダイアルイ
ンサーバー)
このセクションのタスクでは、ダイアルインサーバーで PAP認証をサポートするよ
うに、既存の PPP構成ファイルを更新する方法について説明します。

▼ PPP構成ファイルにPAPサポートを追加する方法
(ダイアルインサーバー)
ここでは、64ページの「シリアル回線を介した通信を定義する方法 (ダイアルイン
サーバー)」で紹介した PPP構成ファイルを例として使用します。

ダイアルインサーバー上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

認証オプションを /etc/ppp/optionsファイルに追加します。

たとえば、既存の /etc/ppp/optionsファイルに、次の太字のオプションを追加する
と、PAP認証を実装できます。
lock

auth

login

nodefaultroute

proxyarp

ms-dns 10.0.0.1

idle 120

auth 接続を確立する前に、サーバーが呼び出し元を認証する必要があ
ることを示す

login リモート呼び出し元が、標準的なUNIXユーザー認証サービスを
使用して認証されることを示す

nodefaultroute ローカルシステム上の pppdセッションが root権限がないとデ
フォルトの経路を確立できないことを示す

proxyarp ピアの IPアドレスやシステムの Ethernetアドレスを指定するシス
テムのアドレス解決プロトコル (ARP)テーブルにエントリを追加
する。このオプションを使用すると、ピアは、ほかのシステムの
ローカル Ethernet上にあるように見える

ms-dns 10.0.0.1 pppdがクライアントにドメインネームサーバー (DNS)アドレス
10.0.0.1を与えることができるようにする

idle 120 2分後にアイドルユーザーの接続が切断されることを示す
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/etc/ppp/options.cua.aファイルに、cua/aユーザーの次のアドレスを追加します。
:10.0.0.2

/etc/ppp/options.cua.bファイルに、cua/bユーザーの次のアドレスを追加します。
:10.0.0.3

/etc/ppp/pap-secretsファイルに、次のエントリを追加します。
* * "" *

注 –前述したように、loginオプションは、必要なユーザー認証を与えま
す。/etc/ppp/pap-secretsファイルのこのエントリは、loginオプションを使用して
PAPを可能にする標準的な方法です。

ダイアルインサーバーの信頼できる呼び出し元の PAP認証資格を構成する手順につ
いては、78ページの「信頼できる呼び出し元の PAP認証の構成 (ダイアルアウトマシ
ン)」を参照してください。

信頼できる呼び出し元のPAP認証の構成 (ダイア
ルアウトマシン)
このセクションでは、信頼できる呼び出し元のダイアルアウトマシンで、PAP認証
を設定する手順について説明します。システム管理者は、システムで PAP認証を設
定し、それらを将来接続する可能性のある呼び出し元に配布することができま
す。また、リモート呼び出し元にすでにマシンがある場合は、このセクションのタ
スクを指示することもできます。

信頼できる呼び出し元に PAPを構成するには、次の 2つのタスクを実行します。

■ 呼び出し元の PAPセキュリティー資格を構成します。
■ 呼び出し元のダイアルアウトマシンが PAP認証をサポートするように構成しま
す。

▼ 信頼できる呼び出し元にPAP認証資格を構成する
方法
ここでは、2つの信頼できる呼び出し元の PAP資格を設定する方法について説明しま
す。これらのうちの 1つは、リモートピアに認証資格を要求します。この手順で
は、システム管理者が、信頼できる呼び出し元のダイアルアウトマシンで PAP資格
を作成することを前提にしています。
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ダイアルアウトマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

図 2–3で紹介した PAP構成のサンプルを使用して、user1がダイアルアウトマシンを
所有しているとします。

呼び出し元のpap-secretsデータベースを変更します。
このリリースは、/etc/ppp/pap-secretsファイルを提供します。このファイルに
は、役立つコメントが含まれていますが、オプションは含まれていません。次のオ
プションをこの /etc/ppp/pap-secretsファイルに追加できます。
user1 myserver pass1 *

user1のパスワードである pass1は、接続を通して、読み取り可能なASCII形式にな
ることに注意してください。myserverは、呼び出し元 user1がピアで使用する名前で
す。

ダイアルアウトマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

PAP認証の例では、呼び出し元 user2がこのダイアルアウトマシンを所有していま
す。

呼び出し元のpap-secretsデータベースを変更します。
次のオプションを既存の /etc/ppp/pap-secretsファイルの終わりに追加できます。
user2 myserver pass2 *

myserver user2 serverpass *

この例では、/etc/ppp/pap-secretsに 2つのエントリがあります。最初のエントリに
は、user2が認証のためにダイアルインサーバー myserverに渡す PAPセキュリ
ティー資格が含まれています。

user2は、接続のネゴシエーションの一部として、ダイアルインサーバーに PAP資格
を要求します。そのため、/etc/ppp/pap-secretsの 2つ目の行に、myserverに要求さ
れる PAP資格も含まれています。

注 –ほとんどの ISPは認証資格を提供しないため、ここで検討しているシナリオ
は、ISPとの通信に関しては現実的ではありません。

関連情報の参照先は次のとおりです。
■ 75ページの「PAP資格データベースの作成方法 (ダイアルインサーバー)」
■ 78ページの「信頼できる呼び出し元に PAP認証資格を構成する方法」
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PPP構成ファイルをPAP用に変更する (ダイアルア
ウトマシン)
次のタスクは、信頼できる呼び出し元のダイアルアウトマシンで PAP認証をサ
ポートするように、既存の PPP構成ファイルを更新する方法について説明します。

この手順では、次のパラメータを使用して、図 2–3で紹介した user2が所有するダイ
アルアウトマシン上で、PAP認証を構成します。user2は、ダイアルイン myserverか
らの呼び出しを含む着信呼び出し元に、認証を要求します。

▼ PPP構成ファイルにPAPサポートを追加する方法
(ダイアルアウトマシン)
ここでは、57ページの「シリアル回線を介した通信を定義する方法」で紹介した
PPP構成ファイルを例として使用します。この手順では、図 2–3で示した user2が所
有するダイアルアウトマシンを構成します。

ダイアルアウトマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

/etc/ppp/optionsファイルを変更します。

次の /etc/ppp/optionsファイルには、太字で示した PAPサポート用のオプションが
含まれています。
# cat /etc/ppp/options

lock

name user2

auth

require-pap

name user2 user2をローカルマシン上のユーザーの PAP名として設定する。login

オプションを使用する場合は、PAP名はパスワードデータベースにあ
るそのユーザーのUNIXユーザー名と同じである必要がある

auth 接続を確立する前に、ダイアルアウトマシンが呼び出し元を認証する
必要があることを明示する

注 –ほとんどのダイアルアウトマシンはピアに対する認証要求を行い
ませんが、このダイアルアウトマシンはピアに認証を要求します。ど
ちらも可能です。

require-pap ピアに PAP資格を要求する
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リモートマシン myserver用の /etc/ppp/peers/peer-nameファイルを作成します。
次のサンプルは、59ページの「個々のピアとの接続を定義する方法」で作成した既
存の /etc/ppp/peers/myserverファイルに、PAPサポートを追加する方法を示してい
ます。
# cat /etc/ppp/peers/myserver

/dev/cua/a

57600

noipdefault

defaultroute

idle 120

user user2

remotename myserver

connect "chat -U ’mypassword’ -f /etc/ppp/mychat"

太字で示した新しいオプションは、ピア myserverに関する PAP要件を追加します。

user user2 user2をローカルマシンのユーザー名として定義する

remotename myserver myserverをローカルマシンに認証資格を要求するピアとして
定義する

関連情報の参照先は次のとおりです。
■ ダイアルインサーバーを呼び出して、PAP認証の設定をテストする手順について
は、65ページの「ダイアルインサーバーの呼び出し方法」

■ PAP認証の詳細を理解するときは、138ページの「パスワード認証プロトコル
(PAP)」

CHAP認証の構成
このセクションのタスクでは、チャレンジハンドシェーク認証プロトコル (CHAP)を
使用して、PPPリンクに認証を実装する方法について説明します。ここでは、図 2–4
の例を使用して、私設ネットワークへのダイアルアップでCHAPを動作させる方法
について説明します。CHAP認証を実装する場合は、この手順を基準として使用し
てください。

以降の手順を実行する前に、次の作業を終了しておく必要があります。

■ ダイアルインサーバーと信頼できる呼び出し元が所有するダイアルアウトマシン
間で、ダイアルアップリンクを設定しテストします。

■ ローカルマシン (ダイアルインサーバーまたはダイアルアウトマシン)に対する
スーパーユーザーとしてのアクセス権を取得します。
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CHAP認証の設定 (タスクマップ)

表 5–4 CHAP認証についてのタスクマップ (ダイアルインサーバー)

タスク 説明 参照先

1. CHAPシークレットをすべて
の信頼できる呼び出し元に割り
当てる

CHAPシークレットを作成する、または
呼び出し元に作成させる

83ページの「CHAP資格データベースの
作成方法 (ダイアルインサーバー)」

2. chap-secretsデータベースを
作成する

すべての信頼できる呼び出し元のセ
キュリティー資格を
/etc/ppp/chap-secretsファイルに追加す
る

83ページの「CHAP資格データベースの
作成方法 (ダイアルインサーバー)」

3. PPPの構成ファイルを変更す
る

CHAP特有のオプションを
/etc/ppp/optionsおよび
/etc/ppp/peers/peer-nameファイルに追加
する

84ページの「PPP構成ファイルにCHAP
サポートを追加する方法 (ダイアルイン
サーバー)」

表 5–5 CHAP認証についてのタスクマップ (ダイアルアウトマシン)

タスク 説明 参照先

1.信頼できる呼び出し元のマシ
ン用のCHAPデータベースを作
成する

信頼できる呼び出し元のセキュリ
ティー資格と、必要であれば、ダイアル
アウトマシンを呼び出すほかの
ユーザーのセキュリティー資格を
/etc/ppp/chap-secretsに作成する

83ページの「CHAP資格データベースの
作成方法 (ダイアルインサーバー)」

2. PPPの構成ファイルを変更す
る

CHAP特有のオプションを
/etc/ppp/optionsファイルに追加する

86ページの「PPP構成ファイルにCHAP
サポートを追加する方法 (ダイアルアウト
マシン)」

ダイアルインサーバーにCHAP認証を構成する
CHAP認証の設定における最初のタスクは、/etc/ppp/chap-secretsファイルの変更
です。このファイルには、CHAPシークレットを含むCHAPセキュリティー資格が
含まれています。このセキュリティー資格を使用して、接続時に呼び出し元を認証
します。

注 – UNIXの認証メカニズムまたは PAMの認証メカニズムをCHAPとともに使用する
ことはできません。たとえば、75ページの「PAP資格データベースの作成方法 (ダイ
アルインサーバー)」で説明したような PPP loginオプションを使用することはでき
ません。認証時に、PAMまたはUNIXスタイルの認証が必要な場合は、代わりに
PAPを選択してください。
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次に、私設ネットワークにあるダイアルインサーバーのCHAP認証を実装しま
す。PPPリンクは、外部のネットワークに接続する場合にだけ使用します。ネット
ワークにアクセスできるのは、ネットワーク管理者からアクセス権を与えられてい
る呼び出し元だけです。その中には、システム管理者が含まれることもあります。

▼ CHAP資格データベースの作成方法 (ダイアルイン
サーバー)
信頼できる呼び出し元のユーザー名をすべて含むリストを作成します。
信頼できる呼び出し元とは、私設ネットワークを呼び出す権限を与えられている
ユーザーです。

各ユーザーにCHAPシークレットを割り当てます。

注 – CHAPシークレットには、容易に予想しにくいものを選択してください。CHAP
シークレットの内容については、予想しにくいものにするということ以外の制限は
ありません。

CHAPシークレットを割り当てる方法は、企業のセキュリティーポリシーにより違
います。管理者がシークレットを作成するか、呼び出し元が自分のシークレットを
作成する必要があります。自分がCHAPシークレットを割り当てる立場にない場合
は、信頼できる呼び出し元によって、または信頼できる呼び出し元のために作成さ
れたCHAPシークレットを取得することを忘れないでください。

ダイアルインサーバー上で管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

/etc/ppp/chap-secretsファイルを変更します。
このリリースには、/etc/ppp/chap-secretsファイルが含まれています。このファイ
ルには、役立つコメントが含まれていますが、オプションは含まれていませ
ん。サーバー CallServe用の次のオプションを既存の /etc/ppp/chap-secretsファイ
ルの最後に追加できます。
account1 CallServe key123 *

account2 CallServe key456 *

key123は、信頼できる呼び出し元 account1のCHAPシークレットです。

key456は、信頼できる呼び出し元 account2のCHAPシークレットです。

関連情報の参照先は次のとおりです。
■ 83ページの「CHAP資格データベースの作成方法 (ダイアルインサーバー)」
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■ 84ページの「PPP構成ファイルにCHAPサポートを追加する方法 (ダイアルイン
サーバー)」

■ 85ページの「信頼できる呼び出し元のCHAP認証の構成 (ダイアルアウトマシ
ン)」

PPP構成ファイルをCHAP用に変更する (ダイアル
インサーバー)
このセクションのタスクでは、ダイアルインサーバーでCHAP認証をサポートする
ように、既存の PPP構成ファイルを更新する方法について説明します。

▼ PPP構成ファイルにCHAPサポートを追加する方
法 (ダイアルインサーバー)

ダイアルインサーバーにスーパーユーザーとしてログインします。

/etc/ppp/optionsファイルを変更します。

太字で表示されているオプションを追加して、CHAPがサポートされるようにしま
す。

# cat /etc/ppp/options

lock

nodefaultroute

name CallServe

auth

name CallServe CallServeをローカルマシン上のユーザーのCHAP名として定義す
る。この場合、ローカルマシンはダイアルインサーバーである

auth ローカルマシンで呼び出し元を認証してから、接続を確立する

信頼できる呼び出し元をサポートするために必要なその他のPPP構成ファイルを作
成します。

63ページの「ダイアルインサーバーのユーザーを構成する方法」および 64ページ
の「シリアル回線を介した通信を定義する方法 (ダイアルインサーバー)」を参照し
てください。

信頼できる呼び出し元のCHAP認証資格を構成する手順については、83ページ
の「CHAP資格データベースの作成方法 (ダイアルインサーバー)」を参照してくださ
い。
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信頼できる呼び出し元のCHAP認証の構成 (ダイア
ルアウトマシン)
このセクションには、信頼できる呼び出し元のダイアルアウトマシンで、CHAP認
証を設定するタスクが含まれています。企業のセキュリティーポリシーに
よって、管理者と信頼できる呼び出し元のどちらがCHAP認証を設定するのかが決
まります。

リモート呼び出し元がCHAPを構成する場合は、呼び出し元のローカルのCHAP
シークレットが、ダイアルインサーバーの /etc/ppp/chap-secretsファイル内の
CHAPシークレットと一致していることを確認します。その後、呼び出し元に、こ
のセクションで説明しているCHAP構成のタスクを指示します。

信頼できる呼び出し元にCHAPを構成するには、次の 2つのタスクを実行します。

■ 呼び出し元のCHAPセキュリティー資格を作成します。
■ 呼び出し元のダイアルアウトマシンがCHAP認証をサポートするように構成しま
す。

▼ 信頼できる呼び出し元にCHAP認証資格を構成す
る方法
ここでは、2つの信頼できる呼び出し元に、PAP資格を設定する方法について説明し
ます。この手順では、システム管理者が、信頼できる呼び出し元のダイアルアウト
マシンでCHAP資格を作成することを前提にしています。

ダイアルアウトマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

47ページの「CHAP認証による構成例」のCHAP構成のサンプルでは、信頼できる
呼び出し元 account1がダイアルアウトマシンを所有しています。

chap-secretsデータベースを呼び出し元 account1用に変更します。

このリリースには、/etc/ppp/chap-secretsファイルが含まれています。このファイ
ルには、役立つコメントが含まれていますが、オプションは含まれていません。次
のオプションをこの既存の /etc/ppp/chap-secretsファイルに追加できます。
account1 CallServe key123 *

CallServeは、account1が到達を試みているピアの名前です。key123は、account1と
CallServer間での接続に使用されるCHAPシークレットです。

1

2

CHAP認証の構成

第 5章 • PPP認証の設定 (タスク) 85

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28


ダイアルアウトマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

呼び出し元 account2がこのマシンを所有しているとします。

/etc/ppp/chap-secretsデータベースを呼び出し元 account2用に変更します。
account2 CallServe key456 *

account2に、シークレット key456が、ピア CallServeへの接続に使用するCHAP資
格として設定されます。

関連情報の参照先は次のとおりです。
■ 83ページの「CHAP資格データベースの作成方法 (ダイアルインサーバー)」
■ 85ページの「信頼できる呼び出し元にCHAP認証資格を構成する方法」

CHAPを構成ファイルに追加する (ダイアルアウト
マシン)
CHAP認証の詳細を理解するには、141ページの「チャレンジハンドシェーク認証プ
ロトコル (CHAP)」を参照してください。次のタスクに従って、47ページの「CHAP
認証による構成例」で紹介した呼び出し元 account1が所有するダイアルアウトマシ
ンを構成します。

▼ PPP構成ファイルにCHAPサポートを追加する方
法 (ダイアルアウトマシン)

ダイアルアウトマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

/etc/ppp/optionsファイルが次のオプションを持つことを確認します。
# cat /etc/ppp/options

lock

nodefaultroute

リモートマシン CallServe用の /etc/ppp/peers/peer-nameファイルを作成します。
# cat /etc/ppp/peers/CallServe

/dev/cua/a

57600

noipdefault

defaultroute

idle 120

3

4

参照

1

2

3

CHAP認証の構成

Oracle Solaris 11.1でのUUCPおよび PPPを使用したシリアルネットワークの管理 • 2012年 10月86

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28


user account1

connect "chat -U ’mypassword’ -f /etc/ppp/mychat"

オプション user account1により、account1が、CallServeに提供される CHAP
ユーザー名として設定されます。前のファイルのほかのオプションの説明について
は、59ページの「個々のピアとの接続を定義する方法」の同様の
/etc/ppp/peers/myserverファイルを参照してください。

ダイアルインサーバーを呼び出して、CHAP認証をテストする手順については、
65ページの「ダイアルインサーバーの呼び出し方法」を参照してください。

参照
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PPPoEトンネルの設定 (タスク)

この章では、PPPoEトンネルの両端、つまり PPPoEクライアントと PPPoEアクセス
サーバーを設定する方法について説明します。ここでは、次の内容を説明します。

■ 89ページの「PPPoEトンネル設定の主なタスク (タスクマップ)」
■ 90ページの「PPPoEクライアントの設定」
■ 93ページの「PPPoEアクセスサーバーの設定」

ここでは、49ページの「PPPoEトンネルを介したDSLサポートの計画」で紹介した
シナリオを例として使用します。PPPoEの概要については、33ページの「PPPoEに
よるDSLユーザーのサポート」を参照してください。

PPPoEトンネル設定の主なタスク (タスクマップ)
次の表に、PPPoEクライアントと PPPoEアクセスサーバーを構成するための主なタ
スクを一覧表示します。サイトで PPPoEを実装するには、PPPoEトンネルの自分の
側だけ、つまりクライアント側かアクセスサーバー側のどちらかを設定します。

表 6–1 PPPoEクライアントの設定 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

1. PPPoEのインタフェースを
構成する

Ethernetインタフェースを PPPoEト
ンネルで使用するために定義する

91ページの「PPPoEクライアントのインタ
フェースを構成する方法」

2. PPPoEアクセスサーバーに
関する情報を構成する

PPPoEトンネルのサービスプロバイ
ダ側にあるアクセスサーバーのパラ
メータを定義する

91ページの「PPPoEアクセスサーバーピアを定
義する方法」

3. PPP構成ファイルを設定す
る

まだクライアントの PPP構成ファイ
ルを定義していない場合は、定義す
る

57ページの「シリアル回線を介した通信を定義
する方法」
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表 6–1 PPPoEクライアントの設定 (タスクマップ) (続き)
タスク 説明 参照先

4.トンネルを作成する アクセスサーバーを呼び出す 91ページの「PPPoEアクセスサーバーピアを定
義する方法」

表 6–2 PPPoEアクセスサーバーの設定 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

1. PPPoEのアクセス
サーバーを構成する

PPPoEトンネルで使用する Ethernet
インタフェースと、アクセス
サーバーが提供するサービスを定義
する

93ページの「PPPoEアクセスサーバーの設定方
法」

2. PPP構成ファイルを設定す
る

まだクライアントの PPP構成ファイ
ルを定義していない場合は、定義す
る

63ページの「ダイアルインサーバーを介した通
信を構成する」

3. (オプション)インタ
フェースの使用を限定する

PPPoEオプションと PAP認証を使用
して、特定の Ethernetインタ
フェースの使用を特定のクライアン
トに限定する

95ページの「インタフェースの使用を特定のク
ライアントに限定する方法」

PPPoEクライアントの設定
DSLを介してクライアントシステムに PPPを提供するには、まずモデムまたはハブ
に接続されているインタフェースで PPPoEを構成する必要があります。次に、PPP
構成ファイルを変更して、PPPoEの反対側のアクセスサーバーを定義する必要があ
ります。

PPPoEクライアント設定の前提条件
PPPoEクライアントを設定する前に、次を行なっておく必要があります。

■ PPPoEトンネルを使用するため、クライアントマシンにOracle Solarisリリースを
インストールする。

■ サービスプロバイダに連絡して PPPoEアクセスサーバーに関する情報を得る
■ クライアントマシンが使用するデバイスを電話会社またはサービスプロバイダに
取り付けてもらう。たとえばDSLモデムやスプリッタなどのデバイスがある
が、これらは自分で取り付けるのではなく、電話会社が取り付ける

PPPoEクライアントの設定
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▼ PPPoEクライアントのインタフェースを構成する
方法
この作業は、PPPoEトンネルで使用するように Ethernetインタフェースを定義する場
合に行なってください。

PPPoEクライアント上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

DSL接続のある Ethernetインタフェースの名前を /etc/ppp/pppoe.ifファイルに追加
します。

たとえば、DSLモデムに接続するネットワークインタフェースに hme0を使用する
PPPoEクライアントの場合は、/etc/ppp/pppoe.ifに次のエントリを追加します。

hme0

/etc/ppp/pppoe.ifの詳細は、147ページの「/etc/ppp/pppoe.ifファイル」を参照し
てください。

PPPoEを使用するためのインタフェースを構成します。
# /etc/init.d/pppd start

(省略可能)インタフェースがPPPoEにplumbされたことを確認します。
# /usr/sbin/sppptun query

hme0:pppoe

hme0:pppoed

/usr/sbin/sppptunコマンドを使ってインタフェースを手動で PPPoEに plumbするこ
ともできます。手順については、148ページの「/usr/sbin/sppptunコマンド」を参照
してください。

▼ PPPoEアクセスサーバーピアを定義する方法
/etc/ppp/peers/peer-nameファイルでアクセスサーバーを定義します。アクセス
サーバーで使用されるオプションの多くは、ダイアルインサーバーをダイアル
アップシナリオで定義するのにも使用できます。/etc/ppp/peers.peer-nameの詳細
は、124ページの「/etc/ppp/peers/peer-nameファイル」を参照してください。

PPPoEクライアント上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。
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/etc/ppp/peers/peer-nameファイルでサービスプロバイダのPPPoEアクセス
サーバーを定義します。

たとえば、次のファイル /etc/ppp/peers/dslserveは、51ページの「PPPoEトンネル
の構成例」で紹介した Far ISPにあるアクセスサーバー dslserveを定義しています。

# cat /etc/ppp/peers/dslserve

sppptun

plugin pppoe.so

connect "/usr/lib/inet/pppoec hme0"
noccp

noauth

user Red

password redsecret

noipdefault

defaultroute

このファイルのオプションの定義については、156ページの「アクセスサーバーピア
を定義するための /etc/ppp/peers/peer-nameファイル」を参照してください。

PPPoEクライアント上のほかのPPP構成ファイルを変更します。

a. 54ページの「ダイアルアウトマシンの構成」で説明したダイアルアウトマシンを
構成する手順に従って、/etc/ppp/optionsを構成します。

b. /etc/ppp/options.sppptunファイルを作成します。/etc/ppp/options.sppptun

ファイルは、PPPoEにplumbされているインタフェースのシリアルポートのPPP
オプションを定義します。

121ページの「 /etc/ppp/options. ttyname構成ファイル」で説明する
/etc/ppp/options.ttynameファイルで使用できるオプションは、すべて使用でき
ます。sppptunは pppd構成で指定されているデバイス名なので、ファイル名には
/etc/ppp/options.sppptunを使用する必要があります。

すべてのユーザーがクライアント上でPPPを起動できることを確認します。
# touch /etc/ppp/options

PPPがDSL回線上で動作できるかどうかをテストします。
% pppd debug updetach call dslserve

dslserveは、51ページの「PPPoEトンネルの構成例」で示した ISPのアクセス
サーバーに指定されている名前です。debug updetachオプションにより、デバッグ
情報が端末のウィンドウに表示されます。

PPPが正しく動作した場合、端末の出力には、接続がアクティブになることが表示
されます。PPPが動作しない場合は、次のコマンドを実行してサーバーが正しく動
作しているかどうかを確認します。

# /usr/lib/inet/pppoec -i hme0
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注 –構成したPPPoEクライアントのユーザーは、次のコマンドを入力してDSL回線
上で PPPの実行を開始できます。

% pppd call ISP-server-name

続いてユーザーは、アプリケーションまたはサービスを実行できます。

関連情報の参照先は次のとおりです。

■ 90ページの「PPPoEクライアントの設定」
■ 146ページの「DSLサポート用の PPPoEトンネルの作成」
■ 第 7章「一般的な PPP問題の解決 (タスク)」
■ 93ページの「PPPoEアクセスサーバーの設定」

PPPoEアクセスサーバーの設定
サービスプロバイダ会社の場合、DSL接続を介してサイトに到達するクライアント
に対してインターネットサービスやその他のサービスを提供できます。作業として
は、サーバー上のどのインタフェースを PPPoEトンネルに使用するかを決定すると
ともに、ユーザーに許可するサービスを決定します。

▼ PPPoEアクセスサーバーの設定方法
この作業は、PPPoEトンネルで使用する Ethernetインタフェースを定義し、アクセス
サーバーが提供するサービスを構成する場合に行なってください。

アクセスサーバー上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

PPPoEトンネル専用の Ethernetインタフェースの名前を /etc/ppp/pppoe.ifファイル
に追加します。

たとえば、次の /etc/ppp/pppoe.ifファイルを 51ページの「PPPoEトンネルの構成
例」で示したアクセスサーバー dslserveに使用します。

# cat /etc/ppp/pppoe.if

hme1

hme2

参照
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/etc/ppp/pppoeファイルで、アクセスサーバーが提供する広域サービスを定義しま
す。
次の /etc/ppp/pppoeファイルには、図 2–5で示したアクセスサーバー dslserveに
よって提供されるサービスが一覧表示されています。
device hme1,hme2

service internet

pppd "proxyarp 192.168.1.1:"

service debugging

pppd "debug proxyarp 192.168.1.1:"

このファイルの例では、dslserveの Ethernetインタフェース hme1および hme2でイン
ターネットサービスが宣言されています。また、Ethernetインタフェース上の PPPリ
ンクでデバッグがオンに設定されています。

ダイアルインサーバーと同じ方法でPPP構成ファイルを設定します。
詳細は、144ページの「呼び出し元の IPアドレス指定スキームの作成」を参照してく
ださい。

pppoedデーモンを起動します。
# /etc/init.d/pppd start

pppdもまた、/etc/ppp/pppoe.ifに一覧表示されるインタフェースを plumbします。

(省略可能)サーバー上のインタフェースがPPPoEにplumbされていることを確認しま
す。
# /usr/sbin/sppptun query

hme1:pppoe

hme1:pppoed

hme2:pppoe

hme2:pppoed

この例は、インタフェース hme1および hme2が現在 PPPoEに plumbされていることを
示しています。/usr/sbin/sppptunコマンドを使ってインタフェースを手動で PPPoE
に plumbすることもできます。手順については、148ページの「/usr/sbin/sppptunコ
マンド」を参照してください。

▼ 既存の /etc/ppp/pppoeファイルを変更する方法
アクセスサーバー上で管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

必要に応じて /etc/ppp/pppoeを変更します。

pppoedデーモンに新しいサービスを認識させます。
# pkill -HUP pppoed
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▼ インタフェースの使用を特定のクライアントに限
定する方法
次に、インタフェースを PPPoEクライアントのグループに限定する手順を説明しま
す。このタスクを実行する前に、インタフェースに割り当てているクライアントの
実 Ethernet MACアドレスを取得する必要があります。

注 –システムによっては、Ethernetインタフェース上でMACアドレスを変更できま
す。この機能は便利ですが、セキュリティー対策としては考えないでください。

次の手順では、51ページの「PPPoEトンネルの構成例」で示した例を使用し
て、dslserveのインタフェースの 1つである hme1をMiddleCoのクライアント用に予
約する方法を示しています。

93ページの「PPPoEアクセスサーバーの設定方法」に示されている手順に従ってア
クセスサーバーのインタフェースを構成し、サービスについて定義します。

サーバーの /etc/ethersデータベースにクライアントのエントリを作成します。

次は、Red、Blue、およびYellowというクライアントのエントリの例です。
8:0:20:1:40:30 redether

8:0:20:1:40:10 yellowether

8:0:20:1:40:25 blueether

この例では、クライアントのRed、Yellow、および Blueの Ethernetアドレスに
redether、yellowether、および blueetherという記号名を割り当てています。MAC
アドレスへの記号名の割り当ては任意です。

特定のインタフェース上で提供されるサービスを限定するには、次の情報を
/etc/ppp/pppoe.deviceファイルで定義します。

このファイル名で、deviceは定義するデバイスの名前です。
# cat /etc/ppp/pppoe.hme1

service internet

pppd "name dslserve-hme1"
clients redether,yellowether,blueether

dslserve-hme1はアクセスサーバーの名前で、pap-secretsファイル内の同じエント
リで使用されます。clientsオプションは、インタフェース hme1の使用を Ethernet記
号名が redether、yellowether、および blueetherであるクライアントに限定しま
す。

/etc/ethersでクライアントのMACアドレスに記号名を定義していない場合
は、clientsオプションの引数として数値アドレスを使用できます。このとき、ワイ
ルドカードも使用できます。
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たとえば、clients 8:0:20:*:*:*のような数値アドレスを指定できます。ワイルド
カードを使用することで、/etc/ethers内の一致するアドレスすべてにアクセスが許
可されます。

アクセスサーバーの /etc/ppp/pap-secretsファイルを作成します。
Red dslserve-hme1 redpasswd *

Blue dslserve-hme1 bluepasswd *

Yellow dslserve-hme1 yellowpassd *

エントリは、dslserveの hme1インタフェース上で PPPを実行することを許可された
クライアントの PAP名およびパスワードです。

PAP認証の詳細は、74ページの「PAP認証の構成」を参照してください。

関連情報の参照先は次のとおりです。
■ PPPoEの詳細については、146ページの「DSLサポート用の PPPoEトンネルの作
成」を参照してください。

■ PPPoEと PPPのトラブルシューティングについては、101ページの「PPPおよび
PPPoE関連の問題の解決」を参照してください。

■ PPPoEクライアントの構成については、90ページの「PPPoEクライアントの設
定」を参照してください。

■ クライアントの PAP認証の構成については、78ページの「信頼できる呼び出し元
の PAP認証の構成 (ダイアルアウトマシン)」を参照してください。

■ サーバー上の PAP認証の構成については、75ページの「ダイアルインサーバーに
PAP認証を構成する」を参照してください。

4
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一般的な PPP問題の解決 (タスク)

この章には、Solaris PPP 4.0で発生する一般的な問題のトラブルシューティングに関
する情報が含まれています。次の項目について説明します。

■ 98ページの「PPPのトラブルシューティングのためのツール」
■ 101ページの「PPPおよび PPPoE関連の問題の解決」
■ 113ページの「専用回線の問題の解決」
■ 114ページの「認証の問題の診断と解決」

James Carlsonによる『PPP Design, Implementation, and Debugging』やオーストラリア国
立大学のWebサイトなどの情報源も、PPPのトラブルシューティングに詳細なアド
バイスを提供しています。詳細は、23ページの「PPPに関する専門技術者向けのリ
ファレンスブック」および 24ページの「PPPに関するWebサイト」を参照してくだ
さい。

PPP問題の解決 (タスクマップ)
次のタスクマップを使用すれば、一般的な PPPの問題のためのアドバイスや解決方
法をすばやく探すことができます。

表 7–1 PPPのトラブルシューティング (タスクマップ)

タスク 定義 参照先

PPPリンクに関する診断情報を
取得します

PPP診断ツールを使ってトラブ
ルシューティングの出力を取得
します。

99ページの「pppdから診断情報を取得する方法」

PPPリンクのデバッグ情報を取
得します

pppd debugコマンドを使ってト
ラブルシューティングの出力を
生成します。

100ページの「PPPデバッグをオンに設定する方
法」
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表 7–1 PPPのトラブルシューティング (タスクマップ) (続き)
タスク 定義 参照先

ネットワークレイヤーでの一般
的な問題をトラブル
シューティングします

一連の確認作業を行いネット
ワーク関連の PPP問題を特定し
解決します。

101ページの「ネットワークの問題を診断する方
法」

一般的な通信の問題をトラブル
シューティングします

PPPリンクに影響を与える通信
の問題を特定し解決します。

104ページの「通信の問題を診断し解決する方法」

構成の問題をトラブル
シューティングします

PPP構成ファイルで問題を特定
し解決します。

105ページの「PPP構成の問題を診断する方法」

モデム関連の問題をトラブル
シューティングします

モデムの問題を特定し解決しま
す。

106ページの「モデムの問題を診断する方法」

chatスクリプト関連の問題をト
ラブルシューティングします

ダイアルアウトマシン上の chat
スクリプトの問題を特定し解決
します。

107ページの「chatスクリプトのデバッグ情報を取
得する方法」

シリアル回線の速度の問題をト
ラブルシューティングします

ダイアルインサーバー上で回線
速度の問題を特定し解決しま
す。

110ページの「シリアル回線の速度の問題を診断し
て解決する方法」

専用回線の一般的な問題をトラ
ブルシューティングします

専用回線のパフォーマンスの問
題を特定し解決します。

113ページの「専用回線の問題の解決」

認証に関連する問題をトラブル
シューティングします

認証データベースに関連する問
題を特定し解決します。

114ページの「認証の問題の診断と解決」

PPPoEの問題領域をトラブル
シューティングします

PPP診断ツールを使用し
て、PPPoEの問題を特定し解決
するための出力を得ます。

111ページの「PPPoEの診断情報を取得する方法」

PPPのトラブルシューティングのためのツール
PPPリンクは、一般に次の 3つの主要な領域で障害が発生します。

■ 接続の確立に失敗する
■ 通常の使用の中で接続パフォーマンスが低下する
■ 接続のどちらかの側でネットワークに原因と考えられる問題が発生する

PPPが動作しているかどうかを確認するためのもっとも簡単な方法は、リンクを介
したコマンドを実行することです。pingや tracerouteなどのコマンドをピアの
ネットワーク上のホストに対して実行します。次に、結果を調べます。ただし、確
立されている接続のパフォーマンスを監視したり、問題のある接続をトラブル
シューティングしたりするには、PPPおよびUNIXのデバッグツールを使用してくだ
さい。

PPPのトラブルシューティングのためのツール
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このセクションでは、pppdおよび関連するログファイルから診断情報を取得する方
法について説明します。この章の残りのセクションでは、PPPトラブル
シューティングツールを使って発見し解決できる PPPに関する一般的な問題を説明
します。

▼ pppdから診断情報を取得する方法
次に、ローカルマシン上の接続の現在の動作を表示する手順を説明します。

ローカルマシン上で管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

PPPに構成されているシリアルデバイスを引数として pppdを実行します。
# pppd cua/b debug updetach

次に、pppdをフォアグラウンドで実行したときに表示されるダイアルアップリンク
および専用回線リンクの診断結果の例を示します。バックグラウンドで pppd debug

を実行すると、作成される出力は /etc/ppp/connect-errorsファイルに送られます。

正常に動作しているダイアルアップ接続からの出力

# pppd /dev/cua/b debug updetach

have route to 0.0.0.0/0.0.0.0 via 172.21.0.4

serial speed set to 230400 bps

Using interface sppp0

Connect: sppp0 <--> /dev/cua/b

sent [LCP ConfReq id=0x7b <asyncmap 0x0> <magic 0x73e981c8> <pcomp> <accomp>]

rcvd [LCP Ident id=0x79 magic=0x0 "ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Oct 6

2004 09:36:22)"]
Peer Identification: ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Oct 6 2004 09:36:22)

rcvd [LCP ConfRej id=0x7b <asyncmap 0x0>]

sent [LCP Ident id=0x7c magic=0x0 "ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Sep 15

2004 09:38:33)"
sent [LCP ConfReq id=0x7d <magic 0x73e981c8> <pcomp> <accomp>]

rcvd [LCP ConfAck id=0x7d <magic 0x73e981c8> <pcomp> <accomp>]

rcvd [LCP ConfAck id=0x78 <magic 0xdd4ad820> <pcomp> <accomp>]

sent [LCP ConfAck id=0x78 <magic 0xdd4ad820> <pcomp> <accomp>]

sent [LCP Ident id=0x7e magic=0x73e981c8 "ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc.,

Sep 15 2004 09:38:33)"]
sent [IPCP ConfReq id=0x3d <addr 0.0.0.0> <compress VJ 0f 01>]

rcvd [LCP Ident id=0x7a magic=0xdd4ad820 "ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc.,

Oct 6 2004 09:36:22)"]
Peer Identification: ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Oct 6 2004 09:36:22)

rcvd [IPCP ConfReq id=0x92 <addr 10.0.0.1> <compress VJ 0f 01>

sent [IPCP ConfAck id=0x92 <addr 10.0.0.1> <compress VJ 0f 01>

rcvd [IPCP ConfNak id=0x3d <addr 10.0.0.2>]]

sent [IPCP ConfReq id=0x3e <addr 10.0.0.2> <compress VJ 0f 01>]

rcvd [IPCP ConfAck id=0x3e <addr 10.0.0.2> <compress VJ 0f 01>]

local IP address 10.0.0.2

remote IP address 10.0.0.1

1

2
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正常に動作している専用回線リンクからの出力

# pppd /dev/se_hdlc1 default-asyncmap debug updetach

pppd 2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Oct 24 2004 07:13:18) started by root, uid 0

synchronous speed appears to be 0 bps

init option: ’/etc/ppp/peers/syncinit.sh’ started (pid 105122)

Serial port initialized.

synchronous speed appears to be 64000 bps

Using interface sppp0

Connect: sppp0 <--> /dev/se_hdlc1

sent [LCP ConfReq id=0xe9 <magic 0x474283c6><pcomp> <accomp>]

rcvd [LCP ConfAck id=0xe9 <magic 0x474283c6><pcomp> <accomp>]

rcvd [LCP ConfReq id=0x22 <magic 0x8e3a53ff><pcomp> <accomp>]

sent [LCP ConfReq id=0x22 <magic 0x8e3a53ff><pcomp> <accomp>]

sent [LCP Ident id=0xea magic=0x474283c6 "ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Oct

22 2004 14:31:44)"]
sent [IPCP ConfReq id=0xf7 <addr 0.0.0.0> <compress VJ Of o1>]]

sent [CCP ConfReq id=0x3f <deflate 15> <deflate(old#) 15> <bsd v1 15>]

rcvd [LCP Ident id=0x23 magic=0x8e3a53ff "ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Oct

22 2004 14:31:44)"]
Peer Identification: ppp-2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc., Oct 22 2004 14:31:44)

rcvd [IPCP ConfReq id=0x25 <addr 10.0.0.1> <compress VJ Of 01>]

sent [IPCP ConfAck id=0x25 <addr 10.0.0.1> <compress VJ Of 01>]

rcvd [CCP ConfReq id=0x3 <deflate 15> <deflate(old#) 15 <bsd v1 15>]

sent [CCP ConfAck id=0x3 <deflate 15> <deflate(old#) 15 <bsd v1 15>]

rcvd [IPCP ConfNak id=0xf8 <addr 10.0.0.2>]

rcvd [IPCP ConfReq id=0xf7 <addr 10.0.0.2> <compress VJ Of 01>]

rcvd [CCP ConfAck id=0x3f <deflate 15> <deflate(old#) 15 <bsd v1 15>]

Deflate (15) compression enabled

rcvd [IPCP ConfAck id=0xf8 <addr 10.0.0.2> <compress VJ Of 01>]

local IP address 10.0.0.2

remote IP address 10.0.0.1

▼ PPPデバッグをオンに設定する方法
次のタスクは、pppdコマンドを使ってデバッグ情報を取得する方法を示します。

注 –手順 1から手順 3までは各ホストごとに 1度実行するだけでかまいません。その
後、手順 4に進んでホストのデバッグをオンに設定できます。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

pppdからの出力を保持するためのログファイルを作成します。
# touch /var/log/pppdebug

次の pppd用の syslog機能を /etc/syslog.confに追加します。
daemon.debug;local2.debug /var/log/pppdebug

例7–2
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syslogdを再起動します。
# pkill -HUP -x syslogd

pppdの次の構文を使用して、特定のピアに対する呼び出しのデバッグをオンに設定
します。
# pppd debug call peer-name

peer-nameは、/etc/ppp/peersディレクトリにあるファイル名にする必要がありま
す。

ログファイルの内容を表示します。
# tail -f /var/log/pppdebug

ログファイルの例については、手順 3を参照してください。

PPPおよびPPPoE関連の問題の解決
PPP関連の問題と PPPoE関連の問題を解決する方法については、次のセクションを
参照してください。

■ 101ページの「ネットワークの問題を診断する方法」
■ 103ページの「PPPに影響を与える一般的なネットワークの問題」
■ 104ページの「通信の問題を診断し解決する方法」
■ 104ページの「PPPに影響を与える一般的な通信の問題」
■ 105ページの「PPP構成の問題を診断する方法」
■ 106ページの「一般的な PPP構成の問題」
■ 106ページの「モデムの問題を診断する方法」
■ 107ページの「chatスクリプトのデバッグ情報を取得する方法」
■ 108ページの「chatスクリプトの一般的な問題」
■ 110ページの「シリアル回線の速度の問題を診断して解決する方法」
■ 111ページの「PPPoEの診断情報を取得する方法」

▼ ネットワークの問題を診断する方法
PPPリンクがアクティブになったにもかかわらずリモートネットワーク上のほとん
どのホストに到達できないという場合は、ネットワーク問題が見つかる可能性があ
ります。ここでは、PPPリンクに影響を与えるネットワーク障害を特定し、解決す
る方法を示します。

ローカルマシン上で管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

問題のある接続を切断します。

4
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次のオプションをPPP構成に追加して、構成ファイルのオプションのプロトコルを
無効にします。
noccp novj nopcomp noaccomp default-asyncmap

このオプションは、もっとも単純で圧縮を行わない PPPを使用可能にします。コマ
ンド行でこれらのオプションを引数として pppdを実行してみます。これまで接続で
きなかったホストに接続できれば、次のいずれかの位置にオプションを追加しま
す。

■ /etc/ppp/peers/peer-name、callオプションのあと
■ /etc/ppp/options、オプションを広域的に適用する場合

リモートピアを呼び出します。次に、デバッグをオンに設定します。
% pppd debug call peer-name

chatの -vオプションを使用して、chatプログラムから冗長ログを取得します。

たとえば、PPP構成ファイルで次の形式を使用します。
connect ’chat -v -f /etc/ppp/chatfile’

/etc/ppp/chatfileは、お使いの chatファイルの名前を表します。

Telnetまたはほかのアプリケーションを使ってリモートホストに接続し、問題を再度
発生させてみます。

デバッグログを調べます。これでもリモートホストに接続できない場合は、PPPの
問題はネットワークに関連している可能性があります。

リモートホストの IPアドレスが登録されているインターネットアドレスであること
を確認します。

組織によっては、ローカルネットワーク内では通用するが、インターネットへは
ルーティングできない内部 IPアドレスを割り当てる場合があります。リモートホス
トが社内にある場合、インターネットに接続するためには、管理者は、NAT (名前 -
アドレス変換)またはプロキシサーバーを設定する必要があります。リモートホスト
が社内にない場合は、リモート組織に問題を報告する必要があります。

ルーティングテーブルを調べます。

a. ローカルマシンとピアの両方でルーティングテーブルを確認します。

b. ルーティングテーブルで、ピアからリモートシステムへのパスにあるルーターを
すべて確認します。また、リモートシステムからピアへの戻りのパスにある
ルーターもすべて確認します。

中間ルーターの構成が間違っていないことを確認します。ピアへの戻りのパスに
問題が見つかることがしばしばあります。
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(省略可能)マシンがルーターである場合、オプションの機能を確認します。
# ndd -set /dev/ip ip_forwarding 1

nddの詳細は、ndd(1M)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 10リリースでは、ndd(1M)ではなく routeadm(1M)を利用できます。

# routeadm -e ipv4-forwarding -u

注 – nddコマンドに持続性はありません。このコマンドに設定された値は、システム
のリブート時に消失します。routeadmコマンドは持続します。このコマンドに設定
された値は、システムのリブート後も保持されます。

netstat -sおよび同様のツールから取得した統計を確認します。

netstatの詳細は、netstat(1M)のマニュアルページを参照してください。

a. ローカルマシン上で統計を実行します。

b. ピアを呼び出します。

c. netstat -sによって生成された新しい統計を調べます。

詳細は、103ページの「PPPに影響を与える一般的なネットワークの問題」を参照
してください。

DNS構成を確認します。
ネームサービス構成に問題があると、IPアドレスを解釈処理できないため、アプリ
ケーションは障害を発生します。

PPPに影響を与える一般的なネットワークの問題
netstat -sによって生成されたメッセージを使用すると、次の表に示したネット
ワークの問題を解決できます。関連する作業情報として、101ページの「ネット
ワークの問題を診断する方法」を参照してください。

表 7–2 PPPに影響を与える一般的なネットワークの問題

メッセージ 問題 解決方法

IP packets not forwardable ローカルホストで送信経路が見つから
ない

ローカルホストのルーティングテーブ
ルに欠如している送信経路を追加する

ICMP input destination unreachable ローカルホストで送信経路が見つから
ない

ローカルホストのルーティングテーブ
ルに欠如している送信経路を追加する
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表 7–2 PPPに影響を与える一般的なネットワークの問題 (続き)
メッセージ 問題 解決方法

ICMP time exceeded 2つのルーターが同じ着信アドレスを
互いに送信し、パケットが互いに何度
も往復し、TTL (存続時間)の値を超過
した

tracerouteを使ってルーティング
ループの源を見つけ、エラーになって
いるルーターの管理者に連絡す
る。tracerouteの詳細
は、traceroute(1M)のマニュアル
ページを参照

IP packets not forwardable ローカルホストで送信経路が見つから
ない

ローカルホストのルーティングテーブ
ルに欠如している送信経路を追加する

ICMP input destination unreachable ローカルホストで送信経路が見つから
ない

ローカルホストのルーティングテーブ
ルに欠如している送信経路を追加する

▼ 通信の問題を診断し解決する方法
通信の問題は、2つのピアがリンクを正常に確立できない場合に発生します。これら
は、chatスクリプトが不正に構成されているために起きるネゴシエーション問題で
あることもあります。ここでは、通信の問題を解決する方法を示します。誤りのあ
る chatスクリプトによって発生するネゴシエーション問題を解決する方法について
は、表 7–5を参照してください。

ローカルマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ピアを呼び出します。

リモートピアを呼び出します。次に、デバッグをオンに設定します。
% pppd debug call peer-name

通信の問題によっては、問題解決のためにピアからデバッグ情報を取得する必要が
ある場合があります。

生成されたログをチェックし、通信の問題が報告されていないかを確認します。詳
細は、104ページの「PPPに影響を与える一般的な通信の問題」を参照してくださ
い。

PPPに影響を与える一般的な通信の問題
次の表は、104ページの「通信の問題を診断し解決する方法」の作業のログ出力に関
連する症状を説明したものです。

1

2

3

4

PPPおよび PPPoE関連の問題の解決

Oracle Solaris 11.1でのUUCPおよび PPPを使用したシリアルネットワークの管理 • 2012年 10月104

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1Mtraceroute-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28


表 7–3 PPPに影響を与える一般的な通信の問題

症状 問題 解決方法

too many

Configure-Requests

メッセージ

あるピアがほかのピアを
認識できません。

次の問題を確認します。
■ マシンまたはモデムの配線が間違っていないか。

■ モデムの構成に不適切なビット設定がないか、あるいは
構成に間違ったフロー制御がないか。

■ chatスクリプトが誤っていないか。この場合は、表 7–5
を参照してください。

pppd debugの出力は LCPが
起動していることを示して
いるが、より上位のプロト
コルが失敗したか、あるい
はCRCエラーを示している

非同期制御文字マップ
(ACCM)が正しく設定され
ていません。

default-asyncオプションを使用してACCMを標準のデ
フォルトである FFFFFFFFに設定します。まずコマンド行で
pppdのオプションとして default-asyncを使用します。問題
が解決したら、default-asyncを /etc/ppp/optionsまたは call
オプションのあとの /etc/ppp/peers/peer-nameに追加しま
す。

pppd debugの出力は IPCPが
起動していることを示して
いるが、すぐに終了してし
まう

IPアドレスの構成が間
違っている可能性があり
ます。

1. 間違った IPアドレスがないか確認するために、chatスク
リプトを調べます。

2. chatスクリプトに誤りがない場合は、ピアのデバッグロ
グを要求し、ピアのログで IPアドレスを確認します。

接続のパフォーマンスが非
常に低い

フロー制御構成のエ
ラー、モデム構成のエ
ラー、不適切に構成され
たDTEレートなどによ
り、モデムが適切に構成
されていない可能性があ
ります。

モデム構成を確認し、適宜調整します。

▼ PPP構成の問題を診断する方法
PPPの問題には、PPP構成ファイルの問題が原因となっているものがあります。ここ
では、一般的な構成問題を特定し、解決する方法を示します。

ローカルマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

リモートピアを呼び出します。次に、デバッグをオンに設定します。
% pppd debug call peer-name

生成されたログをチェックし、構成問題が報告されていないかを確認します。詳細
は、106ページの「一般的なPPP構成の問題」を参照してください。

1

2

3

PPPおよび PPPoE関連の問題の解決

第 7章 • 一般的な PPP問題の解決 (タスク) 105

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28


一般的なPPP構成の問題
次の表は、105ページの「PPP構成の問題を診断する方法」の作業のログ出力に関連
する症状を説明したものです。

表 7–4 一般的なPPP構成の問題

症状 問題 解決方法

pppd debug 出力に、「Could not

determine remote IP

address」というエ
ラーメッセージが含まれる

/etc/ppp/peers/peer-name
ファイルにそのピアの IPアド
レスが存在しない。ピアが、接
続ネゴシエーション時に IPア
ドレスを提供しない

次の形式を使用して、pppdコマンド行、あるいは
/etc/ppp/peers/peer-nameでピアの IPアドレスを指
定する

:10.0.0.10

pppd debugの出力が CCPデータ
圧縮が失敗したことを示す。出
力には接続が解除されたことも
表示する

ピアの PPP圧縮構成が衝突して
いる可能性がある

ピアの 1つで /etc/ppp/optionsに noccpオプション
を追加してCCP圧縮を無効にする

▼ モデムの問題を診断する方法
モデムは、ダイアルアップリンクで問題の発生しやすい領域です。モデム構成で
もっともよく発生する問題は、ピアからの応答がないことです。しかし、接続の問
題の原因が本当にモデム構成の問題なのかどうかを判定することは難しい場合があ
ります。

モデムメーカーのドキュメントやWebサイトは、特定の装置に関する問題の解決に
役立ちます。次の手順は、問題のあるモデム構成が接続の問題の原因となっている
かどうかを判定するのに役立ちます。

100ページの「PPPデバッグをオンに設定する方法」で説明した手順で、デバッグを
オンに設定してピアを呼び出します。

作成された /var/log/pppdebugログを表示し、モデム構成に問題がないかを確認しま
す。

pingを使用してさまざまなサイズのパケットを接続上に送信します。
pingの詳細は、ping(1M)のマニュアルページを参照してください。

小さいパケットは受信されるが、大きいパケットはドロップされる場合、モデムに
問題があることを示します。

インタフェース sppp0上のエラーを確認します。
% netstat -ni

Name Mtu Net/Dest Address Ipkts Ierrs Opkts Oerrs Collis Queue

lo0 8232 127.0.0.0 127.0.0.1 826808 0 826808 0 0 0
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hme0 1500 172.21.0.0 172.21.3.228 13800032 0 1648464 0 0 0

sppp0 1500 10.0.0.2 10.0.0.1 210 0 128 0 0 0

インタフェースのエラーが時間がたつにつれて増えている場合は、モデム構成に問
題がある可能性があります。

作成された /var/log/pppdebugログの表示で次の症状が認められる場合は、モデムの
構成に問題がある可能性があります。ローカルマシンはピアを認識できますが、ピ
アはローカルマシンを認識できません。

■ ピアから「recvd」メッセージが返されない。

■ 出力にピアからの LCPメッセージが含まれるが、接続は失敗し、ローカルマシン
から「too many LCP Configure Requests」のメッセージが送信される。

■ 接続が SIGHUP信号で終了する。

▼ chatスクリプトのデバッグ情報を取得する方法
次の手順を使用すると、chatからのデバッグ情報や一般的な問題の解決についての
ヒントを取得できます。詳細は、108ページの「chatスクリプトの一般的な問題」を
参照してください。

ダイアルアウトマシン上で管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

/etc/ppp/peers/peer-nameファイルを編集してピアが呼び出されるようにします。

connectオプションで指定されている chatコマンドに引数として -vを追加します。
connect "/usr/bin/chat -v -f /etc/ppp/chat-script-name"

/etc/ppp/connect-errorsファイルの chatスクリプトのエラーを表示します。

次は、chatで発生する主なエラーです。

Oct 31 08:57:13 deino chat[107294]: [ID 702911 local2.info] expect (CONNECT)

Oct 31 08:57:58 deino chat[107294]: [ID 702911 local2.info] alarm

Oct 31 08:57:58 deino chat[107294]: [ID 702911 local2.info] Failed

この例は、(CONNECT)文字列を待つ間にタイムアウトしたことを示します。chatが失
敗すると、pppdから次のメッセージを受け取ります。

Connect script failed

注意事項
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chatスクリプトの一般的な問題
chatスクリプトは、ダイアルアップリンクにおいてもっとも問題が発生しやすい領
域です。次の表に、chatスクリプトの一般的なエラーと、エラー解決のためのヒン
トを示します。操作方法については、107ページの「chatスクリプトのデバッグ情報
を取得する方法」を参照してください。

表 7–5 chatスクリプトの一般的な問題

症状 問題 解決方法

pppd debugの出力に Connect

script failedが含まれる
chatスクリプトは、次のように
ユーザー名とパスワードを指定して
いる

ogin: user-name
ssword: password

しかし、接続しようとしたピアはこ
の情報を要求していない

1. chatスクリプトからログインとパス
ワードを削除する

2. 再度ピアを呼び出してみる

3. まだメッセージが表示される場合
は、ISPに連絡して正しいログイン
シーケンスを問い合わせる

/usr/bin/chat -vログに
メッセージ "expect (login:)"
alarm read timed out が含まれる

chatスクリプトは、次のように
ユーザー名とパスワードを指定して
いる

ogin: pppuser

ssword: \q\U

しかし、接続しようとしているピア
はこの情報を要求していない

1. chatスクリプトからログインとパス
ワードを削除する

2. 再度ピアを呼び出してみる

3. まだメッセージが表示される場合
は、ISPに連絡して正しいログイン
シーケンスを問い合わせる

pppd debugの出力に possibly

looped-backが含まれる
ローカルマシンまたはそのピアがコ
マンド行で停止していて PPPを実行
していない。chatスクリプト内に間
違って構成されたログイン名とパス
ワードがある

1. chatスクリプトからログインとパス
ワードを削除する

2. 再度ピアを呼び出してみる

3. まだメッセージが表示される場合
は、ISPに連絡して正しいログイン
シーケンスを問い合わせる

pppd debug出力は LCPがアク
ティブであることを示している
が、接続がすぐに終了してしまう

chatスクリプト内のパスワードが間
違っている可能性がある

1. ローカルマシンの正しいパスワードを確
認する

2. chatスクリプト内のパスワードを確認す
る。間違っている場合は修正する

3. 再度ピアを呼び出してみる

4. まだメッセージが表示される場合
は、ISPに連絡して正しいログイン
シーケンスを問い合わせる
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表 7–5 chatスクリプトの一般的な問題 (続き)
症状 問題 解決方法

ピアからのテキストがチルダ (~)
で始まる

chatスクリプトは、次のように
ユーザー名とパスワードを指定して
いる

ogin: pppuser

ssword: \q\U

しかし、接続しようとしているピア
はこの情報を要求していない

1. chatスクリプトからログインとパス
ワードを削除する

2. 再度ピアを呼び出してみる

3. まだメッセージが表示される場合
は、ISPに連絡して正しいログイン
シーケンスを問い合わせる

モデムが停止する chatスクリプトに次の行が含まれて
おり、ローカルマシンがピアからの
CONNECTメッセージを待つように強
制している

CONNECT ”

chatスクリプトがピアからのCONNECTを
待つようにするときは、次の行を使用する

CONNECT \c

chatスクリプトを ~ \cで終了する

pppd debugの出力に LCP: timeout

sending Config-Requestsが含まれ
る

chatスクリプトに次の行が含まれて
おり、ローカルマシンがピアからの
CONNECTメッセージを待つように強
制している

CONNECT ”

chatスクリプトがピアからのCONNECTを
待つようにするときは、次の行を使用する

CONNECT \c

chatスクリプトを ~ \cで終了する

pppd debugの出力に Serial link

is not 8-bit clean が含まれる
chatスクリプトに次の行が含まれて
おり、ローカルマシンがピアからの
CONNECTメッセージを待つように強
制している

CONNECT ”

chatスクリプトがピアからのCONNECTを
待つようにするときは、次の行を使用する

CONNECT \c

chatスクリプトを ~ \cで終了する

pppd debugの出力に Loopback

detectedが含まれる
chatスクリプトに次の行が含まれて
おり、ローカルマシンがピアからの
CONNECTメッセージを待つように強
制している

CONNECT ”

chatスクリプトがピアからのCONNECTを
待つようにするときは、次の行を使用する

CONNECT \c

chatスクリプトを ~ \cで終了する

pppd debugの出力に SIGHUPが含ま
れる

chatスクリプトに次の行が含まれて
おり、ローカルマシンがピアからの
CONNECTメッセージを待つように強
制している

CONNECT ”

chatスクリプトがピアからのCONNECTを
待つようにするときは、次の行を使用する

CONNECT \c

chatスクリプトを ~ \cで終了する
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▼ シリアル回線の速度の問題を診断して解決する方
法
ダイアルインサーバーは、速度の設定の衝突が原因で問題が発生する可能性があり
ます。次に示す手順は、接続の問題の原因がシリアル回線速度の衝突であることを
特定するのに役立ちます。

速度の問題は、次のような原因で発生します。

■ /bin/loginのようなプログラムを介して PPPを起動し、回線の速度を指定した
■ PPPを mgettyから起動し、誤ってビットレートを指定した

pppdは、回線に設定されていた元の速度を /bin/loginまたは mgettyによって設定さ
れた速度に変更します。このことが回線の障害を発生させます。

ダイアルインサーバーにログインします。デバッグをオンに設定してピアを呼び出
します。

手順については、100ページの「PPPデバッグをオンに設定する方法」を参照してく
ださい。

作成された /var/log/pppdebugログを表示します。

出力に次のメッセージがないか確認します。
LCP too many configure requests

このメッセージは、PPPに構成されているシリアル回線の速度が衝突している可能
性があることを示します。

PPPが /bin/loginのようなプログラムを介して起動されているかどうかを調べ、設
定されている回線速度を調べます。

このような状況では、pppdはもともと構成されていた回線速度を /bin/loginで指定
されている速度に変更します。

ユーザーがPPPを mgettyコマンドから起動し、誤ってビットレートを指定していな
いかどうか確認します。

この処理もまた、シリアル回線速度の衝突を引き起こします。

次のようにしてシリアル回線速度の衝突の問題を解決します。

a. モデムのDTEレートをロックします。

b. autobaudを使用しないようにします。

c. 構成後に回線速度を変更しないようにします。
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▼ PPPoEの診断情報を取得する方法
PPPおよび標準のUNIXユーティリティーを使用して PPPoEの問題を特定できま
す。接続上の問題の原因が PPPoEだと思われるとき、次の診断ツールを使ってトラ
ブルシューティング情報を取得できます。

PPPoEトンネルを実行しているマシン、つまりPPPoEクライアントまたはPPPoEアク
セスサーバーでスーパーユーザーになります。

100ページの「PPPデバッグをオンに設定する方法」で説明した手順で、デバッグを
オンに設定します。

ログファイル /var/log/pppdebugの内容を表示します。
次の例は、PPPoEトンネルとの接続で生成されたログファイルの一部です。

Sep 6 16:28:45 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.info] Plugin

pppoe.so loaded.

Sep 6 16:28:45 enyo pppd[100563]: [ID 860527 daemon.notice] pppd

2.4.0b1 (Sun Microsystems, Inc.,

Sep 5 2001 10:42:05) started by troot, uid 0

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.debug] connect option:

’/usr/lib/inet/pppoec

-v hme0’ started (pid 100564)

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.info] Serial connection established.

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.info] Using interface sppp0

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.notice] Connect: sppp0

<--> /dev/sppptun

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.debug] /etc/ppp/pap-secrets

is apparently empty

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.debug] /etc/ppp/chap-secrets

is apparently empty

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.debug] sent

[LCP ConfReq id=0xef <mru 1492>

asyncmap 0x0 <magic 0x77d3e953><pcomp><acomp>

Sep 6 16:28:46 enyo pppd[100563]: [ID 702911 daemon.debug] rcvd

[LCP ConfReq id=0x2a <mru 1402>

asyncmap 0x0 <magic 0x9985f048><pcomp><acomp

デバッグの出力によって問題を特定できない場合は、次の手順に進みます。

PPPoEから診断メッセージを取得します。
# pppd connect "/usr/lib/inet/pppoec -v interface-name"

pppoecは、診断情報を stderrに送信します。pppdをフォアグラウンドで実行する場
合、出力が画面に表示されます。pppdをバックグラウンドで実行する場合、出力は
/etc/ppp/connect-errorsに送られます。

次の例は、PPPoEトンネルがネゴシエートされたときに生成されるメッセージで
す。

Connect option: ’/usr/lib/inet/pppoec -v hme0’ started (pid 100564)

/usr/lib/inet/pppoec: PPPoE Event Open (1) in state Dead (0): action SendPADI (2)

/usr/lib/inet/pppoec: Sending PADI to ff:ff:ff:ff:ff:ff: 18 bytes
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/usr/lib/inet/pppoec: PPPoE State change Dead (0) -> InitSent (1)

/usr/lib/inet/pppoec: Received Active Discovery Offer from 8:0:20:cd:c1:2/hme0:pppoed

/usr/lib/inet/pppoec: PPPoE Event rPADO+ (5) in state InitSent (1): action SendPADR+ (5)

/usr/lib/inet/pppoec: Sending PADR to 8:0:20:cd:c1:2: 22 bytes

/usr/lib/inet/pppoec: PPPoE State change InitSent (1) -> ReqSent (3)

/usr/lib/inet/pppoec: Received Active Discovery Session-confirmation from

8:0:20:cd:c1:2/hme0:pppoed

/usr/lib/inet/pppoec: PPPoE Event rPADS (7) in state ReqSent (3): action Open (7)

/usr/lib/inet/pppoec: Connection open; session 0002 on hme0:pppoe

/usr/lib/inet/pppoec: PPPoE State change ReqSent (3) -> Convers (4)

/usr/lib/inet/pppoec: connected

診断メッセージによって問題を特定できない場合は、次の手順に進みます。

snoopを実行します。次にトレースをファイルに保存します。
snoopの詳細は、snoop(1M)のマニュアルページを参照してください。
# snoop -o pppoe-trace-file

snoopトレースファイルを表示します。
# snoop -i pppoe-trace-file -v pppoe

ETHER: ----- Ether Header -----

ETHER:

ETHER: Packet 1 arrived at 6:35:2.77

ETHER: Packet size = 32 bytes

ETHER: Destination = ff:ff:ff:ff:ff:ff, (broadcast)

ETHER: Source = 8:0:20:78:f3:7c, Sun

ETHER: Ethertype = 8863 (PPPoE Discovery)

ETHER:

PPPoE: ----- PPP Over Ethernet -----

PPPoE:

PPPoE: Version = 1

PPPoE: Type = 1

PPPoE: Code = 9 (Active Discovery Initiation)

PPPoE: Session Id = 0

PPPoE: Length = 12 bytes

PPPoE:

PPPoE: ----- Service-Name -----

PPPoE: Tag Type = 257

PPPoE: Tag Length = 0 bytes

PPPoE:

PPPoE: ----- Host-Uniq -----

PPPoE: Tag Type = 259

PPPoE: Tag Length = 4 bytes

PPPoE: Data = Ox00000002

PPPoE:

.

.

.

ETHER: ----- Ether Header -----

ETHER:

ETHER: Packet 5 arrived at 6:35:2.87

ETHER: Packet size = 60 bytes

ETHER: Destination = 8:0:20:78:f3:7c, Sun)

ETHER: Source = 0:2:fd:39:7f:7,

ETHER: Ethertype = 8864 (PPPoE Session)
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ETHER:

PPPoE: ----- PPP Over Ethernet -----

PPPoE:

PPPoE: Version = 1

PPPoE: Type = 1

PPPoE: Code = 0 (PPPoE Session)

PPPoE: Session Id = 24383

PPPoE: Length = 20 bytes

PPPoE:

PPP: ----- Point-to-Point Protocol -----

PPP:

PPP-LCP: ----- Link Control Protocol -----

PPP-LCP:

PPP-LCP: Code = 1 (Configure Request)

PPP-LCP: Identifier = 80

PPP-LCP: Length = 18

専用回線の問題の解決
専用回線でもっとも一般的な問題は、パフォーマンスの低下です。ほとんどの場
合、問題を解決するためには、電話会社に相談する必要があります。

表 7–6 一般的な専用回線の問題

症状 問題 解決方法

接続が開始しない CSU BPV (CSU極性違反)が原因
の可能性があります。接続の一
方の側がAMI回線用に設定され
ており、もう一方の側が ESFの
B8ZS (Bit-8 Zero Substitute)用に設
定されています。

米国またはカナダのユーザーは、この問
題をCSU/DSUのメニューから直接解決で
きます。詳細は、CSU/DSUメーカーのド
キュメントを参照してください。

その他の地域のユーザーは、プロバイダ
がCSU BPVの解決策を用意している可能
性があります。

接続のパフォーマンスが非常に低い 接続上でトラフィックが持続し
ているときに、pppd debugの出
力がCRCエラーを示します。回
線に、電話会社とネットワーク
の間の誤った構成によって生じ
た時間の問題がある可能性があ
ります。

電話会社に連絡し、「ループ刻時」を使
用していたことを確認します。

構造化されていない専用回線では、刻時
を提供する必要がある場合がありま
す。北米のユーザーはループクロックを
使用するようにしてください。

専用回線の問題の解決
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認証の問題の診断と解決
次の表は、一般的な認証問題について説明したものです。

表 7–7 一般的な認証の問題

症状 問題 解決方法

pppd debug の出力が「Peer is not

authorized to use remote address

address」というメッセージを示す

PAP認証を使用しており、リ
モートピアの IPアドレスが
/etc/ppp/pap-secretsファイルに
存在しない

/etc/ppp/pap-secretsファイルで、ピアのエン
トリのあとにアスタリスク (*)を追加する

pppd debugの出力は LCPが起動し
ていることを示しているが、その
直後に終了してしまう

特定のセキュリティープロトコル
のデータベースでパスワードが間
違っている可能性がある

/etc/ppp/pap-secretsまたは
/etc/ppp/chap-secretsファイルでピアのパス
ワードを確認する

認証の問題の診断と解決
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Solaris PPP 4.0 (リファレンス)

この章では、Solaris PPP 4.0に関する詳細な概念情報を提供します。ここでは、次の
内容を説明します。

■ 115ページの「ファイルおよびコマンド行での PPPオプションの使用」
■ 123ページの「ユーザー独自のオプションの構成」
■ 124ページの「ダイアルインサーバーと通信するための情報の指定」
■ 127ページの「ダイアルアップリンクのモデム速度の構成」
■ 127ページの「ダイアルアップリンクでの会話の定義」
■ 138ページの「接続時の呼び出し元の認証」
■ 144ページの「呼び出し元の IPアドレス指定スキームの作成」
■ 146ページの「DSLサポート用の PPPoEトンネルの作成」

ファイルおよびコマンド行でのPPPオプションの使用
Solaris PPP 4.0には、PPP構成の定義に使用するオプションが多数含まれます。これ
らのオプションは、PPP構成ファイルまたはコマンド行で使用するほか、ファイル
での使用とコマンド行での使用を組み合わせることもできます。このセクションで
は、PPPオプションの構成ファイルでの使用と PPPコマンドの引数としての使用に
ついて詳細に説明します。

PPPオプションを定義する場所
Solaris PPP 4.0の構成は非常に柔軟です。PPPオプションを定義できる場所は次のと
おりです。

■ PPP構成ファイル
■ コマンド行で実行される PPPコマンド
■ 前記 2つの場所の組み合わせ

次の表に、PPP構成ファイルとコマンドを一覧表示します。
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表 8–1 PPP構成ファイルとコマンドのサマリー

ファイルまたはコマンド 説明 参照先

/etc/ppp/options たとえば、マシンがピアにピア自身の認証を
要求するかどうかなど、システム上のすべて
の PPPリンクにデフォルトで適用される特性
を含むファイル。このファイルがない場
合、スーパーユーザー以外のユーザーは PPP
の使用を禁止されます。

119ページの「/etc/ppp/options

構成ファイル」

/etc/ppp/options.ttyname シリアルポート ttyname上のすべての通信の
特性を記述するファイル。

121ページの「 /etc/ppp/options.
ttyname構成ファイル」

/etc/ppp/peers 通常、ダイアルアウトマシンが接続するピア
に関する情報を含むディレクトリ。この
ディレクトリ内のファイルは、pppdコマンド
の callオプションで使用されます。

124ページの「ダイアルイン
サーバーと通信するための情報の
指定」

/etc/ppp/peers/peer-name リモートピア peer-nameの特性を含むファイ
ル。通常、リモートピアの電話番号やピアと
の接続をネゴシエートするための chatスクリ
プトなどの特性が含まれます。

124ページ
の「/etc/ppp/peers/peer-name
ファイル」

/etc/ppp/pap-secrets パスワード認証プロトコル (PAP)の認証に必
要なセキュリティー資格を含むファイル。

138ページ
の「/etc/ppp/pap-secretsファイ
ル」

/etc/ppp/chap-secrets チャレンジハンドシェーク認証プロトコル
(CHAP)の認証に必要なセキュリティー資格を
含むファイル。

142ページ
の「/etc/ppp/chap-secretsファイ
ル」

~/.ppprc PPPユーザーのホームディレクトリ内の
ファイル。ダイアルインサーバーでもっとも
よく使用されます。このファイルには、各
ユーザーの構成に関する特定の情報が含まれ
ます。

123ページの「ダイアルイン
サーバーでの $HOME/.ppprcの構
成」

pppd options PPPリンクの開始および PPPリンクの特性の
説明のためのコマンドとオプション。

116ページの「PPPオプションの
処理方法」

PPPファイルの詳細は、pppd(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。pppd(1M)には、pppdで使用できるすべてのオプションに関する詳細な説明もあ
ります。すべての PPP構成ファイルのサンプルテンプレートは、/etc/pppにありま
す。

PPPオプションの処理方法
1. pppdデーモンが次を構文解析する。

ファイルおよびコマンド行での PPPオプションの使用
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Solaris PPP 4.0のすべての操作は、ユーザーが pppdコマンドを実行すると起動する
pppdデーモンによって処理されます。ユーザーがリモートピアを呼び出すと、次
が発生します。

■ /etc/ppp/options

■ $HOME/.ppprc

■ /etc/ppp/optionsまたは $HOME/.ppprcの中で fileまたは callオプションに
よって開かれたファイル

2. pppdがコマンド行を走査して使用中のデバイスを判定する。デーモンはまだ遭遇
したオプションを解釈しない。

3. pppdは次の条件に基づいて使用するシリアルデバイスを検出しようとする。

■ シリアルデバイスがコマンド行またはそれ以前に処理した構成ファイルで指定
されている場合、pppdはそのデバイス名を使用します。

■ シリアルデバイスが指定されていない場合、pppdはコマンド行で
notty、pty、または socketオプションを検索します。これらのオプションが
指定されている場合、pppdはデバイス名が存在しないとみなします。

■ 上記以外の場合で、標準入力が ttyに接続されていることを pppdが検出した場
合は、ttyの名前を使用します。

■ それでも pppdがシリアルデバイスを見つけられない場合は、接続を終了
し、エラーを発生させます。

4. pppdは次に /etc/ppp/options.ttynameファイルが存在するかどうかをチェックす
る。ファイルが見つかると、pppdはそのファイルを構文解析する。

5. pppdはコマンド行のオプションを処理する。

6. pppdはリンク制御プロトコル (LCP)のネゴシエーションを行い、接続を確立す
る。

7. (オプション)認証が必要な場合、pppdは、/etc/ppp/pap-secretsまたは
/etc/ppp/chap-secretsを読み取り、反対側のピアを認証する。

pppdデーモンがコマンド行またはほかの構成ファイルで call peer-nameオプションを
検出すると、/etc/ppp/peers/peer-nameファイルが読み取られます。

PPP構成ファイルにおける特権のしくみ
Solaris PPP 4.0構成には特権の概念が含まれます。特権は、特に、同じオプションが
複数の場所で呼び出された時に、構成オプションの優先度を判定します。特権
ソースから呼び出されたオプションは、非特権ソースから呼び出された同じオプ
ションよりも優先されます。

ファイルおよびコマンド行での PPPオプションの使用
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ユーザー特権
唯一の特権ユーザーは、UIDの値が 0のスーパーユーザー (root)です。その他のす
べてのユーザーは特権を与えられません。

ファイル特権
次に、所有者にかかわらず特権を与えられる構成ファイルを示します。

■ /etc/ppp/options

■ /etc/ppp/options.ttyname
■ /etc/ppp/peers/peer-name

$HOME/.ppprcは、ユーザーが所有するファイルです。$HOME/.ppprcおよびコマンド
行から読み取られたオプションは、pppdを起動しているユーザーが rootである場合
にだけ特権が与えられます。

fileオプションの引数は特権が与えられます。

オプション特権の意味
オプションの中には、呼び出したユーザーまたはソースが特権を与えられていない
と動作しないものがあります。コマンド行で呼び出されたオプションは、pppdコマ
ンドを実行中のユーザーの特権を割り当てられます。これらのオプションは、pppd

を起動しているユーザーが rootでなければ、特権が与えられません。

オプション ステータス 意味

domain 特権がある 使用には特権が必要です。

linkname 特権がある 使用には特権が必要です。

noauth 特権がある 使用には特権が必要です。

nopam 特権がある 使用には特権が必要です。

pam 特権がある 使用には特権が必要です。

plugin 特権がある 使用には特権が必要です。

privgroup 特権がある 使用には特権が必要です。

allow-ip addresses 特権がある 使用には特権が必要です。

name hostname 特権がある 使用には特権が必要です。

plink 特権がある 使用には特権が必要です。

noplink 特権がある 使用には特権が必要です。

plumbed 特権がある 使用には特権が必要です。

ファイルおよびコマンド行での PPPオプションの使用
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オプション ステータス 意味

proxyarp noproxyarpが指定されている場
合、特権がある

非特権ユーザーはこのオプションを優先指定できませ
ん。

defaultroute nodefaultrouteが特権ファイル
で、または特権ユーザーによって
設定されている場合、特権がある

非特権ユーザーはこのオプションを優先指定できませ
ん。

disconnect 特権ファイルで、または特権
ユーザーによって設定されている
場合、特権がある

非特権ユーザーはこのオプションを優先指定できませ
ん。

bsdcomp 特権ファイルで、または特権
ユーザーによって設定されている
場合、特権がある

非特権ユーザーは特権ユーザーが指定したサイズより
大きいコードサイズを指定できません。

deflate 特権ファイルで、または特権
ユーザーによって設定されている
場合、特権がある

非特権ユーザーは特権ユーザーが指定したサイズより
大きいコードサイズを指定できません。

connect 特権ファイルで、または特権
ユーザーによって設定されている
場合、特権がある

非特権ユーザーはこのオプションを優先指定できませ
ん。

init 特権ファイルで、または特権
ユーザーによって設定されている
場合、特権がある

非特権ユーザーはこのオプションを優先指定できませ
ん。

pty 特権ファイルで、または特権
ユーザーによって設定されている
場合、特権がある

非特権ユーザーはこのオプションを優先指定できませ
ん。

welcome 特権ファイルで、または特権
ユーザーによって設定されている
場合、特権がある

非特権ユーザーはこのオプションを優先指定できませ
ん。

ttyname 特権ファイルで設定されている場
合、特権がある

非特権ファイルで設定されている
場合、特権がない

pppdをだれが起動したかに関係な
く、スーパーユーザー特権で開かれます。

pppdを起動したユーザーの特権で開かれます。

/etc/ppp/options構成ファイル
ローカルマシン上のすべての PPP通信にグローバルオプションを定義するに
は、/etc/ppp/optionsファイルを使用します。/etc/ppp/optionsは特権ファイルで
す。pppdによって強制される規則ではありませんが、/etc/ppp/optionsは rootが所
有する必要があります。/etc/ppp/optionsで定義するオプションは、ほかのすべて
のファイルおよびコマンド行内で定義される同じオプションより優先されます。
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/etc/ppp/optionsで使用する可能性がある代表的なオプションを次に示します。

■ lock – UUCP形式のファイルロックを有効にします
■ noauth –マシンが呼び出し元を認証しないことを示します

注 – Solaris PPP 4.0ソフトウェアには、デフォルトの /etc/ppp/optionsファイルは含ま
れていません。pppdの動作に、/etc/ppp/optionsファイルは必要ありません。マシ
ンに /etc/ppp/optionsファイルがない場合、そのマシンで pppdを実行できるのは
rootだけです。

How to Define Communications Over the Serial Lineの説明に従って、テキストエ
ディタを使用して 57ページの「シリアル回線を介した通信を定義する方法」を作成
する必要があります。マシンがグローバルオプションを必要としない場合は、空の
/etc/ppp/optionsファイルを作成できます。これで、rootおよび一般ユーザーの両
方がローカルマシン上で pppdを実行できます。

/etc/ppp/options.tmplテンプレート
/etc/ppp/options.tmplには、/etc/ppp/optionsファイルに関する有用なコメントの
ほかに、グローバルな /etc/ppp/optionsファイルに共通の次の 3つのオプションが
含まれます。

lock

nodefaultroute

noproxyarp

オプション 定義

lock UUCP形式のファイルロックを有効にする

nodefaultroute デフォルトの送信経路を定義しないことを指定
する

noproxyarp proxyarpを許可しない

/etc/ppp/options.tmplをグローバルオプションファイルとして使用するに
は、/etc/ppp/options.tmplの名前を /etc/ppp/optionsに変更します。次に、サイト
の必要に応じてファイルの内容を変更します。

ファイルおよびコマンド行での PPPオプションの使用
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/etc/ppp/optionsファイルの例 (参照先)
/etc/ppp/optionsファイルの例は、次の節を参照してください。

■ ダイアルアウトマシン用は、57ページの「シリアル回線を介した通信を定義する
方法」を参照してください。

■ ダイアルインサーバー用は、64ページの「シリアル回線を介した通信を定義する
方法 (ダイアルインサーバー)」を参照してください。

■ ダイアルインサーバーでの PAPサポート用は、77ページの「PPP構成ファイルに
PAPサポートを追加する方法 (ダイアルインサーバー)」を参照してください。

■ ダイアルアウトマシンでの PAPサポート用は、80ページの「PPP構成ファイルに
PAPサポートを追加する方法 (ダイアルアウトマシン)」を参照してください。

■ ダイアルインサーバーでのCHAPサポート用は、 84ページの「PPP構成ファイル
にCHAPサポートを追加する方法 (ダイアルインサーバー)」を参照してくださ
い。

/etc/ppp/options. ttyname構成ファイル
シリアル回線上の通信の特性を /etc/ppp/options.ttynameファイルで構成できま
す。/etc/ppp/options.ttynameは特権ファイルです。既存の /etc/ppp/optionsおよび
$HOME/.ppprcファイルを構文解析したあとで pppdによって読み取られます。それ以
外の場合、pppdは /etc/ppp/optionsを構文解析したあと /etc/ppp/options.ttyname
を読み取ります。

ttynameは、ダイアルアップリンク、専用回線リンクの両方で使用されます。ttyname
は、モデムまたは ISDN TAが接続されている可能性があるマシン上の特定のシリア
ルポート (cua/a、cua/bなど)を表します。

/etc/ppp/options.ttynameファイルに名前を付けるときは、デバイス名にあるス
ラッシュ (/)をドット (.)に置き換えます。たとえば、デバイス cua/b用の options

ファイルの名前は /etc/ppp/options.cua.bになります。

注 – Solaris PPP 4.0が正常に動作するうえで、/etc/ppp/options.ttynameファイルは必
要ありません。サーバーが PPP用のシリアル回線を 1つだけ持ち、オプションはほ
とんど必要ない場合、必要なオプションを別の構成ファイルまたはコマンド行で指
定することができます。
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/etc/ppp/options.ttynameのダイアルインサーバーでの使用
ダイアルアップリンクでは、ダイアルインサーバー上のモデムが接続されているす
べてのシリアルポートごとに、/etc/ppp/options.ttynameファイルを個別に作成する
こともできます。通常のオプションは次のとおりです。

■ ダイアルインサーバーが必要とする IPアドレス
シリアルポート ttynameに着信する呼び出し元に特定の IPアドレスを使用させる
必要がある場合は、このオプションを設定します。使用するアドレス空間によ
り、予想される呼び出し元の数に比べて、PPPで使用可能な IPアドレスの数に制
限がある場合があります。その場合は、ダイアルインサーバー上の PPPで使用さ
れるシリアルインタフェースごとに IPアドレスを割り当てることを考えます。こ
の割り当ては、PPPに動的なアドレス指定を実装します。

■ asyncmap map-value
asyncmapオプションは、特定のモデムまたは ISDN TAがシリアル回線上で受け取
らない制御文字を割り当てます。xonxoffオプションを使用すると、pppdは自動
的に 0xa0000の asyncmapを設定します。
map-valueは、16進数で入力し、問題のある制御文字を指定します。

■ init "chat -U -f /etc/ppp/mychat"

initオプションは、chat -Uコマンド内の情報を使用して、シリアル回線上で通信
を開始するようにモデムに指示します。モデムは、/etc/ppp/mychatファイル内の
chat文字列を使用します。

■ pppd(1m)のマニュアルページに一覧表示されているセキュリティーパラメータ

/etc/ppp/options.ttynameのダイアルアウトマシンでの使用
ダイアルアウトシステムでは、モデムが接続されているシリアルポート用に
/etc/ppp/options.ttynameファイルを作成することも、あるいは
/etc/ppp/options.ttynameを使用しないでおくこともできます。

注 – Solaris PPP 4.0が正常に動作するうえで、/etc/ppp/options.ttynameファイルは必
要ありません。ダイアルアウトマシンが PPP用のシリアル回線を 1つだけ持ち、オ
プションはほとんど必要ない場合、必要なオプションを別の構成ファイルまたはコ
マンド行で指定することができます。

options.ttya.tmplテンプレートファイル
/etc/ppp/options.ttya.tmplファイルには、/etc/ppp/options.tty-nameファイルに関
して有用なコメントが含まれています。また、テンプレートには
/etc/ppp/options.tty-nameファイルに共通の次の 3つのオプションが含まれます。

38400

asyncmap 0xa0000

:192.168.1.1
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オプション 定義

38400 ポート ttyaでこのボーレートを使用する

asyncmap 0xa0000 ローカルマシンが接続に失敗したピアと通信できるよう
に asyncmap値 0xa0000を割り当てる

:192.168.1.1 接続上で着信しているすべてのピアに IPアドレス
192.168.1.1を割り当てる

サイトで /etc/ppp/options.ttya.tmplを使用するには、/etc/ppp/options.tmplの名
前を /etc/ppp/options.ttya-nameに変更します。ttya-nameをモデムが接続している
シリアルポートの名前に置き換えます。次に、サイトの必要に応じてファイルの内
容を変更します。

/etc/ppp/options.ttynameファイルの例 (参照先)
/etc/ppp/options.ttynameファイルの例は、次の節を参照してください。

■ ダイアルアウトマシン用は、57ページの「シリアル回線を介した通信を定義する
方法」を参照してください。

■ ダイアルインサーバー用は、64ページの「シリアル回線を介した通信を定義する
方法 (ダイアルインサーバー)」を参照してください。

ユーザー独自のオプションの構成
このセクションでは、ダイアルインサーバー上でユーザーを設定する方法について
詳細に説明します。

ダイアルインサーバーでの $HOME/.ppprcの構成
$HOME/.ppprcファイルは、独自の PPPオプションを構成するユーザーを対象として
います。管理者が、ユーザーのために $HOME/.ppprcを構成することもできます。

$HOME/.ppprc内のオプションは、ファイルを呼び出しているユーザーに特権がある
場合だけ、特権を与えられます。

呼び出し元が pppdコマンドを使って呼び出しを開始した場合、pppdデーモン
は、.ppprcファイルを 2番目に確認します。

ダイアルインサーバーで $HOME/.ppprcを設定する手順については、62ページの「ダ
イアルインサーバーのユーザーを設定する」を参照してください。
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ダイアルアウトマシンでの $HOME/.ppprcの構成
$HOME/.ppprcファイルは、ダイアルアウトマシン上で Solaris PPP 4.0が正常に動作す
るのに必要ではありません。ダイアルアウトマシンでは、特別な場合を除いて
$HOME/.ppprcも必要ありません。次を行う場合は、1つ以上の .ppprcファイルを作
成します。

■ 通信のニーズが異なる複数のユーザーが同じマシンからリモートピアを呼び出す
のを許可する場合。このような場合は、ダイアルアウトする必要がある各
ユーザーのホームディレクトリに個別の .ppprcファイルを作成します。

■ Van Jacobson圧縮を無効にするなど、接続に固有の問題を制御するオプションを
指定する必要がある場合。接続に関する問題のトラブルシューティングについて
は、James Carlsonによる『PPP Design, Implementation, and Debugging』および
pppd(1M)のマニュアルページを参照してください。

.ppprcファイルは、ダイアルインサーバーを構成するときにもっとも頻繁に使用さ
れるため、.ppprcの構成手順について 63ページの「ダイアルインサーバーの
ユーザーを構成する方法」を参照してください。

ダイアルインサーバーと通信するための情報の指定
ダイアルインサーバーと通信するには、サーバーに関する情報を収集し、いくつか
のファイルを編集する必要があります。特に大切なのは、ダイアルアウトマシンが
呼び出す必要があるすべてのダイアルインサーバーについて通信要件を構成する必
要があることです。ダイアルインサーバーに関する ISP電話番号などのオプション
は、/etc/ppp/options.ttynameファイルで指定できます。ただし、ピア情報
は、/etc/ppp/peers/peer-nameファイルで構成するのが最適です。

/etc/ppp/peers/peer-nameファイル

注 – /etc/ppp/peers/peer-nameファイルは、ダイアルアウトマシン上で Solaris PPP 4.0
が正常に動作するのに必要ではありません。

特定のピアと通信するための情報を指定するには、/etc/ppp/peers/peer-nameファイ
ルを使用します。/etc/ppp/peers/peer-nameを使用すると、一般ユーザーは、自分で
設定することを許可されていない、あらかじめ選択された特権オプションを呼び出
すことができます。

たとえば、非特権ユーザーの場合、noauthオプションが /etc/ppp/peers/peer-name
ファイルで指定されていると、noauthオプションをオーバーライドできませ
ん。ユーザーが、認証資格を提供されていない peerBへの接続を設定したいとしま
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す。ユーザーはスーパーユーザーとして、noauthオプションを含む
/etc/ppp/peers/peerBファイルを作成できます。noauthは、ローカルマシンが peerB

からの呼び出しを認証しないことを示します。

pppdデーモンは、次のオプションを検出すると、/etc/ppp/peers/peer-nameを読み取
ります。

call peer-name

ダイアルアウトマシンが通信する必要があるターゲットピアごとに
/etc/ppp/peers/peer-nameファイルを作成できます。これは、スーパーユーザーの権
限がなくても特定のダイアルアウト接続を呼び出すことを一般ユーザーに許可でき
る点で特に便利です。

/etc/ppp/peers/peer-nameで指定する代表的なオプションを次に示します。

■ user user-name

PAPまたはCHAP認証を行う場合に、ダイアルアウトマシンのログイン名として
user-nameをダイアルインサーバーに指定します。

■ remotename peer-name

peer-nameをダイアルインマシンの名前として使用します。remotename

は、/etc/ppp/pap-secretsまたは /etc/ppp/chap-secretsファイルを走査するとき
に、PAPまたはCHAP認証と連携して使用されます。

■ connect "chat chat_script ..."

chatスクリプト内の命令を使ってダイアルインサーバーへの通信を開きます。
■ noauth

通信開始時に、ピア peer-nameの認証を行いません。
■ noipdefault

ピアとのネゴシエーションに使用される初期 IPアドレスを 0.0.0.0に設定しま
す。ほとんどの ISPへの接続を設定するときに noipdefaultを使用すると、ピア間
で容易に IPCPネゴシエーションを行うことができます。

■ defaultroute

接続上で IPが確立されたときに、デフォルトの IPv4ルートをインストールしま
す。

特定のターゲットピアに適用する可能性がある上記以外のオプションについて
は、pppd(1M)のマニュアルページを参照してください。
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/etc/ppp/peers/myisp.tmplテンプレートファイル
/etc/ppp/peers/myisp.tmplファイルには、/etc/ppp/peers/peer-nameファイルに関し
て有用なコメントが含まれています。また、テンプレートに
は、/etc/ppp/peers/peer-nameファイルで使用する可能性がある次の一般的なオプ
ションが含まれます。

connect "/usr/bin/chat -f /etc/ppp/myisp-chat"
user myname

remotename myisp

noauth

noipdefault

defaultroute

updetach

noccp

オプション 定義

connect "/usr/bin/chat -f /etc/ppp/myisp-chat" chatスクリプト /etc/ppp/myisp-chatを使ってピアを
呼び出します。

user myname このアカウント名をローカルマシンに使用しま
す。mynameは、ピアの /etc/ppp/pap-secretsファイ
ル内でのこのマシンの名前です。

remotename myisp myispをローカルマシンの /etc/ppp/pap-secrets

ファイル内のピア名として認識します。

noauth 認証資格を提供するためのピアの呼び出しを要求し
ません。

noipdefault ローカルマシンにデフォルトの IPアドレスを使用し
ません。

defaultroute ローカルマシンに割り当てられているデフォルト
ルートを使用します。

updetach 標準出力ではなく、PPPログファイル内にエラーを
記録します。

noccp CCP圧縮を使用しません。

サイトで /etc/ppp/peers/myisp.tmplを使用するには、/etc/ppp/peers/myisp.tmplの
名前を /etc/ppp/peers/peer-nameに変更します。peer-nameは、呼び出されるピアの
名前に置き換えます。次に、サイトの必要に応じてファイルの内容を変更します。
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/etc/ppp/peers/peer-nameファイルの例 (参照先)
/etc/ppp/peers/peer-nameファイルの例は、次の節を参照してください。

■ ダイアルアウトマシン用は、59ページの「個々のピアとの接続を定義する方
法」を参照してください。

■ 専用回線上のローカルマシン用は、70ページの「専用回線上のマシンの構成方
法」を参照してください。

■ ダイアルアウトマシンでの PAP認証のサポート用は、80ページの「PPP構成
ファイルに PAPサポートを追加する方法 (ダイアルアウトマシン)」を参照してく
ださい。

■ ダイアルアウトマシンでのCHAP認証のサポート用は、86ページの「PPP構成
ファイルにCHAPサポートを追加する方法 (ダイアルアウトマシン)」を参照して
ください。

■ クライアントシステムでの PPPoEのサポート用は、90ページの「PPPoEクライア
ントの設定」を参照してください。

ダイアルアップリンクのモデム速度の構成
モデムの構成で重要なのは、モデムが動作する速度の指定です。Sun Microsystemsの
コンピュータで使用するモデムには、次のガイドラインを適用してください。

■ 旧 SPARCシステム –システムに添付されているハードウェアドキュメントを確認
します。SPARCstationマシンの多くは、38400 bpsを超えないモデム速度を要求し
ます。

■ UltraSPARCマシン –モデム速度を 115200 bpsに設定します。これは、最新のモデ
ムで使用でき、ダイアルアップリンクに十分な速度です。デュアルチャネル
ISDN TAを圧縮して使用する場合は、モデム速度を上げる必要がありま
す。UltraSPARCでの最大値は非同期接続で 460800 bpsです。

ダイアルアウトマシンでは、/etc/ppp/peers/peer-nameなどの PPP構成ファイルでモ
デム速度を設定するか、あるいは pppdのオプションとして速度を指定します。

ダイアルインサーバーでは、61ページの「ダイアルインサーバーにデバイスを構成
する」で説明したように、ttymon機能を使って速度を設定する必要があります。

ダイアルアップリンクでの会話の定義
ダイアルアウトマシンとそのリモートピアは、さまざまな命令をネゴシエーション
したり交換したりして PPPリンク上で通信します。ダイアルアウトマシンを構成す
るときは、ローカルおよびリモートモデムから要求される命令の内容を判定する必
要があります。次に、その命令を含む chatスクリプトと呼ばれるファイルを作成し
ます。このセクションでは、モデムの構成および chatスクリプトの作成について説
明します。
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chatスクリプトの内容
ダイアルアウトマシンが接続する必要があるリモートピアは、通常、それぞれピア
自身の chatスクリプトを必要とします。

注 – chatスクリプトは、通常、ダイアルアップリンクだけで使用されます。専用回線
リンクは、起動時の構成が必要な非同期インタフェースを使用しないかぎり、chat
スクリプトを使用しません。

chatスクリプトの内容は、モデムまたは ISDN TAの要件、およびリモートピアの要
件によって決まります。スクリプトの内容は、一連の送信予期文字列として表示さ
れます。ダイアルアウトマシンとリモートピアは、この文字列を通信の開始処理時
に交換します。

予期文字列には、会話を開始するためにダイアルアウトホストマシンがリモートピ
アから受け取ると予想される文字が含まれます。送信文字列には、ダイアルアウト
マシンが、予期文字列を受け取ったあとでリモートピアに送信する文字が含まれま
す。

chatスクリプト内の情報には、通常、次が含まれます。
■ モデムコマンド。しばしばATコマンドと呼ばれる。モデムが電話を通じて
データを伝送することを可能にする

■ ターゲットピアの電話番号

この電話番号は、ISPまたは企業サイトのダイアルインサーバー、あるいは個別
のマシンが要求する番号の場合がある。

■ タイムアウト値 (必要な場合)
■ リモートピアからの予想されるログインシーケンス
■ ダイアルアウトマシンが送信するログインシーケンス

chatスクリプトの例
このセクションでは、独自の chatスクリプトを作成する際の参考になる chatスクリ
プトの例を紹介します。モデムメーカーのガイドや ISPおよびほかのターゲットホス
トからの情報には、モデムおよびターゲットピアの chatの要件が含まれていま
す。また、数多くの PPP Webサイトで chatスクリプトのサンプルが提供されていま
す。

基本のモデム chatスクリプト
次は、独自の chatスクリプトを作成するためのテンプレートとして使用できる基本
の chatスクリプトです。
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ABORT BUSY

ABORT ’NO CARRIER’

REPORT CONNECT

TIMEOUT 10

"" AT&F1M0&M5S2=255

SAY "Calling myserver\n"
TIMEOUT 60

OK "ATDT1-123-555-1212"
ogin: pppuser

ssword: \q\U

% pppd

次の表では、chatスクリプトの内容を説明します。

スクリプトの内容 意味

ABORT BUSY モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け取った場合、伝送を中
止します。

ABORT ’NO CARRIER’ ダイアル時にモデムが ABORT ’NO CARRIER’を報告した場合、伝送を中止
します。このメッセージは、通常、ダイアルまたはモデムのネゴシ
エーションが失敗したときに発生します。

REPORT CONNECT CONNECT文字列をモデムから収集し、その文字列を出力します。

TIMEOUT 10 初期タイムアウトを 10秒に設定します。モデムの応答は即時であるべ
きです。

"" AT&F1M0&M5S2=255 M0 –接続中、スピーカーをオフに設定します。

&M5 –モデムにエラー制御を要求させます。

S2=255 – TIES “+++”ブレークシーケンスを無効にします。

SAY "Calling myserver\n" ローカルマシン上に「Calling myserver (myserverを呼び出し中)」の
メッセージを表示します。

TIMEOUT 60 タイムアウトを 60秒にリセットし、接続ネゴシエーションにより多く
の時間を割り当てます。

OK "ATDT1-123-555-1212" 電話番号 1-123-555-1212を使ってリモートピアに発信します。

ogin: pppuser UNIX方式のログインを使ってピアにログインします。ユーザー名
pppuserを指定します。

ssword: \q\U \q – -vオプションを使ってデバッグする場合、ログをとりません。

\U – -Uのあとに続く文字列の内容をこの位置に挿入します。文字列はコ
マンド行に指定されるもので、通常はパスワードが含まれます。

% pppd %シェルプロンプトを待ち、pppdコマンドを実行します。
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/etc/ppp/myisp-chat.tmpl chatスクリプトテンプレート
このリリースには、ユーザーが自分のサイトで使用するために変更できる
/etc/ppp/myisp-chat.tmplという chatスクリプトテンプレートが用意されていま
す。/etc/ppp/myisp-chat.tmplは、基本のモデム chatスクリプトと似ていますが、ロ
グインシーケンスが含まれていません。

ABORT BUSY

ABORT ’NO CARRIER’

REPORT CONNECT

TIMEOUT 10

"" "AT&F1"
OK "AT&C1&D2"
SAY "Calling myisp\n"
TIMEOUT 60

OK "ATDT1-123-555-1212"
CONNECT \c

スクリプトの内容 意味

ABORT BUSY モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け取った場
合、伝送を中止します。

ABORT ’NO CARRIER ダイアル時にモデムが ABORT ’NO CARRIER’を報告した場
合、伝送を中止します。このメッセージは、通常、ダイア
ルまたはモデムのネゴシエーションが失敗したときに発生
します。

REPORT CONNECT CONNECT文字列をモデムから収集し、その文字列を出力し
ます。

TIMEOUT 10 初期タイムアウトを 10秒に設定します。モデムの応答は即
時であるべきです。

"" "AT&F1" モデムを出荷時のデフォルトにリセットします。

OK "AT&C1&D2" モデムをリセットします。その結果、&C1では、モデムか
らのDCDがキャリアを追跡します。リモート側がなんらか
の理由で電話を切った場合、DCDはドロップします。

&D2では、DTRのHigh-Low遷移により、モデムが「オン
フック」状態になるか、またはハングアップします。

SAY "Calling myisp\n" ローカルマシン上に「Calling myisp (myispを呼び出し
中)」のメッセージを表示します。

TIMEOUT 60 タイムアウトを 60秒にリセットし、接続ネゴシエーション
により多くの時間を割り当てます。

OK "ATDT1-123-555-1212" 電話番号 1-123-555-1212を使ってリモートピアに発信しま
す。
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スクリプトの内容 意味

CONNECT \c 反対側のピアのモデムからの CONNECTメッセージを待ちま
す。

ISPを呼び出すためのモデムの chatスクリプト
ダイアルアウトマシンからU.S. Robotics Courierモデムを使用して ISPを呼び出すに
は、テンプレートとして次の chatスクリプトを使用します。

ABORT BUSY

ABORT ’NO CARRIER’

REPORT CONNECT

TIMEOUT 10

"" AT&F1M0&M5S2=255

SAY "Calling myisp\n"
TIMEOUT 60

OK "ATDT1-123-555-1212"
CONNECT \c

\r \d\c

SAY "Connected; running PPP\n"

次の表では、chatスクリプトの内容を説明します。

スクリプトの内容 意味

ABORT BUSY モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け取った場合、伝送を中
止します。

ABORT ’NO CARRIER’ モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け取った場合、伝送を中
止します。

REPORT CONNECT CONNECT文字列をモデムから収集し、その文字列を出力します。

TIMEOUT 10 初期タイムアウトを 10秒に設定します。モデムの応答は即時であるべ
きです。

"" AT&F1M0M0M0M0&M5S2=255 M0 –接続中、スピーカーをオフに設定します。

&M5 –モデムにエラー制御を要求させます。

S2=255 – TIES “+++”ブレークシーケンスを無効にします。

SAY "Calling myisp\n" ローカルマシン上に「Calling myisp (myispを呼び出し中)」の
メッセージを表示します。

TIMEOUT 60 タイムアウトを 60秒にリセットし、接続ネゴシエーションにより多く
の時間を割り当てます。

OK "ATDT1-123-555-1212" 電話番号 1-123-555-1212を使ってリモートピアに発信します。

CONNECT \c 反対側のピアのモデムからの CONNECTメッセージを待ちます。

\r \d\c CONNECTメッセージの最後まで待ちます。
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スクリプトの内容 意味

SAY “Connected; running PPP\n” ローカルマシン上に「Connected; running PPP (接続完了。PPPを実行
中)」という通知メッセージを表示します。

UNIX方式ログイン用に拡張された基本の chatスクリプト
次の chatスクリプトは、Oracle SolarisのリモートピアまたはほかのUNIXタイプのピ
アを呼び出すために基本のスクリプトを拡張したものです。この chatスクリプト
は、58ページの「ピアを呼び出すための命令群を作成する方法」で使用されていま
す。

SAY "Calling the peer\n"
TIMEOUT 10

ABORT BUSY

ABORT ’NO CARRIER’

ABORT ERROR

REPORT CONNECT

"" AT&F1&M5S2=255

TIMEOUT 60

OK ATDT1-123-555-1234

CONNECT \c

SAY "Connected; logging in.\n"
TIMEOUT 5

ogin:--ogin: pppuser

TIMEOUT 20

ABORT ’ogin incorrect’

ssword: \qmypassword

"% " \c

SAY "Logged in. Starting PPP on peer system.\n"
ABORT ’not found’

"" "exec pppd"
~ \c

次の表では、chatスクリプトのパラメータを説明します。

スクリプトの内容 意味

TIMEOUT 10 初期タイムアウトを 10秒に設定します。モデムの応答は即
時であるべきです。

ABORT BUSY モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け取った場
合、伝送を中止します。

ABORT ’NO CARRIER’ モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け取った場
合、伝送を中止します。

ABORT ERROR モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け取った場
合、伝送を中止します。

REPORT CONNECT CONNECT文字列をモデムから収集し、その文字列を出力しま
す。
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スクリプトの内容 意味

"" AT&F1&M5S2=255 &M5 –モデムにエラー制御を要求させます。

S2=255 – TIES “+++”ブレークシーケンスを無効にします。

TIMEOUT 60 タイムアウトを 60秒にリセットし、接続ネゴシエーション
により多くの時間を割り当てます。

OK ATDT1-123-555-1234 電話番号 1-123-555-1212を使ってリモートピアに発信しま
す。

CONNECT \c 反対側のピアのモデムからの CONNECTメッセージを待ちま
す。

SAY "Connected; logging in.\n" 「Connected; logging in (接続完了。ログイン中)」という通
知メッセージを表示して、ユーザーのステータスを知らせ
ます。

TIMEOUT 5 タイムアウトを変更し、ログインプロンプトを迅速に表示
できるようにします。

ogin:--ogin: pppuser ログインプロンプトを待ちます。ログインプロンプトを受
け取らなかった場合は、RETURNを送信して待機しま
す。次にユーザー名 pppuserをピアに送信します。この後に
続くシーケンスは、ほとんどの ISPから PAPログインと呼ば
れています。ただし、PAP認証とはまったく無関係です。

TIMEOUT 20 タイムアウトを 20秒に変更し、パスワードの検証により多
くの時間をかけられるようにします。

ssword: \qmysecrethere ピアからのパスワードプロンプトを待ちます。プロンプト
を受け取ると、パスワード \qmysecrethereを送信しま
す。\qは、パスワードがシステムログファイルに書き込ま
れるのを防ぎます。

"% " \c ピアからのシェルプロンプトを待ちます。chatスクリプトは
Cシェルを使用します。ユーザーが異なるシェルを使ってロ
グインすることを希望する場合は、この値を変更します。

SAY "Logged in. Starting PPP on peer system.\n" 「Logged in. Starting PPP on peer system」という通知
メッセージを表示して、ユーザーのステータスを知らせま
す。

ABORT ’not found’ シェルがエラーに遭遇した場合、伝送を中止します。

"" "exec pppd" ピア上で pppdを起動します。

~ \c PPPがピア上で開始するのを待ちます。

ISPは、CONNECT \cの直後に PPPを開始することをしばしば「PAPログイン」といい
ます。しかし、実際には、PAPログインは PAP認証とは無関係です。
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ogin:--ogin: pppuser句は、ダイアルインサーバーからのログインプロンプトに対し
てユーザー名 pppuserを送信するようにモデムに指示します。pppuserは、ダイアル
インサーバー上のリモートユーザー user1用に作成された専用の PPPユーザーアカ
ウント名です。ダイアルインサーバー上に PPPユーザーアカウントを作成する方法
については、63ページの「ダイアルインサーバーのユーザーを構成する方法」を参
照してください。

外部 ISDN TA用 chatスクリプト
次の chatスクリプトは、ダイアルアウトマシンから ZyXEL omni.net. ISDN TAを
使って呼び出すためのものです。

SAY "Calling the peer\n"
TIMEOUT 10

ABORT BUSY

ABORT ’NO CARRIER’

ABORT ERROR

REPORT CONNECT

"" AT&FB40S83.7=1&K44&J3X7S61.3=1S0=0S2=255

OK ATDI18882638234

CONNECT \c

\r \d\c

SAY "Connected; running PPP\n"

次の表では、chatスクリプトのパラメータを説明します。

スクリプトの内容 意味

SAY "Calling the peer" ダイアルアウトマシンの画面上にこのメッセージを表
示します。

TIMEOUT 10 初期タイムアウトを 10秒に設定します。

ABORT BUSY モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け
取った場合、伝送を中止します。

ABORT ’NO CARRIER’ モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け
取った場合、伝送を中止します。

ABORT ERROR モデムが反対側のピアからこのメッセージを受け
取った場合、伝送を中止します。

REPORT CONNECT CONNECT文字列をモデムから収集し、その文字列を出
力します。
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スクリプトの内容 意味

"" AT&FB40S83.7=1&K44&J3X7S61.3=1S0=0S2=255 この行内の文字は、次を意味します。
■ &F –出荷時のデフォルトを使用します
■ B40 –非同期 PPP変換を実行します
■ S83.7=1 –スピーチベアラーにデータを使用します
■ &K44 – CCP圧縮を有効にします
■ &J3 – MPを有効にします
■ X7 – DCE側のレートを報告します
■ S61.3=1 –パケット断片化を使用します
■ S0=0 –自動応答を行いません
■ S2=255 – TIESエスケープを無効にします

OK ATDI18882638234 ISDN呼び出しを行います。マルチリンクでは、2番目
の呼び出しは、同じ電話番号に対して行われます。こ
れは、通常、ほとんどの ISPの条件です。リモートピ
アが 2番目の電話番号に異なる番号を要求する場合
は、「+nnnn」を付け加えます。nnnnは 2番目の電話
番号を表します。

CONNECT \c 反対側のピアのモデムからの CONNECTメッセージを待
ちます。

\r \d\c CONNECTメッセージの最後まで待ちます。

SAY "Connected; running PPP\n" ダイアルアウトマシンの画面上にこのメッセージを表
示します。

chatスクリプトのオプションの説明およびその他の詳細な情報について
は、chat(1M)のマニュアルページを参照してください。expect-send文字列の説明に
ついては、187ページの「/etc/uucp/SystemsファイルのChat-Scriptフィールド」を
参照してください。

その他の chatスクリプト例の参照先
数多くのWebサイトで、chatスクリプトのサンプルとスクリプト作成のヒントが提
供されています。たとえば、http://ppp.samba.org/ppp/index.htmlを参照してくださ
い。

chatスクリプトの呼び出し
chatスクリプトを呼び出すには、connectオプションを使用します。PPP構成ファイ
ルまたはコマンド行で connect "chat ..."を使用できます。

chatスクリプトは実行可能ではありませんが、connectによって呼び出されるプログ
ラムは実行可能でなければなりません。connectによって呼び出されるプログラムと
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して chatユーティリティーを使用することがあります。この場合、-fオプションを
使用して chatスクリプトを外部ファイルに保存すると、chatスクリプトファイルは
実行可能にはなりません。

chat(1m)で説明されている chatプログラムは、実際の chatスクリプトを実行しま
す。pppdデーモンは、pppdが connect "chat ..."オプションを検出すると必ず、chat

プログラムを起動します。

注 – Perlや Tclなどの外部プログラムを使って機能を拡張した chatスクリプトを作成
することもできます。chatユーティリティーは、ユーザーの便宜を図るために提供
されています。

▼ chatスクリプトを呼び出す方法 (タスク)
ASCIIファイル形式で chatスクリプトを作成します。

次の構文を使用して、任意のPPP構成ファイル内で chatスクリプトを呼び出しま
す。
connect ’chat -f /etc/ppp/chatfile’

-fフラグは、ファイル名があとに続くことを示します。/etc/ppp/chatfileは、chat
ファイルの名前を表します。

外部 chatファイルの読み取り権を pppdコマンドを実行するユーザーに与えます。

注意 – connect ’chat ...’オプションが特権ソースから呼び出された場合でも、chat
プログラムは、常にユーザーの権限と連携して実行します。したがって、-fオプ
ションを使って読み取る個別の chatファイルを呼び出すユーザーは、そのファイル
の読み取り権を備えている必要があります。chatスクリプトにパスワードやその他
の機密情報が含まれる場合、この特権はセキュリティーの問題にかかわる可能性が
あります。

インライン chatスクリプト

次に示すように、chatスクリプトの全会話を 1つの行に入れることができます。

connect ’chat "" "AT&F1" OK ATDT5551212 CONNECT "\c"’

chatスクリプトは、chatキーワードのあとに続きます。スクリプトは "\c"’で終了し
ます。この形式は、pppdの引数として、PPP構成ファイルまたはコマンド行で使用
できます。

1

2

3

例8–1
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外部ファイル内の chatスクリプト

特定のピアで必要な chatスクリプトが長くて複雑な場合は、スクリプトを別ファイ
ルとして作成することを考えます。外部 chatファイルは、簡単に維持、作成できま
す。ハッシュ記号 (#)のあとに続けて chatファイルについてのコメントを追加できま
す。

外部ファイルに含まれる chatスクリプトの使用については、58ページの「ピアを呼
び出すための命令群を作成する方法」の手順を参照してください。

実行可能な chatファイルの作成
実行可能なスクリプトの chatファイルを作成して、ダイアルアップリンクが開始さ
れたときに自動的に実行されるようにできます。これにより、接続開始時に、従来
の chatスクリプトに含まれるコマンドのほかに、パリティー設定のための sttyのよ
うな追加コマンドを実行できます。

この実行可能な chatスクリプトは、7ビット長/偶数パリティーを要求する旧スタイ
ルのUNIXシステムにログインし、PPP実行時に 8ビット長/パリティーなしに移行
します。

#!/bin/sh

chat "" "AT&F1" OK "ATDT555-1212" CONNECT "\c"
stty evenp

chat ogin: pppuser ssword: "\q\U" % "exec pppd"
stty -evenp

▼ 実行可能な chatプログラムを作成する方法
テキストエディタを使用して、前述の例のような実行可能な chatプログラムを作成
します。

chatプログラムを実行可能にします。
# chmod +x /etc/ppp/chatprogram

chatプログラムを呼び出します。
connect /etc/ppp/chatprogram

chatプログラムの場所は、/etc/pppファイルシステム内である必要はありませ
ん。chatプログラムは任意の場所に保存できます。

参考

1

2

3
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接続時の呼び出し元の認証
このセクションでは、PPP認証プロトコルの動作と認証プロトコルに関連する
データベースについて説明します。

パスワード認証プロトコル (PAP)
PAP認証は、UNIXの loginプログラムと動作が多少似ていますが、PAPは
ユーザーにシェルアクセスを許可しない点が異なります。PAPは、PPP構成ファイル
と /etc/ppp/pap-secretsファイルの形式の PAPデータベースを使って認証を設定し
ます。また、PAPセキュリティー資格の定義にも /etc/ppp/pap-secretsを使用しま
す。この資格には、ピア名 (PAPの用語では「ユーザー名」)とパスワードが含まれま
す。また、ローカルマシンへの接続を許可されている呼び出し元に関する情報も含
まれます。PAPのユーザー名とパスワードは、パスワードデータベース内のUNIX
ユーザー名およびパスワードと同じものにすることも、違うものにすることもでき
ます。

/etc/ppp/pap-secretsファイル
PAPデータベースは、/etc/ppp/pap-secretsファイルに実装されています。認証が成
功するためには、PPPリンクの両側にある各マシンで、/etc/ppp/pap-secretsファイ
ル内に適切に構成された PAP資格が必要です。呼び出し元 (認証される側)
は、/etc/ppp/pap-secretsファイルまたは旧バージョンの +uaファイルの user列お
よび password列で資格を提供します。サーバー (認証する側)は、UNIXの passwd

データベースまたは PAM機能により /etc/ppp/pap-secrets内の情報と対照してこの
資格の妥当性を検証します。

/etc/ppp/pap-secretsファイルの構文は、次のとおりです。

myclient ISP-server mypassword *

パラメータの意味は次のとおりです。

myclient 呼び出し元の PAPユーザー名。この名前は、呼び出し元のUNIX
ユーザー名と同じ場合があります。特に、ダイアルインサーバーが
PAPの loginオプションを使用する場合は、多くの場合同じになりま
す。

ISP-server リモートマシンの名前。ダイアルインサーバーである場合がしばしば
あります。

mypassword 呼び出し元の PAPパスワード。

* 呼び出し元に関連付けられている IPアドレス。任意の IPアドレスを
表すには、アスタリスク (*)を使用します。
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PAPパスワードの作成
PAPパスワードは、接続上をクリアテキストで (読み取り可能なASCII形式で)送信
されます。呼び出し元 (認証される側)では、PAPパスワードを次のどこかにクリア
テキストで格納する必要があります。

■ /etc/ppp/pap-secrets内
■ 別の外部ファイル内
■ pap-secrets @機能による名前付きパイプ内
■ pppdのオプションとして、コマンド行上または PPP構成ファイル内のどちらか
■ +uaファイルを介して

サーバー (認証する側)では、PAPパスワードは、次のどれかの方法で隠すことがで
きます。

■ pap-secretsファイル内で papcryptを指定し、crypt(3C)によってハッシュ化され
たパスワードを使用する。

■ pppdに loginオプションを指定し、パスワード列に二重引用符 ("")を入れること
により pap-secretsファイルからパスワードを除外する。この場合、認証はUNIX
の passwdデータベースまたは PAMメカニズムを利用して行われます。

PAP認証時の動作
PAP認証は、次の順序で発生します。
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1. 呼び出し元 (認証される側)がリモートピア (認証する側)を呼び出し、接続ネゴシ
エーションの一環として PAPユーザー名とパスワードを伝えます。

2. ピアは、/etc/ppp/pap-secretsファイルで呼び出し元の識別情報を検証しま
す。PAPの loginオプションを使用する場合は、呼び出し元のユーザー名とパス
ワードの検証にパスワードデータベースが使用されます。

3. 認証が成功すると、ピアは呼び出し元との接続ネゴシエーションを継続しま
す。認証に失敗すると、接続は切られます。

4. (オプション)呼び出し元がリモートピアからの応答を認証する場合は、リモート
ピアが自身の PAP資格を呼び出し元に送信する必要があります。したがって、リ
モートピアは認証される側になり、呼び出し側は認証する側になります。

5. (オプション)最初の呼び出し元が自身の /etc/ppp/pap-secretsを読み取り、リ
モートピアの識別情報を検証します。

注 –最初の呼び出し元がリモートピアに認証資格を要求する場合は、手順 1と手
順 4が並行して行われます。

図 8–1 PAP認証処理
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ピアが認証されると、ネゴシエーションが継続されます。認証されない場合
は、接続が切られます。

6. 呼び出し元とピアのネゴシエーションは、接続の確立に成功するまで継続されま
す。

/etc/ppp/pap-secretsでの loginオプションの使用
PAP資格を認証するための loginオプションを PPP構成ファイルに追加できます。た
とえば /etc/ppp/optionsで loginを指定した場合、pppdは呼び出し元の PAP資格が
のパスワードデータベース内に存在するかどうかを検証します。次に、loginオプ
ションを追加した /etc/ppp/pap-secretsファイルの形式を示します。

joe * "" *

sally * "" *

sue * "" *

パラメータの意味は次のとおりです。

呼び出し元 joe、sally、sueは、承認された呼び出し元の名前です。

サーバー アスタリスク (*)は、任意のサーバー名が有効であることを示しま
す。nameオプションは PPP構成ファイルでは必須ではありません。

パスワード 二重引用符は、任意のパスワードが有効であることを示します。

この列にパスワードがある場合、ピアからのパスワードは、PAPパス
ワードとUNIX passwdデータベースの両方に一致しなければなりませ
ん。

IPアドレス アスタリスク (*)は、任意の IPアドレスが許可されることを示しま
す。

チャレンジハンドシェーク認証プロトコル (CHAP)
CHAP認証は、「チャレンジ」と「応答」という概念を使用します。つまり、ピア
(認証する側)は識別情報を証明するために呼び出し元 (認証される側)にチャレンジ
します。チャレンジには、乱数、および認証する側によって生成された一意の IDが
含まれます。呼び出し元は、ID、乱数、および呼び出し元のCHAPセキュリ
ティー資格を使って適切な応答 (ハンドシェーク)を生成しピアに送信します。

CHAPセキュリティー資格には、CHAPユーザー名とCHAP「シークレット」が含ま
れます。CHAPシークレットは、PPPリンクネゴシエーションを行う前に、あらかじ
め呼び出し元とピアの両方が知っている任意の文字列です。CHAPセキュリ
ティー資格は、CHAPデータベース /etc/ppp/chap-secrets内で構成します。

接続時の呼び出し元の認証
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/etc/ppp/chap-secretsファイル
CHAPデータベースは、/etc/ppp/chap-secretsファイルに実装されています。認証
が成功するためには、PPPリンクの両側にある各マシンで、/etc/ppp/chap-secrets

ファイル内に互いのマシンのCHAP資格が必要です。

注 – PAPと異なり、共有シークレットは、両方のピアでクリアテキストでなければな
りません。CHAPでは、crypt、PAM、または PPPログインオプションは使用できま
せん。

/etc/ppp/chap-secretsファイルの構文は、次のとおりです。

myclient myserver secret5748 *

パラメータの意味は次のとおりです。

myclient 呼び出し元のCHAPユーザー名。呼び出し元のUNIXユーザー名と同
じ名前にすることも、違う名前にすることもできます。

myserver リモートマシンの名前。ダイアルインサーバーである場合がしばしば
あります。

secret5748 呼び出し元のCHAPシークレット。

注 – PAPパスワードと異なり、CHAPシークレットは送信されませ
ん。CHAPシークレットは、ローカルマシンが応答を処理するときに
使用されます。

* 呼び出し元に関連付けられている IPアドレス。任意の IPアドレスを
表すには、アスタリスク (*)を使用します。

CHAP認証時の動作
CHAP認証は、次の順序で発生します。
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1. 通信を開始しようとする 2つのピアが、PPPリンクのネゴシエーション時に認証
に使用するシークレットについて合意します。

図 8–2 CHAP認証手順
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2. 両方のマシンの管理者が、シークレット、CHAPユーザー名、その他のCHAP資
格をそれぞれのマシンの /etc/ppp/chap-secretsデータベースに追加します。

3. 呼び出し元 (認証される側)がリモートピア (認証する側)を呼び出します。
4. 認証する側が乱数と IDを生成し、それらを認証される側にチャレンジとして送
信します。

5. 認証される側は、/etc/ppp/chap-secretsデータベース内でピアの名前とシーク
レットを調べます。

6. 認証される側は、シークレットとピアの乱数チャレンジにMD5計算アルゴリズ
ムを適用することにより、応答を計算します。次に、認証される側は、認証する
側に結果を応答として送信します。

7. 認証する側は、/etc/ppp/chap-secretsデータベース内で認証される側の名前と
シークレットを調べます。

8. 認証する側は、チャレンジとして生成された数値と /etc/ppp/chap-secrets内の
認証される側のシークレットにMD5を適用することにより、自身の数値を計算
します。

9. 認証する側は、呼び出し元からの応答と結果を比較します。2つの数字が同じ場
合、ピアは、呼び出し元の認証に成功し、接続ネゴシエーションが続けられま
す。認証されない場合は、接続が切られます。

呼び出し元の IPアドレス指定スキームの作成
リモートユーザーごとに一意の IPアドレスを割り当てる代わりに、すべての着呼の
ために 1つ以上の IPアドレスを作成することを考えます。専用 IPアドレスは、予想
される呼び出し元の数が、ダイアルインサーバー上のシリアルポートとモデムの数
を上回る場合、特に重要です。サイトの必要性に応じて、さまざまなシナリオを実
現できます。さらに、シナリオは、相互に排他的ではありません。

呼び出し元への IPアドレスの動的割り当て
動的アドレス指定は、/etc/ppp/options.ttynameで定義されている IPアドレスを各
呼び出し元に割り当てます。動的アドレス指定は、シリアルポート単位で発生しま
す。シリアル回線に呼が着信すると、呼び出しを処理するシリアルインタフェース
用に /etc/ppp/options.ttynameファイルで定義されている IPアドレスが呼び出し元
に与えられます。
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たとえば、ダイアルインサーバーに、着呼に対してダイアルアップサービスを提供
するシリアルインタフェースが 4つあると仮定します。

■ シリアルポート term/a用に、次のエントリがある /etc/ppp/options.term.a

ファイルを作成します。

:10.1.1.1

■ シリアルポート term/b用に、次のエントリがある /etc/ppp/options.term.b

ファイルを作成します。

:10.1.1.2

■ シリアルポート term/c用に、次のエントリがある /etc/ppp/options.term.c

ファイルを作成します。

:10.1.1.3

■ シリアルポート term/d用に、次のエントリがある /etc/ppp/options.term.d

ファイルを作成します。

:10.1.1.4

この以前のアドレス指定スキームでは、/dev/term/cのシリアルインタフェースに着
信する呼び出しは、呼び出しを行なっている間中、IPアドレス 10.1.1.3が与えられま
す。最初の呼び出し元が回線を切ったあと、次にシリアルインタフェース
/dev/term/cに着信する呼も、IPアドレス 10.1.1.3を与えられます。

動的アドレス指定には、次のような利点があります。

■ PPPネットワークの使用状況をシリアルポートまで追跡できる
■ PPP使用で割り当てる IPアドレスの数を最小限にできる
■ IPフィルタリングをより簡単に管理できる

呼び出し元への IPアドレスの静的割り当て
サイトが PPP認証を実装する場合は、個々の呼び出し元に特定の「静的」 IPアドレ
スを割り当てることができます。この場合、ダイアルアウトマシンがダイアルイン
サーバーを呼び出すたびに、呼び出し元は同じ IPアドレスを受け取ります。

静的アドレスは、pap-secretsまたは chap-secretsのどちらかのデータベースで実装し
ます。次に、静的 IPアドレスを定義した /etc/ppp/pap-secretsファイルの例を示し
ます。

joe myserver joepasswd 10.10.111.240

sally myserver sallypasswd 10.10.111.241

sue myserver suepasswd 10.10.111.242

呼び出し元 joe、sally、sueは、承認された呼び出し元の名前です。

サーバー myserverは、サーバーの名前を示します。

呼び出し元の IPアドレス指定スキームの作成
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パスワード joepasswd、sallypasswd、suepasswdは、各呼び出し元のパスワード
を示します。

IPアドレス 10.10.111.240、10.10.111.241、10.10.111.242は、各呼び出し元に
割り当てられた IPアドレスです。

次に、静的 IPアドレスを定義した /etc/ppp/chap-secretsファイルの例を示します。

account1 myserver secret5748 10.10.111.244

account2 myserver secret91011 10.10.111.245

呼び出し元 account1と account2は、呼び出し元の名前を示します。

サーバー myserverは、各呼び出し元のサーバーの名前を示します。

パスワード secret5748と secret91011は、各呼び出し元のCHAPシークレットを
示します。

IPアドレス 10.10.111.244と 10.10.111.245は、各呼び出し元の IPアドレスで
す。

spppユニット番号による IPアドレスの割り当て
PAP認証またはCHAP認証を使用している場合は、spppユニット番号を使って IPア
ドレスを呼び出し元に割り当てることができます。次にこの方法の例を示します。

myclient ISP-server mypassword 10.10.111.240/28+

正符号 (+)は、ユニット番号が IPアドレスに追加されていることを示します。次の
事項に注意してください。

■ アドレス 10.10.111.240から 10.10.111.255までがリモートユーザーに割り当てら
れます。

■ sppp0は IPアドレス 10.10.111.240を取得します。
■ sppp1は IPアドレス 10.10.111.241を取得し、以下同様に続きます。

DSLサポート用のPPPoEトンネルの作成
PPPoEを使用することにより、1台以上のDSLモデムを使用している複数のクライア
ントに PPP超高速デジタルサービスを提供できます。PPPoEは、3つの関係者、つま
り企業、電話会社、サービスプロバイダを通して Ethernetトンネルを作成すること
により、このサービスを実現します。

■ PPPoEの動作の概要と説明については、34ページの「PPPoEの概要」を参照して
ください。

DSLサポート用の PPPoEトンネルの作成
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■ PPPoEトンネルの設定タスクについては、第 6章「PPPoEトンネルの設定 (タス
ク)」を参照してください。

このセクションでは、PPPoEコマンドおよびファイルについて詳しく説明しま
す。サマリーを次の表に示します。

表 8–2 PPPoEのコマンドと構成ファイル

ファイルまたはコマンド 説明 参照先

/etc/ppp/pppoe PPPoEがシステムに設定したすべてのトンネ
ルに対してデフォルトで適用される特性を
含むファイル

149ページの「/etc/ppp/pppoeファイル」

/etc/ppp/pppoe.device PPPoEがトンネルに使用する特定のインタ
フェースの特性を含むファイル

152ページの「/etc/ppp/pppoe.device
ファイル」

/etc/ppp/pppoe.if PPPoEが設定したトンネルが動作する
Ethernetインタフェースを一覧表示した
ファイル

147ページの「/etc/ppp/pppoe.ifファイ
ル」

/usr/sbin/sppptun PPPoEトンネルに関係する Ethernetインタ
フェースを構成するためのコマンド

148ページの「/usr/sbin/sppptunコマン
ド」

/usr/lib/inet/pppoed PPPoEを使ってトンネルを設定するためのコ
マンドとオプション

149ページの「/usr/lib/inet/pppoed

デーモン」

PPPoEのインタフェースを構成するためのファイ
ル
PPPoEトンネルの両端で使用されるインタフェースは、トンネルが PPP通信をサ
ポートする前に、あらかじめ構成しておく必要があります。設定に
は、/usr/sbin/sppptunおよび /etc/ppp/pppoe.ifファイルを使用します。これらの
ツールを使用して、すべてのOracle Solaris PPPoEクライアントおよび PPPoEアクセ
スサーバー上の Ethernetインタフェースを構成する必要があります。

/etc/ppp/pppoe.ifファイル
/etc/ppp/pppoe.ifファイルは、ホスト上の PPPoEトンネルで使用されるすべての
Ethernetインタフェースの名前を一覧表示します。このファイルはシステムのブート
時に処理され、ファイルに一覧表示されているインタフェースは PPPoEトンネルで
使用するために plumbされます。

/etc/ppp/pppoe.ifは明示的に作成する必要があります。各行ごとにインタフェース
名を 1つずつ入力して PPPoE用に構成します。

次に、PPPoEトンネルに 3つのインタフェースを提供するサーバーの
/etc/ppp/pppoe.ifファイルの例を示します。
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# cat /etc/ppp/pppoe.if

hme1

hme2

hme3

PPPoEクライアントは通常、/etc/ppp/pppoe.ifに一覧表示されているインタ
フェースを 1つだけ使用します。

/usr/sbin/sppptunコマンド
/usr/sbin/sppptunコマンドを使用すると、PPPoEトンネルで使用する Ethernetイン
タフェースを手動で plumbしたり unplumbしたりできます。これに対し
て、/etc/ppp/pppoe.ifはシステムのブート時だけ読み取られます。これらのインタ
フェースは、/etc/ppp/pppoe.ifに一覧表示されているインタフェースと一致する必
要があります。

sppptunは、PPPoEトンネルで使用される Ethernetインタフェースを ipadmコマンド
と同様の方法で plumbします。ipadmとは異なり、2つの Ethernetプロトコル番号が
関係するため、PPPoEをサポートするにはインタフェースを 2回 plumbする必要があ
ります。

sppptunの基本的な構文を次に示します。

# /usr/sbin/sppptun plumb pppoed device-name
device-name:pppoed

# /usr/sbin/sppptun plumb pppoe device-name

device-name:pppoe

この構文で、device-nameは PPPoEに plumbされるデバイス名です。

上の 1つめの sppptunコマンドを実行したときは、発見プロトコル pppoedがインタ
フェースに plumbされます。2つめの sppptunを実行したときは、セッションプロト
コル pppoeが plumbされます。sppptunは、plumbされたインタフェースの名前を出
力します。必要な場合は、この名前を使ってインタフェースを unplumbします。

詳細は、sppptun(1M)のマニュアルページを参照してください。

インタフェースを管理する sppptunコマンドの例
次の例は、/usr/sbin/sppptunを使用して PPPoEのインタフェースを手動で plumbし
ます。

# /usr/sbin/sppptun plumb pppoed hme0

hme0:pppoed

# /dev/sppptun plumb pppoe hme0

hme0:pppoe

次の例は、PPPoEに plumbされたアクセスサーバー上のインタフェースを表示しま
す。
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# /usr/sbin/sppptun query

hme0:pppoe

hme0:pppoed

hme1:pppoe

hme1:pppoed

hme2:pppoe

hme2:pppoed

次の例は、インタフェースを unplumbする方法を示しています。

# sppptun unplumb hme0:pppoed

# sppptun unplumb hme0:pppoe

PPPoEアクセスサーバーのコマンドとファイル
DSLのサービスまたはサポートを顧客に提供するサービスプロバイダは、PPPoEを
実行するアクセスサーバーを使用できます。PPPoEアクセスサーバーとクライアン
トは、従来のクライアントとサーバーの関係で機能します。この関係は、ダイアル
アップリンクでのダイアルアウトマシンとダイアルインサーバーの関係に似ていま
す。つまり、ある PPPoEシステムが通信を開始し、別の PPPoEシステムが応答しま
す。これに対して、PPPプロトコルにはクライアントとサーバーの関係という概念
はなく、両方のマシンが同等のピアとみなされます。

PPPoEアクセスサーバーを設定するコマンドおよびファイルには、次が含まれま
す。

■ 148ページの「/usr/sbin/sppptunコマンド」
■ 149ページの「/usr/lib/inet/pppoedデーモン」
■ 149ページの「/etc/ppp/pppoeファイル」
■ 152ページの「/etc/ppp/pppoe.deviceファイル」
■ 155ページの「pppoe.so共有オブジェクト」

/usr/lib/inet/pppoedデーモン
pppoedデーモンは、将来の PPPoEクライアントからサービス提供用ブロードキャス
トを受け取ります。さらに、pppoedは PPPoEトンネルのサーバー側とネゴシ
エーションし、PPPデーモン pppdをそのトンネル上で実行します。

pppoedサービスは、/etc/ppp/pppoeおよび /etc/ppp/pppoe.deviceファイルで構成し
ます。システムのブート時に /etc/ppp/pppoeが存在する場合は、pppoedが自動的に
実行します。コマンド行で /usr/lib/inet/pppoedと入力することにより、pppoed

デーモンを明示的に実行することもできます。

/etc/ppp/pppoeファイル
/etc/ppp/pppoeファイルは、アクセスサーバーが提供するサービスと、PPPが PPPoE
トンネル上でどのように実行するかを定義するオプションを説明します。インタ
フェースごとに個別にサービスを定義することも、広域的にアクセスサーバー上の
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すべてのインタフェースに対してサービスを定義することもできます。アクセス
サーバーは、将来の PPPoEクライアントからのブロードキャストに応答し
て、/etc/ppp/pppoeファイル内の情報を送信します。

次に、/etc/ppp/pppoeの基本的な構文を示します。

global-options
service service-name

service-specific-options
device interface-name

パラメータの意味は次のとおりです。

global-options /etc/ppp/pppoeファイルのデフォルトのオプションを設定し
ます。このオプションには、pppoedまたは pppdで使用可能
なオプションはすべて使用できます。オプションの完全なリ
ストについては、pppoed(1M)および pppd(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

たとえば、この global-optionsには、PPPoEトンネルで使用で
きる Ethernetインタフェースを一覧表示する必要がありま
す。/etc/ppp/pppoeでデバイスを定義しないと、インタ
フェースでサービスを提供できません。

devicesをグローバルオプションとして定義するには、次の
形式を使用します。

device interface <,interface>

interfaceは、サービスが将来の PPPoEクライアントを待つイ
ンタフェースを指定します。複数のインタフェースがサービ
スに関連付けられている場合は、名前をコンマで区切って指
定します。

service service-name service-nameというサービスの定義を開始しま
す。service-nameには、提供されるサービスに適した任意の
文字列を指定できます。

service-specific-options このサービスに固有の PPPoEおよび PPPのオプションを表
示します。

device interface-name 上記で一覧表示したサービスを利用できるインタフェースを
指定します。

/etc/ppp/pppoeのその他のオプションについては、pppoed(1M)および pppd(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

次に、典型的な /etc/ppp/pppoeファイルの例を示します。
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例 8–2 基本的な /etc/ppp/pppoeファイル

device hme1,hme2,hme3

service internet

pppd "name internet-server"
service intranet

pppd "192.168.1.1:"
service debug

device hme1

pppd "debug name internet-server"

このファイルでは、次の値が適用されています。

hme1,hme2,hme3 PPPoEトンネルに使用されるアクセス
サーバー上の 3つのインタフェース。

service internet 想定クライアントに対して internetという
サービスを通知します。また、サービスを提
供するプロバイダは internetの定義方法につ
いても決定します。たとえば、プロバイダ
は、internetとは、インターネットへのアク
セスだけでなく、さまざまな IPサービスを意
味するものと解釈する場合があります。

pppd 呼び出し元が pppdを呼び出したときに使用さ
れるコマンド行オプションを設定しま
す。"name internet-server"オプション
は、ローカルマシン (アクセスサーバー)の名
前を internet-serverと付けます。

service intranet intranetという別のサービスを想定クライア
ントに通知します。

pppd "192.168.1.1:" 呼び出し元が pppdを呼び出したときに使用さ
れるコマンド行オプションを設定します。呼
び出し元が pppdを呼び出すと、ローカルマシ
ン (アクセスサーバー)の IPアドレスとして
192.168.1.1が設定されます。

service debug PPPoE用に定義されているインタフェースに 3
番目のサービス、デバッグを通知します。

device hme1 PPPoEトンネルに対するデバッグを hme1に限
定します。

pppd "debug name internet-server" 呼び出し元が pppdを起動したときに使用され
るコマンド行オプション、この場合は PPPデ
バッグをローカルマシン internet-serverに設
定します。
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/etc/ppp/pppoe.deviceファイル
/etc/ppp/pppoe.deviceファイルは、PPPoEアクセスサーバーの 1つのインタフェース
上で提供されるサービスを記述します。/etc/ppp/pppoe. deviceには、PPPが PPPoE
トンネル上でどのように実行するかを定義するオプションも含まれていま
す。/etc/ppp/pppoe. deviceはオプションのファイルで、グローバルの
/etc/ppp/pppoeとまったく同様に動作します。ただし、/etc/ppp/pppoe.deviceがイン
タフェース用に定義されている場合、そのインタフェースでは、このファイルのパ
ラメータが、/etc/ppp/pppoeで定義されているグローバルパラメータより優先され
ます。

次に、/etc/ppp/pppoe.deviceの基本的な構文を示します。

service service-name
service-specific-options

service another-service-name
service-specific-options

上記の構文と /etc/ppp/pppoeの構文の違いは、149ページの「/etc/ppp/pppoeファイ
ル」で示した deviceオプションを使用できない点だけです。

pppoe.soプラグイン
pppoe.soは PPPoE共有オブジェクトファイルで、PPPoEのアクセスサーバーおよび
クライアントによって呼び出されます。このファイルは、MTUおよびMRUを 1492
に制限し、ドライバからのパケットにフィルタをかけ、pppoedとともに PPPoEトン
ネルをネゴシエートします。アクセスサーバー側では、pppoe.soは pppdデーモンに
よって自動的に呼び出されます。

アクセスサーバー構成のためのPPPoEおよびPPPファイルの使用
このセクションでは、あるアクセスサーバーを構成するために使用するすべての
ファイルのサンプルを紹介します。このアクセスサーバーはマルチホームで、3つの
サブネット green、orange、および purpleが接続されています。pppoed

は、サーバー上で rootとして実行します。これはデフォルトの動作です。

PPPoEクライアントは、hme0および hme1インタフェースを通じて orangeおよび
purpleネットワークにアクセスできます。クライアントは、標準のUNIXログイン
を使ってサーバーにログインします。サーバーは、クライアントを PAPを使って認
証します。

greenネットワークは、クライアントに通知されません。クライアントが greenにア
クセスできるためには、直接「green-net」を指定し、CHAP認証資格を提供しなけ
ればなりません。さらに、クライアント joeおよび maryだけが、静的 IPアドレスを
使用して greenネットワークにアクセスできます。
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例 8–3 アクセスサーバー用の /etc/ppp/pppoeファイル

service orange-net

device hme0,hme1

pppd "require-pap login name orange-server orange-server:"
service purple-net

device hme0,hme1

pppd "require-pap login name purple-server purple-server:"
service green-net

device hme1

pppd "require-chap name green-server green-server:"
nowildcard

このサンプルは、アクセスサーバーから使用できるサービスを説明します。1番目の
serviceセクションは、orangeネットワークのサービスを説明します。

service orange-net

device hme0,hme1

pppd "require-pap login name orange-server orange-server:"

クライアントは、hme0および hme1インタフェース上で orangeネットワークにアクセ
スできます。pppdコマンドに指定されているオプションにより、サーバーは、想定
クライアントからの PAP資格を要求します。また、pppdオプションはサーバーの名
前を orange-serverに設定します。この名前は pap-secretsファイルで使用されま
す。

purpleネットワーク用の serviceセクションは、ネットワーク名とサーバー名が異な
る以外は、orangeネットワーク用の serviceセクションと同じです。

次の serviceセクションは、greenネットワークのサービスを説明します。

service green-net

device hme1

pppd "require-chap name green-server green-server:"
nowildcard

このセクションは、クライアントのアクセスをインタフェース hme1に限定していま
す。pppdコマンドに指定されているオプションにより、サーバーは、想定クライア
ントからのCHAP資格を要求します。また、pppdオプションはサーバー名を
green-serverに設定しています。この名前は chap-secretsファイルで使用されま
す。nowildcardオプションは、greenネットワークの存在をクライアントに通知しな
いことを指定します。

このアクセスサーバーのシナリオでは、次のような /etc/ppp/optionsファイルを設
定する場合があります。

例 8–4 アクセスサーバー用の /etc/ppp/optionsファイル

auth

proxyarp
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例 8–4 アクセスサーバー用の /etc/ppp/optionsファイル (続き)

nodefaultroute

name no-service # don’t authenticate otherwise

name no-serviceオプションは、通常、PAPまたは CHAP認証時に検索される
サーバー名をオーバーライドします。サーバーのデフォルト名
は、/usr/bin/hostnameコマンドを使って得られます。前述の例の nameオプション
は、サーバー名を no-serviceに変更します。no-serviceは、papまたは chap-secrets

ファイルで見つかる可能性がほとんどない名前です。この処理により、任意の
ユーザーが pppdを実行したり、/etc/ppp/optionsで設定されている authおよび name

オプションをオーバーライドするのを防ぐことができます。pppdは、no-serviceの
サーバー名ではクライアントのシークレットを見つけることができないため、失敗
します。

このアクセスサーバーのシナリオでは、次の /etc/hostsファイルを使用します。

例 8–5 アクセスサーバー用の /etc/hostsファイル

172.16.0.1 orange-server

172.17.0.1 purple-server

172.18.0.1 green-server

172.18.0.2 joes-pc

172.18.0.3 marys-pc

次に、orangeおよび purpleネットワークにアクセスしようとするクライアントの
PAP認証に使用する /etc/ppp/pap-secretsファイルを示します。

例 8–6 アクセスサーバー用の /etc/ppp/pap-secretsファイル

* orange-server "" 172.16.0.2/16+

* purple-server "" 172.17.0.2/16+

次に、CHAP認証に使用される /etc/ppp/chap-secretsファイルを示します。joeお
よび maryというクライアントだけがファイルに一覧表示されていることに注意して
ください。

例 8–7 アクセスサーバー用の /etc/ppp/chap-secretsファイル

joe green-server "joe’s secret" joes-pc

mary green-server "mary’s secret" marys-pc
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PPPoEクライアントのコマンドとファイル
DSLモデム上で PPPを実行するには、マシンが PPPoEクライアントになる必要があ
ります。PPPoEを実行するためにインタフェースを plumbし、次に pppoec

ユーティリティーを使ってアクセスサーバーの存在を「発見」する必要がありま
す。その後、クライアントはDSLモデム上に PPPoEトンネルを作成し PPPを実行で
きます。

PPPoEクライアントは、従来のクライアント -サーバーモデルでアクセスサーバーに
接続します。PPPoEトンネルはダイアルアップリンクではありませんが、ほぼ同じ
ような方法で構成され、操作されます。

PPPoEクライアントを設定するコマンドおよびファイルには、次が含まれます。

■ 148ページの「/usr/sbin/sppptunコマンド」
■ 155ページの「/usr/lib/inet/pppoecユーティリティー」
■ 155ページの「pppoe.so共有オブジェクト」
■ 124ページの「/etc/ppp/peers/peer-nameファイル」
■ 119ページの「/etc/ppp/options構成ファイル」

/usr/lib/inet/pppoecユーティリティー
/usr/lib/inet/pppoecユーティリティーは、PPPoEトンネルのクライアント側をネゴ
シエーションします。pppoecは、chatユーティリティーに似ています。pppoecは直
接起動しません。直接起動するのではなく、pppdの connectオプションの引数とし
て /usr/lib/inet/pppoecを起動します。

pppoe.so共有オブジェクト
pppoe.soは PPPoE共有オブジェクトで、PPPoEによって読み込まれ、PPPoE機能を
アクセスサーバーとクライアントに提供します。共有オブジェクト pppoe.so

は、MTUおよびMRUを 1492に制限し、ドライバからのパケットにフィルタをか
け、実行時 PPPoEメッセージを処理します。

クライアント側では、ユーザーが plugin pppoe.soオプションを指定すると、pppdが
pppoe.soを読み込みます。
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アクセスサーバーピアを定義するための
/etc/ppp/peers/peer-nameファイル
アクセスサーバーが pppoecによって発見されるように定義する場合は、pppoecおよ
び pppdデーモンの両方に適用されるオプションを使用します。アクセスサーバーの
/etc/ppp/peers/peer-nameファイルは次のパラメータを必要とします。

■ sppptun – PPPoEトンネルが使用するシリアルデバイスの名前。
■ plugin pppoe.so – pppdに pppoe.so共有オブジェクトを読み込むように指示しま
す。

■ connect "/usr/lib/inet/pppoec device" –接続を開始します。次に、PPPoEに plumb
されているインタフェース device上で pppoecユーティリティーを起動します。

/etc/ppp/peers/ peer-nameファイル内の残りのパラメータは、サーバー上の PPPリ
ンクに適用されます。ダイアルアウトマシン上の /etc/ppp/peers/peer-nameと同じオ
プションを使用します。オプションの数を PPPリンクで必要な最小数に制限するよ
うにしてください。

次の例は、91ページの「PPPoEアクセスサーバーピアを定義する方法」で紹介され
ています。

例 8–8 リモートアクセスサーバーを定義するための/etc/ppp/peers/peer-name

# cat /etc/ppp/peers/dslserve

sppptun

plugin pppoe.so

connect "/usr/lib/inet/pppoec hme0"
noccp

noauth

user Red

password redsecret

noipdefault

defaultroute

このファイルは、アクセスサーバー dslserveに PPPoEトンネルと PPPリンクを設定
するときに使用するパラメータを定義します。オプションには、次が含まれます。

オプション 説明

sppptun sppptunをシリアルデバイスの名前として定義します。

plugin pppoe.so pppdに pppoe.so共有オブジェクトを読み込むように指
示します。

connect "/usr/lib/inet/pppoec hme0" pppoecを実行し、PPPoEトンネルおよび PPPリンク用の
インタフェースとして hme0を指定します。
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オプション 説明

noccp 接続上でCCP圧縮をオフに設定します。

注 –多くの ISPは独自の圧縮アルゴリズムだけを使用し
ます。公開されたCCPアルゴリズムをオフにする
と、ネゴシエーションの時間を節約し、偶発的な相互運
用性の問題を避けることができます。

noauth pppd認証資格をアクセスサーバーに要求するのを停止
します。ほとんどの ISPは認証資格を顧客に提供しませ
ん。

user Red アクセスサーバーによる PAP認証に必要なクライアント
のユーザー名として Redの名前を設定します。

password redsecret PAP認証のためにアクセスサーバーに提供されるパス
ワードとして redsecretを定義します。

noipdefault 初期 IPアドレスとして 0.0.0.0を割り当てます。

defaultroute IPCPネゴシエーション後にデフォルトの IPv4ルートを
インストールするよう pppdに指示します。接続がシス
テムのインターネットへの接続である場
合、/etc/ppp/peers/peer-name内に defaultrouteを含め
る必要があります。PPPoEクライアントの場合これにあ
てはまります。
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Asynchronous Solaris PPPから Solaris PPP 4.0
への移行 (タスク)

Oracle Solaris OSの以前のバージョンでは、別の PPP実装であるAsynchronous Solaris
PPP (asppp)が提供されていました。aspppを実行するピアを最新の PPP 4.0に更新す
る場合は、変換スクリプトを実行する必要があります。この章では、PPP変換に関
する次のトピックについて説明します。

■ 159ページの「aspppファイルを変換する前に」
■ 162ページの「asppp2pppd変換スクリプトの実行 (タスク)」

この章では、サンプルの asppp構成を使用して、PPP変換を実施する方法について説
明します。Solaris PPP 4.0と aspppの相違点については、22ページの「どの
バージョンの Solaris PPPを使用すべきか」を参照してください。

aspppファイルを変換する前に
変換スクリプト /usr/sbin/asppp2pppdを使用して、標準 asppp構成を構成する次の
ファイルを変換できます。

■ /etc/asppp.cf –非同期 PPP構成ファイル
■ /etc/uucp/Systems –リモートピアの特性を記述するUUCPファイル
■ /etc/uucp/Devices –ローカルマシン上のモデムを記述するUUCPファイル
■ /etc/uucp/Dialers – /etc/uucp/Devicesファイルに記述されているモデムが使用
するログインシーケンスが含まれるUUCPファイル

aspppについては、http://docs.sun.comに掲載されている「Solaris 8 System
Administrator Collection - Japanese」の『Solaris 8のシステム管理 (第 3巻)』を参照して
ください。
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/etc/asppp.cf構成ファイルの例
163ページの「aspppから Solaris PPP 4.0に変換する方法」に示す手順は、次の
/etc/asppp.cfファイルを使用します。

#

ipadm create-if ipdptp0

ipadm create-addr -T static -a local=mojave,remote=gobi ipdptp0/ppaddr

path

inactivity_timeout 120 # Approx. 2 minutes

interface ipdptp0

peer_system_name Pgobi # The name we log in with (also in

# /etc/uucp/Systems

このファイルには次のパラメータが含まれています。

ifpadm create-if ipdptp0

ipadmコマンドを実行し、ipdptp0というインタフェースを作成する

ipadm create-addr -T static -a local=mojave,remote=gobi ipdptp0/ppadd

ipadmコマンドを実行し、ローカルマシン mojaveの PPPインタフェース ipdptp0か
らリモートピア gobiへのリンクを確立する

inactivity_timeout 120

2分間非アクティブな回線を終了する

interface ipdptp0

ダイアルアウトマシン上のインタフェース ipdptp0を非同期 PPPに構成する

peer_system_name Pgobi

リモートピアの名前 Pgobiを指定する

/etc/uucp/Systemsファイルの例
163ページの「aspppから Solaris PPP 4.0に変換する方法」に示す手順は、次の
/etc/uucp/Systemsファイルを使用します。

#ident "@(#)Systems 1.5 92/07/14 SMI" /* from SVR4 bnu:Systems 2.4 */

#

# .

# .

Pgobi Any ACU 38400 15551212 in:--in: mojave word: sand

このファイルには次のパラメータが含まれています。

Pgobi Pgobiをリモートピアのホスト名として使用します。

Any ACU ダイアルアウトマシン mojave上のモデムに、任意の時
点で Pgobi上のモデムとリンクを確立するように指示

aspppファイルを変換する前に
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します。Any ACUは「/etc/uucp/Devicesファイル内
でACUを探す」ことを意味します。

38400 リンクの最大速度として 38400を設定します。

15551212 Pgobiの電話番号を指定します。

in:—in: mojave word: sand Pgobiが必要とするログインスクリプトを定義し
て、ダイアルアウトマシン mojaveを認証します。

/etc/uucp/Devicesファイルの例
163ページの「aspppから Solaris PPP 4.0に変換する方法」に示す手順は、次の
/etc/uucp/Devicesファイルを使用します。

#ident "@(#)Devices 1.6 92/07/14 SMI" /* from SVR4 bnu:Devices 2.7 */

.

.

#

TCP,et - - Any TCP -

.

.

#

ACU cua/b - Any hayes

# 0-7 are on a Magma 8 port card

Direct cua/0 - Any direct

Direct cua/1 - Any direct

Direct cua/2 - Any direct

Direct cua/3 - Any direct

Direct cua/4 - Any direct

Direct cua/5 - Any direct

Direct cua/6 - Any direct

Direct cua/7 - Any direct

# a is the console port (aka "tip" line)

Direct cua/a - Any direct

# b is the aux port on the motherboard

Direct cua/b - Any direct

# c and d are high speed sync/async ports

Direct cua/c - Any direct

Direct cua/d - Any direct

このファイルは、シリアルポート cua/bに接続されているHayesモデムをサポートし
ます。

/etc/uucp/Dialersファイルの例
163ページの「aspppから Solaris PPP 4.0に変換する方法」に示す手順は、次の
/etc/uucp/Dialersファイルを使用します。
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#

# <Much information about modems supported by Oracle Solaris UUCP>

penril =W-P "" \d > Q\c : \d- > s\p9\c )-W\p\r\ds\p9\c-) y\c : \E\TP > 9\c OK

ventel =&-% "" \r\p\r\c $ k\c ONLINE!

vadic =K-K "" \005\p *-\005\p-*\005\p-* D\p BER? \E\T\e \r\c LINE

develcon "" "" \pr\ps\c est:\007 \E\D\e \n\007

micom "" "" \s\c NAME? \D\r\c GO

direct

#

#

#

# Hayes Smartmodem -- modem should be set with the configuration

# switches as follows:

#

# S1 - UP S2 - UP S3 - DOWN S4 - UP

# S5 - UP S6 - DOWN S7 - ? S8 - DOWN

#

hayes =,-, "" \dA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255\r\c OK\r \EATDT\T\r\c CONNECT

<much more information about modems supported by Oraccle Solaris UUCP>

このファイルには、あらゆるタイプのモデムの chatスクリプトが含まれま
す。/etc/uucp/DialersファイルでサポートされているHayesモデムの chatスクリプ
トも含まれます。

asppp2pppd変換スクリプトの実行 (タスク)
/usr/sbin/asppp2pppdスクリプトは、/etc/asppp.cfに含まれる PPP情報と PPP関連
のUUCPファイルを、Solaris PPP 4.0ファイル内の適切な場所にコピーします。

タスクの前提条件
次のタスクに進む前に、次のことを完了しておく必要があります。

■ aspppとUUCP構成ファイルがあるマシン上にOracle Solarisリリースをインス
トールする

■ PPPファイルがあるマシン、たとえば mojave上でスーパーユーザーになる

asppp2pppd変換スクリプトの実行 (タスク)
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▼ aspppから Solaris PPP 4.0に変換する方法
変換スクリプトを実行します。
# /usr/sbin/asppp2pppd

変換処理が開始し、画面に次のようなメッセージが表示されます。

This script provides only a suggested translation for your existing aspppd

configuration. You will need to evaluate for yourself whether the translation

is appropriate for your operating environment.

Continue [Yn]?

「Y」と入力して、処理を継続します。
画面に次のようなメッセージが表示されます。
Chat cannot do echo checking; requests for this removed.

Adding ’noauth’ to /etc/ppp/options

Preparing to write out translated configuration:

1 chat file:

1. /etc/ppp/chat.Pgobi.hayes

2 option files:

2. /etc/ppp/peers/Pgobi

3. /etc/ppp/options

1 script file:

4. /etc/ppp/demand

新しい Solaris PPP 4.0ファイルが生成されました。

▼ 変換結果を表示する方法
変換処理の最後に、/usr/sbin/asppp2pppd変換スクリプトによって作成された Solaris
PPP 4.0ファイルを表示できます。次に示すオプションリストが表示されます。

Enter option number:

1 - view contents of file on standard output

2 - view contents of file using /usr/bin/less

3 - edit contents of file using /usr/bin/vi

4 - delete/undelete file from list

5 - rename file in list

6 - show file list again

7 - escape to shell (or "!")
8 - abort without saving anything

9 - save all files and exit (default)

Option:

1を入力して、画面上にファイルの内容を表示します。

表示するファイルの番号の入力を求めるプロンプトが表示されます。
File number (1 .. 4):

1

2

1
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この番号は、前述の手順 2で示したように、変換処理中に表示された変換ファイル
を示します。

1を入力して、chatファイル /etc/ppp/chat.Pgobi.hayesを表示します。
File number (1 .. 4): 1

"" \d\dA\p\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255\r\c

OK\r ATDT\T\r\c

CONNECT \c

in:--in: mojave

word: sand

chatスクリプトには、サンプルの /etc/uucp/Dialersファイルの hayes行に記述され
ているモデムの “chat”情報が含まれています。また、/etc/ppp/chat.Pgobi.hayesに
はサンプルの /etc/uucp/Systemsファイルに記述されている Pgobiのログインシーケ
ンスが含まれています。したがって、現時点では、chatスクリプトは
/etc/ppp/chat.Pgobi.hayesファイルにあります。

2を入力して、ピアファイル /etc/ppp/peers/Pgobiを表示します。
File number (1 .. 4): 2

/dev/cua/b

38400

demand

idle 120

connect "/usr/bin/chat -f /etc/ppp/chat.Pgobi.hayes -T ’15551212’"
user NeverAuthenticate

mojave:gobi

/etc/uucp/Devicesファイル内のシリアルポート情報 (/dev/cua/b)と、/etc/asppp.cf

ファイル内のリンク速度、アイドル時間、認証情報、ピア名が表示されていま
す。“demand”は “demand”スクリプトを意味します。このスクリプトは、ダイアルア
ウトマシンがピア Pgobiに接続を試みるときに呼び出されます。

3を入力して、ダイアルアウトマシン mojave用に作成された /etc/ppp/options

ファイルを表示します。
File number (1 .. 4): 3

#lock

noauth

/etc/ppp/optionsファイル内の情報は /etc/asppp.cfファイルから得られたもので
す。

4を入力して、demandスクリプトの内容を表示します。
File number (1 .. 4): 4

/usr/bin/pppd file /etc/ppp/peers/Pgobi

このスクリプトが実行されると、pppdコマンドが実行されます。このコマンド
は、/etc/ppp/peers/Pgobiを読み込んで、mojaveと Pgobiの間のリンクを確立しま
す。

2

3

4

5
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9を入力して、作成したファイルを保存し、変換スクリプトを終了します。6
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UUCP (概要)

この章では、UNIX間コピープログラム (UUCP)と、このプログラムのデーモンにつ
いて説明します。次の項目について説明します。

■ 167ページの「UUCPのハードウェア構成」
■ 168ページの「UUCPソフトウェア」
■ 171ページの「UUCPデータベースファイル」

UUCPを使用すると、コンピュータシステム間で相互にファイルの転送とメールの
交換を行えます。また、UUCPを使用してUsenetのような大規模なネットワークに
コンピュータを接続することもできます。

Oracle Solaris OSでは、HoneyDanBer UUCPとも呼ばれる基本ネットワーク
ユーティリティー (BNU)バージョンのUUCPが提供されています。UUCPという用
語はシステムを形成するすべてのファイルとユーティリティーを意味するものであ
り、uucpプログラムはそのシステムの一部にすぎません。UUCPのユーティリ
ティーには、コンピュータ間でファイルをコピーするためのユーティリティー (uucp
と uuto)から、リモートログインやリモートコマンド実行のためのユーティリティー
(cuと uux)まで、さまざまなものがあります。

UUCPのハードウェア構成
UUCPは、次のハードウェア構成で利用できます。

直接リンク 2つのマシンのシリアルポート間をRS-232ケーブルで結ぶことによ
り、ほかのコンピュータとの間の直接リンクを作成できます。2つ
のコンピュータが常時互いに通信を行い、両者の間の距離が 15m
以内の場合は、直接リンクを使用すると便利です。この制限距離
は、短距離モデムを使用することによりある程度延長できます。

電話回線 高速モデムなどの自動呼び出し装置 (ACU)を使用すれば、通常の
電話回線を介してほかのコンピュータと通信できます。モデム

10第 1 0 章

167



は、UUCPが要求する電話番号をダイアルします。受信側のモデム
は、着信に応答できなければなりません。

ネットワーク UUCPは、TCP/IPまたはその他のプロトコルファミリが機能する
ネットワークを介しても通信できます。コンピュータがネット
ワーク上でホストとして確立されていれば、そのネットワークに接
続されているほかのどのホストとも通信できます。

この章では、UUCPハードウェアをすでに設置、構成してあるものとして説明を進
めます。モデムを設定する必要がある場合は、モデムに付属のマニュアルを参照し
てください。

UUCPソフトウェア
Oracle Solarisインストールプログラムを実行するときに全体ディストリビューション
を選択していれば、UUCPソフトウェアは自動的に組み込まれています。あるい
は、pkgaddを使用してUUCPを単独で追加することもできます。UUCPのプログラ
ムは、デーモン、管理プログラム、およびユーザープログラムの 3種類に分類され
ます。

UUCPデーモン
UUCPシステムには、 uucico、uuxqt、uusched、および in.uucpdの 4つのデーモンが
あります。これらのデーモンは、UUCPのファイル転送とコマンド実行を処理しま
す。これらのデーモンは、必要に応じて、シェルから手動で実行することもできま
す。

uucico リンクに使用するデバイスを選択し、リモートコンピュータへのリンク
を確立し、必要なログインシーケンスとアクセス権の検査を行いま
す。また、データファイルを転送し、ファイルを実行し、結果をログに
記録し、転送の完了をメールによりユーザーに通知します。uucico

は、UUCPログインアカウント用の「ログインシェル」として働きま
す。ローカル uucicoデーモンはリモートマシンを呼び出し
て、セッションの間、リモート uucicoデーモンと直接通信します。

必要なファイルがすべて作成されたら、uucp、uuto、および uuxプログ
ラムが uucicoデーモンを実行してリモートコンピュータに接続しま
す。uuschedと Uutryは、どちらも uucicoを実行します。詳細
は、uucico(1M)のマニュアルページを参照してください。

uuxqt リモート実行要求を実行します。このデーモンは、スプールディレクト
リを検索して、リモートコンピュータから送られた実行ファイル (名前
は常に X. file)を見つけます。X.fileが見つかると、uuxqtはそのファイル
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を開いて、実行に必要なデータファイルのリストを取得します。次
に、必要なデータファイルが使用可能でアクセスできるかどうかを確認
します。ファイルが使用可能であれば、uuxqtは Permissionsファイル
を調べて、要求されたコマンドを実行する権限があるかどうかを確認し
ます。uuxqtデーモンは、cronにより起動される uudemon.hourシェルス
クリプトから実行されます。詳細は、uuxqt(1M)のマニュアルページを
参照してください。

uusched スプールディレクトリ内でキューに入っている作業をスケジュールしま
す。uuschedデーモンは、cronにより起動される uudemon.hourシェルス
クリプトによって、ブート時に最初に実行されます。詳細
は、uusched(1M)のマニュアルページを参照してください。uuschedは
uucicoデーモンを起動する前に、リモートコンピュータを呼び出す順序
をランダム化します。

in.uucpd ネットワークを介したUUCP接続をサポートします。リモートホスト上
の inetdは、UUCP接続が確立されるたびに in.uucpdを呼び出しま
す。次に、uucpdがログイン名を要求します。呼び出し側ホストの
uucicoは、これに対してログイン名を応答しなければなりません。次に
in.uucpdはパスワードを要求します (不要な場合を除く)。詳細
は、in.uucpd(1M)のマニュアルページを参照してください。

UUCP管理プログラム
ほとんどのUUCP管理プログラムは /usr/lib/uucpに置かれています。基本データ
ベースファイルの多くは、/etc/uucpに置かれています。ただし、uulogだけは例外
で、これは /usr/binに置かれています。uucpログイン IDのホームディレクトリは
/usr/lib/uucpです。suまたは loginを使用して管理プログラムを実行するときに
は、uucpユーザー IDを使用します。このユーザー IDは、プログラムとスプール
データファイルを所有しています。

uulog 指定したコンピュータのログファイルの内容を表示する。ログファイ
ルは、このマシンが通信する各リモートコンピュータごとに作成され
る。ログファイルには、uucp、uuto、uuxの使用が記録される。詳細
は、uucp(1C)のマニュアルページを参照

uucleanup スプールディレクトリをクリーンアップする。これは通常、cronに
よって起動される uudemon.cleanupシェルスクリプトから実行され
る。詳細は、uucleanup(1M)のマニュアルページを参照

Uutry 呼び出し処理機能をテストし、簡単なデバッグを行うことができ
る。uucicoデーモンを呼び出して、このマシンと指定されたリモート
コンピュータとの間の通信リンクを確立する。詳細は、Uutry(1M)のマ
ニュアルページを参照
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uucheck UUCPのディレクトリ、プログラム、およびサポートファイルの有無
を検査する。また、/etc/uucp/Permissionsファイルの所定の部分
に、明らかな構文エラーがないかどうかも検査する。詳細
は、uucheck(1M)のマニュアルページを参照

UUCPユーザープログラム
UUCPのユーザープログラムは /usr/binにあります。これらのプログラムを使用す
るのに、特別な権限は必要ありません。

cu このマシンをリモートコンピュータに接続して、ユーザーが両方のマシン
に同時にログインできるようにする。cuを使用すれば、接続したリンク
を切断することなく、どちらのマシンでもファイルを転送したり、コマン
ドを実行したりできる。詳細は、cu(1C)のマニュアルページを参照

uucp あるマシンから別のマシンへファイルをコピーする。uucpは作業ファイル
とデータファイルを作成し、転送するジョブをキューに入れ、uucico

デーモンを呼び出す。このデーモンは、リモートコンピュータへの接続を
試みる。詳細は、uucp(1C)のマニュアルページを参照

uuto ローカルマシンから、リモートマシン上の公開スプールディレクトリ
/var/spool/uucppublic/receiveにファイルをコピーする。uucpはリ
モートマシン上のアクセス可能な任意のディレクトリにファイルをコ
ピーするのに対して、uutoは所定のスプールディレクトリにファイルを格
納し、リモートユーザーに uupickを使用してそのファイルを取り出すよ
うに指示する。詳細は、uuto(1C)のマニュアルページを参照

uupick uutoを使用してコンピュータにファイルが転送されてきたとき
に、/var/spool/uucppublic/receiveからファイルを取得する。詳細
は、uuto(1C)のマニュアルページを参照

uux リモートマシン上でコマンドを実行するために必要な作業ファイ
ル、データファイル、および実行ファイルを作成する。詳細は、uux(1C)
のマニュアルページを参照

uustat リクエストされた転送 (uucp、uuto、uux)のステータスを表示する。ま
た、キューに入っている転送を制御する手段も提供する。詳細
は、uustat(1C)のマニュアルページを参照
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UUCPデータベースファイル
UUCP設定の主要部分の 1つは、UUCPデータベースを形成するファイルを構成する
ことです。これらのファイルは /etc/uucpディレクトリにあります。マシン上で
UUCPまたは aspppを設定するには、これらのファイルを編集する必要がありま
す。使用できるファイルを次に示します。

Config 変数パラメータのリストが入っている。これらのパラメータ
は、ネットワークを構成するために手動で設定できる

Devconfig ネットワーク通信を構成するために使用される

Devices ネットワーク通信を構成するために使用される

Dialcodes Systemsファイルのエントリの電話番号フィールド内で使用できるダ
イアルコード省略名が入っている。これは必須ではないが、UUCP
のほかに aspppでも使用できる

Dialers リモートコンピュータとの接続を確立するときに、モデムとのネゴ
シエーションを行うために必要な文字列が入っている。これ
は、UUCPのほかに aspppでも使用される

Grades ジョブの処理順序と、ジョブの各処理順序に関連付けられたアクセ
ス権を定義する。これらは、リモートコンピュータのキューに
ジョブを入れる際に、ユーザーが指定できる

Limits このマシンで同時に実行できる uucico、uuxqt、および uuschedの最
大数を定義する

Permissions このマシンにファイルを転送したり、コマンドを実行しようとして
いるリモートホストに与えられるアクセスのレベルを定義する

Poll このシステムがポーリングするマシンと、ポーリングする時間を定
義する

Sysfiles uucicoと cuが、Systems、Devices、および Dialersファイルとし
て、別のファイルや複数のファイルを使用するときに、その割り当
てを行う

Sysname TCP/IPホスト名の他に、各マシンに固有のUUCP名を定義できる

Systems uucicoデーモン、cu、および aspppが、リモートコンピュータへの
リンクを確立するために必要とする情報が入っている。この情報に
は次のものが含まれる。
■ リモートホストの名前
■ リモートホストに対応する接続デバイス名
■ そのホストに接続できる日時
■ 電話番号
■ ログイン ID

UUCPデータベースファイル
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■ パスワード

サポートデータベースの一部とみなすことのできるファイルが他にもいくつかあり
ますが、それらは、リンクの確立とファイルの転送には直接関係しません。

UUCPデータベースファイルの構成
UUCPデータベースは、171ページの「UUCPデータベースファイル」に示した
ファイルから構成されます。ただし、基本的なUUCP構成に関係する重要なファイ
ルは次に示すものだけです。

■ /etc/uucp/Systems

■ /etc/uucp/Devices

■ /etc/uucp/Dialers

aspppはUUCPデータベースの一部を使用するので、aspppを構成する予定がある場
合は、少なくともこれらのデータベースファイルだけは理解しておく必要がありま
す。これらのデータベースを構成してしまえば、その後のUUCPの管理はきわめて
簡単です。通常、Systemsファイルを最初に編集し、次に Devicesファイルを編集し
ます。/etc/uucp/Dialersファイルは、普通はデフォルトのままで使用できます
が、デフォルトファイルに含まれていないダイアラを追加する予定がある場合は編
集が必要になります。基本的なUUCP構成と asppp構成には、さらに次のファイル
を加えることもできます。

■ /etc/uucp/Sysfiles

■ /etc/uucp/Dialcodes

■ /etc/uucp/Sysname

これらのファイルは互いに関係しながら機能するので、何らかの変更を加える場合
は、全部のファイルの内容を理解しておくことが必要です。あるファイルのエント
リに変更を加えた場合に、別のファイル内の関連エントリに対しても変更が必要に
なることがあります。171ページの「UUCPデータベースファイル」に挙げたその他
のファイルは、上記のファイルほど緊密な相互関係を持っていません。

注 – aspppが使用するファイルはこのセクションで説明するものだけです。ほかの
UUCPデータベースファイルは使用しません。
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UUCPの管理 (タスク)

この章では、使用するマシンに合わせてデータベースファイルを変更したあ
と、UUCP処理を起動する方法について説明します。この章には、Oracle Solaris OS
が動作するマシンでUUCPを構成し保守するための、手順とトラブルシューティン
グについての情報が記載されています。

■ 173ページの「UUCP管理 (タスクマップ)」
■ 174ページの「UUCPのログインの追加」
■ 175ページの「UUCPの起動」
■ 177ページの「TCP/IPを介したUUCPの実行」
■ 178ページの「UUCPのセキュリティーと保守」
■ 180ページの「UUCPのトラブルシューティング」

UUCP管理 (タスクマップ)
次の表に、この章で説明する手順の参照先と、各手順についての簡単な説明を示し
ます。

表 11–1 UUCP管理のタスクマップ

タスク 説明 参照先

リモートマシンにユーザーシス
テムへのアクセスを許可する

/etc/passwdファイルを編集し、ユーザーのシス
テムへのアクセスを許可するマシンを識別するよ
うエントリを追加する

174ページの「UUCPログインの
追加方法」

UUCPを起動する UUCPの起動用に提供されているシェルスクリプ
トを使用する

175ページの「UUCPの起動方
法」

UUCPをTCP/IPネットワーク上
で有効にする

/etc/inetd.confファイルと /etc/uucp/Systems

ファイルを編集し、TCP/IP用のUUCPを起動する
177ページの「TCP/IP用UUCP
の起動方法」

UUCPに起こりがちな問題を解
決する

モデムまたはACUの異常を確認するための診断
手順を実行する

180ページの「モデムまたは
ACUの障害確認方法」
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表 11–1 UUCP管理のタスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

送信をデバッグするための診断手順を実行する 180ページの「送信に関するデ
バッグ方法」

UUCPのログインの追加
リモートマシンからの UUCP (uucico )着信要求が正しく取り扱われるように、各リ
モートマシンはローカルシステム上にログインを持っていなければなりません。

▼ UUCPログインの追加方法
ユーザーのシステムへのアクセスをリモートマシンに許可するには、次の手順を行
なって /etc/passwdファイルにエントリを追加する必要があります。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

/etc/passwdファイルを編集し、システムにアクセスを許可するマシンを識別するた
めのエントリを追加します。

通常、UUCP接続でのシステムへのアクセスを許可するリモートマシンについ
て、次のようなエントリを /etc/passwdファイルに入力します。

Ugobi:*:5:5:gobi:/var/spool/uucppublic:/usr/lib/uucp/uucico

リモートマシンのログイン名は慣例的に、そのマシン名の前に大文字の Uを付けた
ものです。8文字を超える名前は使用できないので、一部を短縮した名前や省略名を
使用しなければならない場合もあります。

例に示したエントリは、Ugobiからのログイン要求に /usr/lib/uucp/uucicoが応答す
ることを示しています。ホームディレクトリは /var/spool/uucppublicです。パス
ワードは /etc/shadowファイルから取得されます。パスワードとログイン名は、リ
モートマシンのUUCP管理者と協議して決める必要があります。リモート側の管理
者は、ログイン名と暗号化されていないパスワードを含む正しいエントリを、リ
モートマシンの Systemsファイルに追加する必要があります。

ほかのシステムのUUCP管理者と、ローカルマシン名を調整します。

同様に、ローカルマシン名とパスワードについて、UUCPを介して通信する相手方
のすべてのマシンのUUCP管理者と協議する必要があります。

1
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UUCPの起動
UUCPには、次に示す 4つのシェルスクリプトが付属しています。これらのスクリプ
トは、リモートマシンをポーリングし、転送を再スケジュールし、古いログファイ
ルと成功しなかった転送を整理します。4つのスクリプトは次のとおりです。

■ uudemon.poll

■ uudemon.hour

■ uudemon.admin

■ uudemon.cleanup

UUCPを円滑に運用するには、これらのスクリプトを定期的に実行する必要があり
ます。Oracle Solarisの全体インストールを行なった場合は、これらのスクリプトを実
行するための crontabファイルが、インストールプロセスの一環として自動的に
/usr/lib/uucp/uudemon.crontabの中に作成されます。全体インストールでない場合
は、UUCPパッケージをインストールするときにこのファイルが作成されます。

UUCPシェルスクリプトは手動でも実行できます。次に示すのは、 uudemon.crontab

のプロトタイプです。このファイルは、マシンの運用の都合に合わせて適宜変更で
きます。

#

#ident "@(#)uudemon.crontab 1.5 97/12/09 SMI"
#

# This crontab is provided as a sample. For systems

# running UUCP edit the time schedule to suit, uncomment

# the following lines, and use crontab(1) to activate the

# new schedule.

#

#48 8,12,16 * * * /usr/lib/uucp/uudemon.admin

#20 3 * * * /usr/lib/uucp/uudemon.cleanup

#0 * * * * /usr/lib/uucp/uudemon.poll

#11,41 * * * * /usr/lib/uucp/uudemon.hour

注 –デフォルトでは、UUCPの操作は無効にされています。UUCPを有効にするに
は、タイムスケジュールを編集し、uudemon.crontabファイルの適切な行のコメント
を解除してください。

▼ UUCPの起動方法
uudemon.crontabファイルは、次の手順に従って起動します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

1
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/usr/lib/uucp/uudemon.crontabファイルを編集し、必要に応じてエントリを変更し
ます。

次のコマンドを入力して、uudemon.crontabファイルを起動します。
crontab < /usr/lib/uucp/uudemon.crontab

uudemon.pollシェルスクリプト
デフォルトの uudemon.pollシェルスクリプトは 1時間に 1回 /etc/uucp/Pollファイ
ルを読み取ります。Pollファイル内のマシンのどれかに対するポーリングがスケ
ジュールされると、作業ファイル (C.sysnxxxx)が /var/spool/uucp/nodenameディレク
トリに入れられます。nodenameは、そのマシンのUUCPノード名です。

このシェルスクリプトは、1時間に 1回ずつ uudemon.hourの前に実行されるようにス
ケジュールされているので、uudemon.hourが呼び出されたときには、作業ファイル
が存在しています。

uudemon.hourシェルスクリプト
デフォルトの uudemon.hourシェルスクリプトは次のことを行います。

■ uuschedプログラムを呼び出し、スプールディレクトリを検索して未処理の作業
ファイル (C.)を見つける。そして、それらの作業ファイルをリモートマシンに転
送するためにスケジュールする

■ uuxqtデーモンを呼び出し、スプールディレクトリを検索して、ローカルコン
ピュータに転送済みで、転送時に処理されなかった実行ファイル (X.)を見つける

デフォルトでは、uudemon.hourは 1時間に 2回実行されます。リモートマシンに対す
る呼び出しが頻繁に失敗すると予測される場合は、このスクリプトの実行頻度を増
やすこともできます。

uudemon.adminシェルスクリプト
デフォルトの uudemon.adminシェルスクリプトは次のことを行います。

■ pオプションと qオプション付きで uustatコマンドを実行する。qは、キューに
入っている作業ファイル (C.)、データファイル (D.)、および実行ファイル (X.)の
ステータスを報告する。pは、ロックファイル (/var/spool/locks)中に列挙され
ているネットワークプロセス用のプロセス情報を出力する

■ 結果のステータス情報を mailにより uucp管理ログインに送る
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uudemon.cleanupシェルスクリプト
デフォルトの uudemon.cleanupシェルスクリプトは次のことを行います。

■ /var/uucp/.Logディレクトリから個々のマシンに関するログファイルを取り出
し、それらをマージし、ほかの古いログ情報とともに /var/uucp/.Oldディレクト
リに入れる

■ 7日以上経過している作業ファイル (C.)、7日以上経過しているデータファイル
(D.)、および 2日以上経過している実行ファイル (X.)を、スプールファイルから
削除する

■ 配送できなかったメールを送信元に戻す
■ その日に収集したステータス情報のサマリーを、メールによりUUCP管理ログイ
ン (uucp)に送る

TCP/IPを介したUUCPの実行
TCP/IPネットワーク上でUUCPを実行するには、このセクションで説明するように
いくつかの変更が必要になります。

▼ TCP/IP用UUCPの起動方法
管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

/etc/uucp/Systemsファイルを編集し、対象エントリが次のフィールドを持っている
ことを確認します。

System-Name Time TCP Port networkname Standard-Login-Chat

典型的なエントリは次のようになります。
rochester Any TCP - ur-seneca login: Umachine password: xxx

networknameフィールドには、TCP/IPホスト名を明示的に指定できます。この機能
は一部のサイトにとっては重要です。上の例に示したサイトのUUCPノード名は
rochesterであり、これはTCP/IPホスト名 ur-senecaと異なります。さらに、
rochesterというTCP/IPホスト名を持ち、UUCPを実行するまったく別のマシンが
存在することもあり得ます。

Systemsファイル内の Portフィールドにはエントリ -を指定するようにしてくださ
い。これは、エントリを uucpと指定するのと同じです。ほとんどの場
合、networknameはシステム名と同じで、Portフィールドは -となります。これ
は、servicesデータベースから標準 uucpポートを使用することを意味しま

1
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す。in.uucpdデーモンは、認証のためにリモートマシンがログインとパスワードを
送ることを想定しているので、gettyや loginと同様に、ログインとパスワードを要
求します。

/etc/inet/servicesファイルを編集し、次のようにUUCP用のポートを設定します。
uucp 540/tcp uucpd # uucp daemon

このエントリを変更する必要はありません。ただし、マシンがネームサービスとし
て NISを実行する場合は、svc:/system/name-service/switchサービスの
config/serviceが、nisの前に filesを検査するようにしてくださ
い。config/serviceプロパティーが定義されていない場合は、config/defaultプロ
パティーを確認します。

UUCPが有効になっているか確認します。
# svcs network/uucp

UUCPサービスは、サービス管理機能によって管理されます。このサービスのス
テータスは、svcsコマンドを使用して確認できます。サービス管理機能の概要につ
いては、『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の第 1章「サービスの管理
(概要)」を参照してください。

(省略可能)必要に応じ、次のように入力してUUCPを有効にします。
# inetadm -e network/uucp

UUCPのセキュリティーと保守
UUCPの設定が終われば、その後の保守は簡単です。このセクションでは、セ
キュリティー、保守、およびトラブルシューティングに関連するUUCPのタスクに
ついて説明します。

UUCPのセキュリティーの設定
デフォルトの /etc/uucp/Permissionsファイルは、UUCPリンクに関する最大限のセ
キュリティーを提供します。デフォルトの Permissionsファイルには、エントリは
入っていません。

定義する各リモートマシンについて、次に示す追加パラメータを設定できます。

■ ローカルマシンからファイルを受け取る方法
■ 読み取り権と書き込み権が与えられるディレクトリ
■ リモート実行に使用できるコマンド

典型的な Permissionsのエントリは次のようになります。

3
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MACHINE=datsun LOGNAME=Udatsun VALIDATE=datsun

COMMANDS=rmail REQUEST=yes SENDFILES=yes

このエントリでは、システム内の任意の場所ではなく、通常のUUCPディレクトリ
との間でのファイルの送信と受信が可能となります。また、ログイン時にUUCP
ユーザー名の検証が行われます。

日常のUUCPの保守
UUCPの保守に必要な作業の量はさほど多くはありません。ただし、175ページ
の「UUCPの起動方法」のセクションで述べたように、crontabファイルが正しい場
所に置かれているか確認する必要があります。メールファイルと公開ディレクトリ
が次第に大きくなることに注意する必要があります。

UUCPに関連する電子メール
UUCPのプログラムとスクリプトが生成する電子メールメッセージは、すべて
ユーザー ID uucpに送信されます。管理者がユーザー uucpとして頻繁にログインし
ていないと、メールが蓄積され、ディスク空間を浪費していることに気付かない場
合があります。この問題を解決するには、/etc/mail/aliasesの中に別名を 1つ作
り、rootか自分自身、そしてほかのUUCP保守責任者に、電子メールを転送しま
す。aliasesファイルを変更したあとで、newaliasesコマンドを実行するのを忘れな
いようにしてください。

UUCP公開ディレクトリ
ディレクトリ /var/spool/uucppublicは、UUCPがデフォルトでファイルをコピーで
きる場所として、すべてのシステムに対して提供されているディレクトリです。す
べてのユーザーが、/var/spool/uucppublicへの移動と、このディレクトリ内の
ファイルの読み書きを行う権限を持っています。しかし、このディレクトリのス
ティッキービットが設定されているため、このディレクトリのモードは 01777で
す。したがって、ユーザーには、このディレクトリにコピーされ uucpに所有されて
いるファイルを削除することはできません。このディレクトリからファイルを削除
できるのは、rootまたは uucpとしてログインしたUUCP管理者だけです。この
ディレクトリ内に無秩序にファイルが蓄積するのを防ぐために、定期的にファイル
を削除する必要があります。

このような保守作業がユーザーにとって不都合な場合は、セキュリティーのために
設定されているスティッキービットを削除するのではなく、uutoと uupickを使用す
るよう各ユーザーに推奨してください。uutoと uupickの使い方について
は、uuto(1C)のマニュアルページを参照してください。このディレクトリのモード
の制限の度合を強めて、特定のユーザーグループに使用を限定することもできま
す。ユーザーによってディスク空間が使い切ってしまわれないように、そのディス
クへのUUCPアクセスを拒否することもできます。

UUCPのセキュリティーと保守
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UUCPのトラブルシューティング
ここでは、UUCPに関する一般的な問題を解決するための手順について説明しま
す。

▼ モデムまたはACUの障害確認方法
モデムやACUで、適正に動作していないものがないかどうかを、いくつかの方法で
検査できます。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

次のコマンドを実行し、接続障害の回数と理由を表示します。
# uustat -q

特定の回線を介した呼び出しを行い、その試行に関するデバッグ情報を出力しま
す。

この回線は、/etc/uucp/Devicesファイル内で directとして定義されていなければな
りません。回線が自動ダイアラに接続されている場合は、コマンド行の終わりに電
話番号を追加する必要があります。または、デバイスを directとして設定する必要
があります。次のように入力します。

# cu -d -lline

lineは /dev/cua/aです。

▼ 送信に関するデバッグ方法
特定のマシンに接続できない場合は、Uutryと uucpを使用して、そのマシンに対す
る通信を検査できます。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

接続を試行します。
# /usr/lib/uucp/Uutry -r machine
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machineには、接続できないマシンのホスト名を指定します。このコマンドは次のこ
とを行います。

■ デバッグ機能を指定して転送デーモン (uucico)を起動する。rootとしてログイン
していれば、さらに多くのデバッグ情報が得られる

■ デバッグ出力を /tmp/machineに送る
■ 次のように入力すると、デバッグ出力を端末に表示する

# tail -f

出力を終了するにはControl-Cキーを押します。この出力を保存する場合
は、/tmp/machineから出力内容をコピーします。

Uutryを使用しても問題の原因がわからない場合は、ジョブをキューに入れてみま
す。
# uucp -r file machine\!/dir/file

file 転送するファイルの名前を指定する

machine コピー先のマシンの名前を指定する

/dir/file 相手のマシンのどこにファイルを転送するかを指定する

次のコマンドを入力します。
# Uutry

それでも問題が解決できないときは、ご購入先へお問い合わせください。デバッグ
出力は問題の診断に役立つため、保存しておいてください。

注 – Uutryで -x nオプションを使用して、デバッグのレベルを増減することもできま
す。nはデバッグレベルを指定します。Uutryのデフォルトのデバッグレベルは 5で
す。

デバッグレベル 3では、接続がいつどのように確立されたかについての基本的な情
報は提供されますが、転送について提供される情報は多くはありません。一方、デ
バッグレベル 9では、転送処理に関するすべての情報が網羅されます。デバッグは
転送の両端で行われるという点に注意してください。比較的大きいテキストについ
て 5より高いレベルのデバッグを行いたい場合は、相手サイトの管理者に連絡し
て、いつレベルを変更するか決定してください。
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UUCP /etc/uucp/Systemsファイルの検査
特定のマシンと接続しようとすると障害が発生する場合は、Systemsファイルの中の
情報が最新のものであることを確認してください。マシンに関する次の情報が、最
新でない可能性があります。

■ 電話番号
■ ログイン ID
■ パスワード

UUCPエラーメッセージの検査
UUCPのエラーメッセージには、 ASSERTと STATUSの 2つの種類があります。

■ プロセスが異常終了した場合は、ASSERTエラーメッセージが
/var/uucp/.Admin/errorsに記録されます。この種類のメッセージには、ファイル
名、sccsid、回線番号、およびテキストが含まれています。この種類の
メッセージが送られるのは、通常、システムに問題がある場合です。

■ STATUSエラーメッセージは /var/uucp/.Statusディレクトリに格納されます。こ
のディレクトリ内には、ローカルコンピュータが通信しようとした各リモートマ
シンについて、それぞれファイルが作られます。これらのファイルには、試行し
た通信と、その通信が成功したかどうかについてのステータス情報が入っていま
す。

基本情報の検査
次のコマンドを使用して、基本的なネットワーク情報を検査できます。

■ uunameコマンドは、ローカルマシンが接続できるマシンのリストを表示する場合
に使用します。

■ uulogコマンドは、特定のホストのためのログディレクトリの内容を表示するた
めに使用します。

■ uucheck -vコマンドは、uucpが必要とするファイルとディレクトリが存在してい
るかどうかを検査するために使用します。また、Permissionsファイルも検査し
て、設定してあるアクセス権に関する情報を表示します。
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UUCP (リファレンス)

この章では、UUCPを使用する場合のリファレンス情報について説明します。次の
項目について説明します。

■ 183ページの「UUCP /etc/uucp/Systemsファイル」
■ 191ページの「UUCP /etc/uucp/Devicesファイル」
■ 198ページの「UUCP /etc/uucp/Dialersファイル」
■ 202ページの「その他の基本的なUUCP構成ファイル」
■ 205ページの「UUCP /etc/uucp/Permissionsファイル」
■ 214ページの「UUCP /etc/uucp/Pollファイル」
■ 214ページの「UUCP /etc/uucp/Configファイル」
■ 215ページの「UUCP /etc/uucp/Gradesファイル」
■ 217ページの「その他のUUCP構成ファイル」
■ 219ページの「UUCPの管理ファイル」
■ 220ページの「UUCPのエラーメッセージ」

UUCP /etc/uucp/Systemsファイル
/etc/uucp/Systemsファイルには、uucicoデーモンがリモートコンピュータとの通信
リンクを確立するために必要な情報が入っています。/etc/uucp/Systemsは、UUCP
を構成するときに編集しなければならない最初のファイルです。

Systemsファイルの中の各エントリは、このホストが通信するリモートコンピュータ
を表します。1つのホストについて複数のエントリがある場合もあります。付加的な
エントリは、順番に試される代替通信パスを表します。さらに、UUCPのデフォル
ト状態では、/etc/uucp/Systemsファイルに含まれていないコンピュータがこのホス
トにログインできないようになっています。

Sysfilesファイルを使用して、Systemsファイルとして使用されるファイルをいくつ
か定義できます。Sysfilesの詳細は、203ページの「UUCP /etc/uucp/Sysfiles

ファイル」を参照してください。
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Systemsファイルのエントリの形式は次のとおりです。

System-Name Time Type Speed Phone Chat Script

次に、Systemsファイルのエントリ例を示します。

例 12–1 /etc/uucp/Systemsのエントリ

Arabian Any ACUEC 38400 111222 ogin: Puucp ssword:beledi

Arabian System-Nameフィールドのエントリ。詳細は、184
ページの「/etc/uucp/Systemsファイルの System-Name
フィールド」を参照

Any Timeフィールドのエントリ。詳細は、185ページ
の「/etc/uucp/SystemsファイルのTimeフィール
ド」を参照

ACUEC Typeフィールドのエントリ。詳細は、186ページ
の「/etc/uucp/SystemsファイルのTypeフィール
ド」を参照

38400 Speedフィールドのエントリ。詳細は、186ページ
の「/etc/uucp/Systemsファイルの Speedフィール
ド」を参照

111222 Phoneフィールドのエントリ。詳細は、187ページ
の「/etc/uucp/Systemsファイルの Phoneフィール
ド」を参照

ogin: Puucp ssword:beledi Chat Scriptフィールドのエントリ。詳細は、187ページ
の「/etc/uucp/SystemsファイルのChat-Script
フィールド」を参照

/etc/uucp/Systemsファイルの System-Name
フィールド
このフィールドには、リモートコンピュータのノード名が入ります。TCP/IPネット
ワークでは、この名前は、マシンのホスト名でも、/etc/uucp/Sysnameファイルに
よってUUCP通信用として特別に作成した名前でもかまいません。183ページ
の「UUCP /etc/uucp/Systemsファイル」を参照してください。例 12–1で
は、System-Nameフィールドにリモートホスト Arabianに関するエントリが含まれて
います。
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/etc/uucp/SystemsファイルのTimeフィールド
このフィールドには、リモートコンピュータを呼び出すことのできる曜日と時間を
指定します。Timeフィールドの形式は次のとおりです。

daytime[;retry]

Timeフィールドのday部
dayの部分には、次のエントリのいくつかを含むリストを指定できます。

Su Mo Tu We Th Fr Sa 個々の曜日

Wk 任意の平日

Any 任意の日

Never このホストはこのリモートコンピュータの
呼び出しをいっさい行わない。呼び出しは
リモートコンピュータ側から行う必要があ
る。それを受けて、このホストは「受動
モード」で稼動する

Timeフィールドの time部
例 12–1では、Timeフィールドに Anyが示されており、これはホスト Arabianをいつ
でも呼び出せることを示します。

timeの部分には、24時間表記で表した時間の範囲を指定します。たとえば、午前 8
時 00分から午後 12時 30分までなら 0800-1230とします。timeの部分を指定しな
かった場合は、どのような時間にでも呼び出しができるものとみなされます。

0000の前後にまたがる時間範囲も指定できます。たとえば、0800-0600は、午前 6時
から午前 8時までの間を除くすべての時間帯で呼び出し可能であることを示しま
す。

Timeフィールドの retry部
retryサブフィールドには、試行が失敗してから次の再試行までの間に最小限必要な
時間 (分単位)を指定できます。デフォルトの待ち時間は 60分です。サブフィールド
区切り文字はセミコロン (;)です。たとえば、Any;9は、呼び出しはいつでもできる
が、失敗したときは次の再試行までに少なくとも 9分は待たなければならないこと
を意味します。

retryエントリを指定しなかった場合は、待ち時間倍加アルゴリズムが使用されま
す。これは、UUCPがデフォルトの待ち時間から始めて、失敗した試行の回数が増
えるほど待ち時間を長くしていくことを意味します。たとえば、最初の再試行待ち
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時間が 5分であるとします。応答がない場合は、次の再試行は 10分後となりま
す。次の再試行は 20分後というようになり、最大再試行時間の 23時間に達するまで
増加します。retryを指定した場合は、常にその値が再試行待ち時間となります。指
定がなければ待ち時間倍加アルゴリズムが使用されます。

/etc/uucp/SystemsファイルのTypeフィールド
このフィールドには、リモートコンピュータとの通信リンクを確立するために使用
するデバイスタイプを指定します。このフィールドで使用するキーワード
は、Devicesファイル中のエントリの最初のフィールドと突き合わされます。

例 12–2 Typeフィールドのキーワード

Arabian Any ACUEC, g 38400 1112222 ogin: Puucp ssword:beledi

Typeフィールドでは、さらに、システムとの接続に使用するプロトコルを定義でき
ます。上記の例では、デバイスタイプ ACUECに gプロトコルを組み合わせる方法を示
しています。プロトコルの詳細は、197ページの「/etc/uucp/Devicesファイル内のプ
ロトコル定義」を参照してください。

/etc/uucp/Systemsファイルの Speedフィールド
このフィールド (Classフィールドとも呼ばれます)は、通信リンクの確立に使用する
デバイスの転送速度を指定します。UUCP speedフィールドには、ダイアラのクラス
を区別するために、1個の英字と速度を含めることができます (たとえば
C1200、D1200)。193ページの「/etc/uucp/DevicesファイルのClassフィールド」を参
照してください。

デバイスにはどのような速度でも使用できるものがあり、その場合はキーワード Any

を使用できます。このフィールドは、Devicesファイルの対応するエントリのClass
フィールドに一致していなければなりません。

例 12–3 Speedフィールドのエントリ

eagle Any ACU, g D1200 NY3251 ogin: nuucp ssword:Oakgrass

このフィールドに情報を入れる必要がない場合は、フィールドの数を合わせるため
にダッシュ (-)を指定してください。
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/etc/uucp/SystemsファイルのPhoneフィールド
このフィールドには、自動ダイアラ (ポートセレクタ)に与えるリモートコン
ピュータの電話番号 (トークン)を指定できます。電話番号は、オプションの英字に
よる省略名と数字部分で構成されます。省略名を使用する場合は、Dialcodesファイ
ル内に列挙されているものの 1つでなければなりません。

例 12–4 Phoneフィールドのエントリ

nubian Any ACU 2400 NY555-1212 ogin: Puucp ssword:Passuan

eagle Any ACU, g D1200 NY=3251 ogin: nuucp ssword:Oakgrass

Phoneフィールドでは、等号 (=)は二次発信音を待ってから残りの数字をダイアルす
るという ACUへの指示となります。文字列の中にダッシュ (-)があれば、4秒間
待ってから次の数字をダイアルするという指示になります。

コンピュータがポートセレクタに接続されている場合は、そのセレクタに接続して
いるほかのコンピュータにアクセスできます。この種のリモートマシン用の Systems

ファイルエントリの Phoneフィールドには、電話番号を入れません。代わりに、この
フィールドにはスイッチに渡すトークンを指定します。このようにすれば、このホ
ストがどのリモートマシンとの通信を望んでいるかを、ポートセレクタが判断でき
ます。この場合は、システム名だけを指定するのが普通です。対応する Devices

ファイルエントリでは、エントリの末尾に \Dを指定して、このフィールドが
Dialcodeファイルを使用して解釈されないようにしなければなりません。

/etc/uucp/SystemsファイルのChat-Script
フィールド
このフィールド (Loginフィールドとも呼ばれる)には、「chatスクリプト」と呼ばれ
る文字列が入ります。chatスクリプトには、ローカルマシンとリモートマシンが対
話の最初の時点で互いに受け渡ししなければならない文字が含まれています。chat
スクリプトの形式は次のとおりです。

expect send [expect send] ....

expectは、対話を開始するために、ローカルホストがリモートホストから受信するこ
とを想定している文字列です。sendは、ローカルホストが、リモートホストからの
expect文字列を受信したあとで送信する文字列です。chatスクリプトには、複数の
expect-sendシーケンスを含めることもできます。
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基本的な chatスクリプトには次の情報が含まれます。

■ ローカルホストがリモートマシンから受信することを想定しているログインプロ
ンプト

■ ログインするためにローカルホストがリモートマシンに送るログイン名
■ ローカルホストがリモートマシンから受信することを想定しているパスワードプ
ロンプト

■ ローカルホストがリモートマシンに送るパスワード

expectフィールドは、次の形式のサブフィールドを持つことができます。

expect[-send-expect]...

-sendは、その前の expectが正常に読み取れなかった場合に送られるものであ
り、-sendのあとの -expectは、その次に送られてくると想定されている文字列です。

たとえば、login--loginという文字列を指定した場合、ローカルホストのUUCPは
loginが送られてくることを想定します。リモートマシンから loginを受信する
と、UUCPは次のフィールドに進みます。loginを受信しなかった場合は、UUCPは
キャリッジリターンを送信し、再度 loginが送られてくるのを待ちます。ローカルコ
ンピュータが、初期状態でどのような文字も想定していない場合は、expectフィール
ドで文字列 "" (NULL文字列)を指定します。send文字列が \cで終わっている場合を除
き、sendフィールドの送信のあとには必ずキャリッジリターンが伴うという点に注
意してください。

次に示すのは、expect-send文字列を使用する Systemsファイルエントリの例です。

sonora Any ACUEC 9600 2223333 "" \r \r ogin:-BREAK-ogin: Puucpx ssword:xyzzy

この例は、ローカルホストのUUCPに、2個のキャリッジリターンを送ってから
ogin: (Login:という場合もあるため)を待つように指示しています。ogin:を受信し
なかった場合は、 BREAKを送ります。ogin:を受信した場合は、ログイン名 Puucpxを
送ります。ssword: (Password:を表す)を受け取ったら、パスワード xyzzyを送りま
す。

次の表に、便利なエスケープ文字をいくつか紹介します。

表 12–1 Systemsファイルの chatスクリプトで使用されるエスケープ文字

エスケープ文字 意味

\b バックスペース文字を送信または想定します。

\c 文字列の末尾で使用すると、普通なら送信されるキャリッジリターン
が抑止されます。その他の場合は無視されます。
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表 12–1 Systemsファイルの chatスクリプトで使用されるエスケープ文字 (続き)
エスケープ文字 意味

\d 後続の文字を送る前に 1 - 3秒の遅延が生じます。

\E エコーチェックを開始します。これ以降は、1文字送信するたび
に、UUCPはその文字が受信されるまで待ち、その後、チェックを続
行します。

\e エコーチェックをオフにします。

\H ハングアップを 1回無視します。このオプションはコールバックモデ
ム用に使用します。

\K BREAK文字を送信します。

\M CLOCALフラグをオンにします。

\m CLOCALフラグをオフにします。

\n 改行文字を送信または想定します。

\N NULL文字 (ASCII NUL)を送信します。

\p 約 1/4秒間または 1/2秒間、一時停止します。

\r キャリッジリターンを送信または想定します。

\s スペース文字を送信または想定します。

\t タブ文字を送信または想定します。

EOT EOTとそれに続く 2個の改行文字を送信します。

BREAK BREAK文字を送信します。

\ddd 8進数 (ddd)で表される文字を送信または想定します。

Chatスクリプトを使用したダイアルバックの有効
化
組織によっては、リモートコンピュータからの呼び出しを処理するダイアルイン
サーバーを設定する場合があります。たとえば、コールバックモデムを持つダイア
ルインサーバーを配備し、社員が自宅のコンピュータから呼び出せるようにするこ
とができます。ダイアルインサーバーは、リモートマシンを識別すると、そのリ
モートマシンとのリンクを切断し、逆にそのリモートマシンを呼び出して、通信リ
ンクが再確立されます。

Systemsファイルの chatスクリプトで、コールバックが必要な箇所で \Hオプション
を使用することにより、コールバックの操作を簡素化することができます。ダイア
ルインサーバーのハングアップが予想される箇所で、expect文字列の一部として \H

を使用します。
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たとえば、ダイアルインサーバーを呼び出す chatスクリプトに、次のような文字列
が含まれているとします。

INITIATED\Hogin:

ローカルホストのUUCPダイアル機能は、ダイアルインサーバーから INITIATEDとい
う文字列を受け取ることを想定しています。文字列 INITIATEDを受け取ると、ダイア
ル機能は、ダイアルインサーバーがハングアップするまで、その後受信するすべて
の文字をフラッシュします。またダイアル機能は、expect文字列のその次の部分、つ
まり ogin:という文字列がダイアルインサーバーから送られてくるのを待ちま
す。ogin:を受け取ると、ダイアル機能は chatスクリプトを先へ進めます。

上記のサンプルでは \Hの前後に文字列が指定されていますが、これらはなくてもか
まいません。

/etc/uucp/Systemsファイルでのハードウェアフ
ロー制御
擬似送信文字列 STTY= valueを用いることによっても、モデムの特性を設定できま
す。たとえば、STTY=crtsctsを使用すると、ハードウェアフロー制御が可能になり
ます。STTYはすべての sttyモードを受け入れます。詳細は、stty(1)と termio(7I)の
マニュアルページを参照してください。

次の例は、Systemsファイルのエントリ内でハードウェアフロー制御を指定していま
す。

unix Any ACU 2400 12015551212 "" \r ogin: Puucp ssword:Passuan "" \ STTY=crtscts

擬似送信文字列は、Dialersファイルのエントリの中でも使用できます。

/etc/uucp/Systemsファイルでのパリティーの設
定
場合によっては、呼び出そうとしているシステムがポートのパリティーを検査
し、パリティーに誤りがあると回線を切断することがあります。そのため、パリ
ティーのリセットが必要になります。expect-send (予期 -送信)の文字列ペアとして ""
P_ZEROを使用すると、上位ビット (パリティービット)が 0に設定されます。この
expect-sendペアの例を次に示します。

unix Any ACU 2400 12015551212 "" P_ZERO "" \r ogin: Puucp ssword:Passuan

次に、expect-send文字列ペア "" P_ZEROのあとに続けることができるパリティー文字
列ペアを示します。
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"" P_EVEN パリティーを偶数 (デフォルト)に設定する

"" P_ODD パリティーを基数に設定する

"" P_ONE パリティービットを 1に設定する

これらのパリティー設定は、chatスクリプトのどこにでも挿入できます。この設定
は、chatスクリプト内の "" P_ZERO (expect-send文字列ペア)よりあとにあるすべての
情報に適用されます。パリティー文字列ペアは、Dialersファイルのエントリの中で
も使用できます。次の例には、パリティー文字列ペア "" P_ONEが含まれています。

unix Any ACU 2400 12015551212 "" P_ZERO "" P_ONE "" \r ogin: Puucp ssword:Passuan

UUCP /etc/uucp/Devicesファイル
/etc/uucp/Devicesファイルには、リモートコンピュータへのリンクを確立するため
に使用できるすべてのデバイスに関する情報が入っています。この種のデバイスに
は、ACU (高速モデムを含む)、直接リンク、ネットワーク接続などがあります。

/etc/uucp/Devicesファイルのエントリは、次の構文を使用します。

Type Line Line2 Class Dialer-Token-Pairs

次に示す Devicesファイルエントリは、ポートAに接続され、38,400 bpsで動作する
U.S. Robotics V.32bisモデムを表しています。

ACUEC cua/a - 38400 usrv32bis-ec

ACUEC Typeフィールド内のエントリ。詳細は、192ページ
の「/etc/uucp/DevicesファイルのTypeフィールド」を参照

cua/a Lineフィールド内のエントリ。詳細は、193ページ
の「/etc/uucp/Devicesファイルの Lineフィールド」を参照

- Line2フィールド内のエントリ。詳細は、193ページ
の「/etc/uucp/Devicesファイルの Line2フィールド」を参照

38400 Classフィールド内のエントリ。詳細は、193ページ
の「/etc/uucp/DevicesファイルのClassフィールド」を参照

usrv32bis-ec Dialer-Token-Pairsフィールド内のエントリ。詳細は、194ページ
の「/etc/uucp/DevicesファイルのDialer-Token-Pairsフィール
ド」を参照

各フィールドについては、次のセクションで説明しています。
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/etc/uucp/DevicesファイルのTypeフィールド
このフィールドで、デバイスによって確立されるリンクの種類を説明します。この
フィールドには次のセクションに示すキーワードのいずれかを入れることができま
す。

キーワード Direct

キーワード Directは、主として cu接続用のエントリ内で使用されます。この
キーワードは、このリンクがほかのコンピュータまたはポートセレクタへの直接リ
ンクであることを示します。cuの -lオプションで参照する各回線について、それぞ
れ独立したエントリを作成する必要があります。

キーワード ACU

キーワード ACUは、(cu、UUCP、asppp、または Solaris PPP 4.0を介した)リモートコ
ンピュータへのリンクを、モデムを介して確立することを示します。このモデム
は、直接ローカルコンピュータに接続しているものでも、ポートセレクタを介して
間接的に接続しているものでもかまいません。

ポートセレクタ
ポートセレクタは、ポートセレクタの名前で置き換えるものとして、Typeフィール
ド内で使用される変数です。ポートセレクタは、ネットワークに接続されたデバイ
スで、呼び出し側モデムの名前を要求し、アクセスを許可しま
す。/etc/uucp/Dialersファイルに入っている呼び出しスクリプトは、micomポート
セレクタと develconポートセレクタについてのものだけです。ユーザーは、Dialers

ファイルに独自のポートセレクタエントリを追加できます。詳細は、198ページ
の「UUCP /etc/uucp/Dialersファイル」を参照してください。

System-Name変数
Typeフィールド内のこの変数は、特定のマシンの名前で置き換えられます。これ
は、リンクがこのマシンへの直接リンクであることを示します。この命名スキーム
は、この Devicesエントリ内の行と、コンピュータ System-Nameについての
/etc/uucp/Systemsファイルエントリを対応付けるために使用されます。

Devicesファイルおよび SystemsファイルのTypeフィールド
例 12–5は、/etc/uucp/Devicesのフィールドと /etc/uucp/Systemsのフィールドの比
較を示しています。フィールドの書体を変えて示したように、Devicesファイルの
Typeフィールドで使用されているキーワードは、Systemsファイルエントリの 3番目
のフィールドと突き合わされます。DevicesファイルのTypeフィールドにはACUEC
というエントリが入っており、これは自動呼び出し装置、つまりこの例ではV.32bis
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モデムを示しています。この値は、SystemsファイルのTypeフィールドと突き合わ
されます。このフィールドにもACUECというエントリが入っています。詳細は、
183ページの「UUCP /etc/uucp/Systemsファイル」を参照してください。

例 12–5 Devicesファイルと SystemsファイルのTypeフィールドの比較

次に、Devicesファイルのエントリ例を示します。

ACUEC cua/a - 38400 usrv32bis-ec

次に、Systemsファイルのエントリ例を示します。

Arabian Any ACUEC 38400 111222 ogin: Puucp ssword:beledi

/etc/uucp/Devicesファイルの Lineフィールド
このフィールドには、Devicesエントリに対応付けられる回線 (ポート)のデバイス名
が入ります。たとえば、特定のエントリに対応付けられているモデムが /dev/cua/a

(シリアルポートA)に接続されている場合、このフィールドに入力する名前は cua/a

です。Lineフィールドでオプションのモデム制御フラグ Mを使用すると、キャリア
を待たないでデバイスをオープンすることを指定できます。例:

cua/a,M

/etc/uucp/Devicesファイルの Line2フィールド
このフィールドは、フィールドの数を合わせるために存在しているだけです。ここ
には常にハイフン (-)を指定します。Line2フィールドを使用するのは 801型のダイア
ラですが、この種類はOracle Solaris OSではサポートされていません。801型以外の
ダイアラは通常はこの構成を使用しませんが、このフィールドにダッシュだけは入
れておく必要があります。

/etc/uucp/DevicesファイルのClassフィールド
Typeフィールドでキーワード ACUまたは Directを使用した場合は、Classフィールド
にはデバイスの速度が入ります。ただし、このフィールドには、ダイアラのクラス
(CentrexやDimension PBXなど)を区別するために、1個の英字と速度値を含めること
ができます (C1200、D1200など)。

大規模な事業所では複数種の電話ネットワークを使用することが多いため、このよ
うな指定が必要になります。たとえば、1つのネットワークは事業所内の内線通信専
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用に使用し、もう 1つのネットワークは外線通信に使用するといった方式が考えら
れます。このような場合は、内線回線と外線回線とを区別する必要があります。

DevicesファイルのClassフィールドで使用するキーワードは、Systemsファイルの
Speedフィールドと突き合わされます。

例 12–6 DevicesファイルのClassフィールド

ACU cua/a - D2400 hayes

どのような速度でも使用できるデバイスでは、Classフィールドにキーワード Anyを
使用します。Anyを使用した場合は、回線は、Systemsファイルの Speedフィールド
で要求された任意の速度に適合します。このフィールドが Anyで、Systemsファイル
の Speedフィールドも Anyである場合は、速度はデフォルトの 2400 bpsとなります。

/etc/uucp/DevicesファイルのDialer-Token-Pairs
フィールド
Dialer-Token-Pairs (DTP)フィールドには、ダイアラの名前とそれに渡すトークンが入
ります。DTPフィールドの構文は次のとおりです。

dialer token [dialer token]

dialerの部分は、モデムかポートモニターの名前あるいは直接リンクデバイスの場合
は directまたは uudirectです。ダイアラとトークンのペアはいくつでも指定できま
す。dialerの部分がない場合は、Systemsファイル内の関連エントリから取得されま
す。token部は、dialer部の直後に指定できます。

対応するダイアラによっては、最後のダイアラとトークンのペアはない場合もあり
ます。ほとんどの場合は、最後のペアには dialer部だけが含まれます。token部
は、対応する Systemsファイルエントリの Phoneフィールドから取得されます。

dialer部の有効エントリは、Dialersファイル内で定義されているものか、いくつか
の特殊ダイアラタイプのうちの 1つとなります。これらの特殊ダイアラタイプはコ
ンパイル時にソフトウェア中に組み込まれているので、Dialersファイル内に該当エ
ントリがなくても使用できます。次に、特殊なダイアラタイプを示します。

TCP TCP/IPネットワーク

TLI トランスポートレベルインタフェースネットワーク (STREAMSを
使用しないもの)

TLIS トランスポートレベルインタフェースネットワーク (STREAMSを
使用するもの)
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詳細は、197ページの「/etc/uucp/Devicesファイル内のプロトコル定義」を参照して
ください。

/etc/uucp/DevicesファイルのDialer-Token-Pairs
フィールドの構造
DTPフィールドの構造は、エントリに対応するデバイスに応じて 4通りに設定でき
ます。

次に 1つ目の方法を示します。

直接接続モデム –コンピュータのポートにモデムが直接接続されている場合は、対
応する DevicesファイルエントリのDTPフィールドに入るペアは 1つだけです。こ
のペアは、通常はモデムの名前です。この名前は、Devicesファイルの特定のエント
リと、Dialersファイル内のエントリとを対応付けるために使用されます。した
がって、Dialerフィールドは、Dialersファイルエントリの最初のフィールドに一致
している必要があります。

例 12–7 直接接続モデム用Dialersフィールド

Dialers hayes =,-, "" \\dA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255\r\c

\EATDT\T\r\c CONNECT

DevicesファイルエントリのDTPフィールドには、dialer部 (hayes)だけが示されてい
る点に注意してください。これは、ダイアラに渡す token (この例では電話番号)
が、Systemsファイルエントリの Phoneフィールドから取得されることを意味します
(Example 12–9で説明するように、例 12–9が暗黙で指定されます)。

次に、DTPフィールドの構造化に利用できる 2つ目と 3つ目の方法を示します。

■ 直接リンク –特定のコンピュータへの直接リンクの場合は、対応するエントリの
DTPフィールドには、キーワード directが入ります。これ
は、Direct、System-Nameの両方の直接リンクエントリにもあてはまります。
192ページの「/etc/uucp/DevicesファイルのTypeフィールド」を参照してくださ
い。

■ 同じポートセレクタ上のコンピュータ –通信するコンピュータが、ローカルコン
ピュータと同じポートセレクタスイッチ上にある場合は、ローカルコンピュータ
はまずそのスイッチにアクセスする必要があります。そのスイッチが、相手のコ
ンピュータとの接続を確立します。この種のエントリでは、ペアは 1つだけで
す。dialer部が Dialersファイルのエントリと突き合わされます。

例 12–8 同一ポートセレクタ上のコンピュータ用UUCP Dialerフィールド

Dialers develcon ,"" "" \pr\ps\c est:\007 \E\D\e \007
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token部が空である点に注意してください。このように指定されている場合は、この
部分が Systemsファイルから取得されることを示しています。このコンピュータ用の
Systemsファイルエントリには、Phoneフィールドにトークンが含まれています。こ
のフィールドは、通常、コンピュータの電話番号用として確保されています。詳細
は、183ページの「UUCP /etc/uucp/Systemsファイル」を参照してください。この
種類のDTPにはエスケープ文字 (\D)が含まれています。これは、Phoneフィールド
の内容が、Dialcodesファイル内の有効エントリとして解釈されないことを保証しま
す。

次に、DTPフィールドの構造化に利用できる 4つ目の方法を示します。

ポートセレクタに接続しているモデム –ポートセレクタに高速モデムが接続されて
いる場合は、ローカルコンピュータはまずポートセレクタスイッチにアクセスする
必要があります。そして、そのスイッチがモデムとの接続を確立します。この種類
のエントリには、ダイアラとトークンのペアが 2つ必要です。各ペアの dialer部 (エ
ントリの 5番目と 7番目のフィールド)が、Dialersファイル内のエントリと突き合わ
されます。

例 12–9 ポートセレクタに接続されたモデム用UUCP Dialerフィールド

develcon "" "" \pr\ps\c est:\007 \E\D\e \007

ventel =&-% t"" \r\p\r\c $ <K\T%\r>\c ONLINE!

最初のペアでは、develconがダイアラで、ventがDevelconスイッチに渡される
トークンです。トークンは、コンピュータに接続するデバイス (たとえばVentelモデ
ム)をダイアラに指示しています。各スイッチごとに設定が異なることがあるの
で、このトークンは各ポートセレクタに固有のものにします。Ventelモデムが接続
されたあと、第 2のペアがアクセスされます。このペアでは、Ventelがダイアラ
で、トークンは Systemsファイルから取得されます。

DTPフィールドで使用できるエスケープ文字が 2つあります。

■ \T – Phone (token)フィールドを、/etc/uucp/Dialcodesファイルを使用して解釈す
ることを指定します。通常、モデム (Hayes、US Roboticsなど)に対応する各呼び
出しスクリプトについて、/etc/uucp/Dialersファイルにこのエスケープ文字を組
み込みます。したがって、呼び出しスクリプトがアクセスされるまでは、解釈は
行われません。

■ \D – Phone (token)フィールドを、/etc/uucp/Dialcodesファイルを使用して解釈し
ないことを指定します。Devicesエントリの末尾にエスケープ文字が何も指定さ
れていないときは、デフォルトで \Dがあるものと想定します。\D

は、/etc/uucp/Dialersファイルの中でも、ネットワークスイッチ develconと
micomに関連したエントリで使用されます。
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/etc/uucp/Devicesファイル内のプロトコル定義
/etc/uucp/Devicesでは、各デバイスに使用するプロトコルを定義できます。通常
は、デフォルトを使用するか、または呼び出そうとしている特定のシステムに対し
てプロトコルを定義できるので、この指定は不要です。詳細は、183ページ
の「UUCP /etc/uucp/Systemsファイル」を参照してください。プロトコルを指定す
る場合は、次の形式を使用する必要があります。

Type,Protocol [parameters]

たとえば、TCP/IPプロトコルを指定するには、TCP,teと入力します。

次の表に、Devicesファイルで使用できるプロトコルを示します。

表 12–2 /etc/uucp/Devicesで使用されるプロトコル

プロトコル 説明

t このプロトコルは、TCP/IPや、その他の信頼性のある接続を介した伝送
に、もっともよく使用される。tはエラーのない伝送を前提としている

g UUCPのネイティブプロトコル。gは低速で信頼性があり、ノイズの多い電話
回線を介した伝送に適している

e このプロトコルは、(TCP/IPのようなバイトストリーム指向ではなく)
メッセージ指向でエラーのないチャネルを介した伝送を前提としている

f このプロトコルはX.25接続を介した伝送に使用される。fは、データスト
リームのフロー制御に関係している。特にX.25/PADリンクなどのように、完
全に (またはほとんど)エラーがないことが保証されるリンクでの使用を意図
している。検査合計はファイル全体についてのみ実施される。伝送が失敗し
た場合は、受信側は再伝送を要求できる

次に、デバイスエントリ用のプロトコル指定の例を示します。

TCP,te - - Any TCP -

この例は、デバイス TCPについて tプロトコルの使用を試みるように指示していま
す。相手側がそれを拒否した場合は、eプロトコルが使用されます。

eと tのどちらも、モデムを介した通信には適していません。モデムがエラーのない
伝送を保証するものであったとしても、モデムとCPUとの間でデータが失われる可
能性があります。
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UUCP /etc/uucp/Dialersファイル
/etc/uucp/Dialersファイルには、よく使用される多くのモデムに関するダイアリン
グ指示が入っています。標準外のモデムの使用や、UUCP環境のカスタマイズを予
定している場合以外は、通常このファイルのエントリの変更や追加は必要ありませ
ん。しかし、このファイルの内容と、Systemsファイルや Devicesファイルとの関係
は理解しておく必要があります。

このファイルの中のテキストは、回線をデータ転送に使用できるようにするため
に、最初に行わなければならない対話を指定します。chatスクリプトと呼ばれるこ
の対話は、通常は送受信される一連のASCII文字列で、電話番号をダイアルするた
めによく使用されます。

191ページの「UUCP /etc/uucp/Devicesファイル」の例に示したように、Devices

ファイルエントリの 5番目のフィールドは Dialersファイルへのインデックスか、ま
たは特殊ダイアラタイプ (TCP、TLI、TLISなど)です。uucicoデーモンは、Devices

ファイルの 5番目のフィールドを、Dialersファイルの各エントリの最初のフィール
ドと突き合わせます。さらに、Devicesの 7番目の位置から始まる奇数番号の各
フィールドは、Dialersファイルへのインデックスとして使用されます。これらが一
致すると、その Dialersのエントリがダイアラ対話を行うために解釈されます。

Dialersファイルの各エントリの構文は次のとおりです。

dialer substitutions expect-send

次に、US Robotics V.32bisモデム用のエントリの例を示します。

例 12–10 /etc/uucp/Dialersファイルのエントリ

usrv32bis-e =,-, "" dA\pT&FE1V1X1Q0S2=255S12=255&A1&H1&M5&B2&W\r\c OK\r

\EATDT\T\r\c CONNECT\s14400/ARQ STTY=crtscts

usrv32bis-e

Dialerフィールドのエントリです。Dialerフィールドは、Devicesファイルの中の 5
番目以降の奇数番号のフィールドと突き合わされます。

=,-, ""
Substitutionsフィールドのエントリです。Substitutionsフィールドは変換文字列で
す。各文字ペアの最初の文字が 2番目の文字に変換されます。このマッピングは
通常、 =と -を、「発信音待ち」と「一時停止」用としてダイアラが必要とする
文字に変換するために使用されます。

dA\pT&FE1V1X1Q0S2=255S12=255&A1&H1&M5&B2&W\r\c OK\r

Expect-Sendフィールドのエントリです。Expect-Sendフィールドは文字列です。

\EATDT\T\r\c CONNECT\s14400/ARQ STTY=crtscts

Expect-Sendフィールドのエントリの続きです。
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次に、Dialersファイルのエントリの例をいくつか示します。これは、Solarisインス
トールプログラムの一環としてUUCPをインストールするときに提供されるファイ
ルです。

例 12–11 /etc/uucp/Dialersの抜粋

penril =W-P "" \d > Q\c : \d- > s\p9\c )-W\p\r\ds\p9\c-) y\c : \E\TP > 9\c OK

ventel =&-% "" \r\p\r\c $ <K\T%%\r>\c ONLINE!

vadic =K-K "" \005\p *-\005\p-*\005\p-* D\p BER? \E\T\e \r\c LINE

develcon "" "" \pr\ps\c est:\007

\E\D\e \n\007 micom "" "" \s\c NAME? \D\r\c GO

hayes =,-, "" \dA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255\r\c OK\r \EATDT\T\r\c CONNECT

# Telebit TrailBlazer

tb1200 =W-, "" \dA\pA\pA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255S50=2\r\c OK\r

\EATDT\T\r\c CONNECT\s1200

tb2400 =W-, "" \dA\pA\pA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255S50=3\r\c OK\r

\EATDT\T\r\c CONNECT\s2400

tbfast =W-, "" \dA\pA\pA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255S50=255\r\c OK\r

\EATDT\T\r\c CONNECT\sFAST

# USrobotics, Codes, and DSI modems

dsi-ec =,-, "" \dA\pTE1V1X5Q0S2=255S12=255*E1*F3*M1*S1\r\c OK\r \EATDT\T\r\c

CONNECT\sEC STTY=crtscts,crtsxoff

dsi-nec =,-, "" \dA\pTE1V1X5Q0S2=255S12=255*E0*F3*M1*S1\r\c OK\r \EATDT\T\r\c CONNECT

STTY=crtscts,crtsxoff

usrv32bis-ec =,-, "" \dA\pT&FE1V1X1Q0S2=255S12=255&A1&H1&M5&B2&W\r\c OK\r \EATDT\T\r\c

CONNECT\s14400/ARQ STTY=crtscts,crtsxoff

usrv32-nec =,-, "" \dA\pT&FE1V1X1Q0S2=255S12=255&A0&H1&M0&B0&W\r\c OK\r \EATDT\T\r\c

CONNECT STTY=crtscts,crtsxoff

codex-fast =,-, "" \dA\pT&C1&D2*MF0*AA1&R1&S1*DE15*FL3S2=255S7=40S10=40*TT5&W\r\c OK\r

\EATDT\T\r\c CONNECT\s38400 STTY=crtscts,crtsxoff

tb9600-ec =W-, "" \dA\pA\pA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255S50=6\r\c OK\r

\EATDT\T\r\cCONNECT\s9600 STTY=crtscts,crtsxoff

tb9600-nec =W-, "" \dA\pA\pA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255S50=6S180=0\r\c OK\r \EATDT\T\r\c

CONNECT\s9600 STTY=crtscts,crtsxoff

次の表に、Dialersファイルの send文字列でよく使用されるエスケープ文字を示しま
す。
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表 12–3 /etc/uucp/Dialersで使用するエスケープ文字

文字 説明

\b バックスペース文字を送信または想定します。

\c 改行、キャリッジリターンを抑止します。

\d 約 2秒の遅延が生じます。

\D Dialcodes変換なしの電話番号またはトークン

\e エコーチェックを使用しません。

\E 低速デバイス用にエコーチェックを使用します。

\K ブレーク文字を挿入します。

\n 改行文字を送信します。

\nnn 8進数値を送信します。使用できるその他のエスケープ文字について
は、183ページの「UUCP /etc/uucp/Systemsファイル」を参照してく
ださい。

\N NULL文字 (ASCII NUL)を送信または想定します。

\p 約 12から 14秒の一時停止が生じます。

\r リターン。

\s スペース文字を送信または想定します。

\T Dialcodes変換を伴う電話番号またはトークン。

次に示すのは、Dialersファイルの penrilエントリです。

penril =W-P "" \d > Q\c : \d- > s\p9\c )-W\p\r\ds\p9\c-) y\c : \E\TP > 9\c OK

最初に、電話番号引数の置換メカニズムが確立されます。その結果、=はすべて W

(発信音待ち)で置き換えられ、-はすべて P (一時停止)で置き換えられるようになり
ます。

上記の行の残りの部分に指定されているハンドシェークの働きは、次のとおりで
す。

■ "" –何も待たない (つまり次へ進む)
■ \d – 2秒間の遅延のあとキャリッジリターンを送信する
■ > – >を待つ
■ Q\c –キャリッジリターンを付けずに Qを送信する
■ : – :を待つ
■ \d- – 2秒間の遅延のあと -とキャリッジリターンを送信する

UUCP /etc/uucp/Dialersファイル

Oracle Solaris 11.1でのUUCPおよび PPPを使用したシリアルネットワークの管理 • 2012年 10月200



■ > – >を待つ

■ s\p9\c – sを送信し、一時停止し、9を送信するが、キャリッジリターンは送信し
ない

■ )-W\p\r\ds\p9\c-) – )を待つ。)が受信されない場合は、-文字の間の文字列を処
理する。つまり、Wを送信し、一時停止し、キャリッジリターンを送信し、遅延
し、sを送信し、一時停止し、9を送信し、キャリッジリターンを送信しないで )

を待つ

■ y\c –キャリッジリターンを付けずに yを送信する

■ : – :を待つ

■ \E\TP – \Eはエコーチェックを有効にする。これ以降は、1文字送信するたび
に、UUCPはその文字が受信されるまで待ってから処理を行う。次に電話番号を
送信する。\Tは、引数として渡された電話番号をとることを意味する。\Tは
Dialcodes変換と、このエントリのフィールド 2で指定されたモデム機能変換を適
用する。次に、\Tは Pとキャリッジリターンを送信する

■ > – >を待つ

■ 9\c –改行を付けずに 9を送信する

■ OK –文字列 OKを待つ

/etc/uucp/Dialersファイルによるハードウェア
フロー制御の有効化
擬似送信文字列 STTY=valueを用いることによっても、モデムの特性を設定できま
す。たとえば、STTY=crtsctsを使用すると、アウトバウンドのハードウェアフ
ロー制御が可能になります。STTY=crtsxoffを使用すると、インバウンドのハード
ウェアフロー制御が可能になります。STTY=crtscts,crtsxoffを使用すると、アウト
バウンドとインバウンドの両方のハードウェアフロー制御が可能になります。

STTYはすべての sttyモードを受け入れます。詳細は、stty(1)と termio(7I)のマ
ニュアルページを参照してください。

次の例は、Dialersファイルエントリ内でハードウェアフロー制御を使用可能にして
います。

dsi =,–, "" \dA\pTE1V1X5Q0S2=255S12=255*E1*F3*M1*S1\r\c OK\r \EATDT\T\r\c

CONNECT\sEC STTY=crtscts

この擬似送信文字列は、Systemsファイルのエントリの中でも使用できます。
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/etc/uucp/Dialersファイルでのパリティーの設
定
場合によっては、呼び出そうとしているシステムがポートのパリティーを検査
し、パリティーに誤りがあると回線を切断することがあります。そのため、パリ
ティーのリセットが必要になります。expect-sendの対を成す文字列として P_ZEROを
使用すると、パリティーが 0に設定されます。

foo =,-, "" P_ZERO "" \dA\pTE1V1X1Q0S2=255S12=255\r\c OK\r\EATDT\T\r\c CONNECT

次に、expect-send文字列ペアのあとに続けることができるパリティー文字列ペアを
示します。

"" P_EVEN パリティーを偶数 (デフォルト)に設定する

"" P_ODD パリティーを基数に設定する

"" P_ONE パリティーを 1に設定する

この擬似送信文字列は、Systemsファイルのエントリの中でも使用できます。

その他の基本的なUUCP構成ファイル
基本的なUUCP構成を行うときに、Systems、 Devices、および Dialersの各ファイル
に加えて、このセクションで紹介するファイルを使用できます。

UUCP /etc/uucp/Dialcodesファイル
/etc/uucp/Dialcodesファイルにより、/etc/uucp/Systemsファイルの Phoneフィール
ドで使用するダイアルコードの省略名を定義できます。Dialcodesファイルは、同じ
サイトにある複数のシステムが使用する基本的な電話番号について、付加的な情報
を指定するために使用できます。

各エントリの構文は次のとおりです。

Abbreviation Dial-Sequence

Abbreviation このフィールドは、Systemsファイルの Phoneフィールドで使用さ
れる省略名です。

Dial-Sequence このフィールドは、個々の Systemsファイルエントリがアクセスさ
れるときにダイアラに渡されるダイアルシーケンスです。

この 2つのファイル内のフィールドを比較してみます。次に、Dialcodesファイルの
エントリを示します。
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Abbreviation Dial-Sequence

次に、Systemsファイルのエントリを示します。

System-Name Time Type Speed Phone Chat Script

次の表に、Dialcodesファイルのフィールドのコンテンツ例を示します。

表 12–4 Dialcodesファイルのエントリ

略語 ダイアルシーケンス

NY 1=212

jt 9+847

最初の行のNYは、Systemsファイルの Phoneフィールドで使用される省略名で
す。Systemsファイルのエントリは、たとえば次のようになります。

NY5551212

uucicoは、Systemsファイルから NYを読み取ると、Dialcodesファイルから NYを探
し、それに該当するダイアルシーケンス 1=212を取得します。1=212は、New York
Cityへの電話呼び出しに必要なダイアルシーケンスです。このシーケンスは、1とい
う番号と、一時停止して次の発信音を待つことを示す等号 (=)と、市外局番 212で構
成されています。uucicoはこの情報をダイアラに送り、再び Systemsファイルに
戻って残りの電話番号 5551212を処理します。

jt 9=847-というエントリは、Systemsファイル内の jt7867などのような Phone
フィールドを取り扱います。uucicoは、jt7867を含むエントリを Systemsファイル
から読み取り、ダイアラとトークンのペアの中のトークンが \Tであれ
ば、9=847-7867というシーケンスをダイアラに送ります。

UUCP /etc/uucp/Sysfilesファイル
/etc/uucp/Sysfilesファイルでは、uucpと cuが Systems、Devices、Dialersファイル
として使用する別のファイルを割り当てます。cuの詳細は、cu(1C)のマニュアル
ページを参照してください。Sysfilesは次の目的に使用できます。

■ 別の Systemsファイルにより、uucpのサービスとは異なるアドレスに対してログ
インサービスを要求できます。

■ 別の Dialersファイルにより、cuと uucpで異なるハンドシェークを割り当てるこ
とができます。

■ 複数の Systems、Dialers、Devicesファイル。特に Systemsファイルはサイズが大
きくなるので、いくつかの小さいファイルに分割しておくと便利です。

Sysfilesファイルの構文は次のとおりです。
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service=w systems=x:x dialers=y:y devices=z:z

w uucico、cu、またはその両方をコロンで区切って指定します。

x Systemsファイルとして使用される 1つまたは複数のファイルをコロンで区
切って指定します。これらは指定された順序で読み込まれます。

y Dialersファイルとして使用される 1つまたは複数のファイルです。

z Devicesファイルとして使用される 1つまたは複数のファイルです。

フルパスで指定しないかぎり、各ファイル名は /etc/uucpディレクトリからの相対パ
スとみなされます。

次に示すのは、標準の /etc/uucp/Systemsに加えて使用するローカル Systemsファイ
ル (Local_Systems)を定義する /etc/uucp/Sysfilesの例です。

service=uucico:cu systems=Systems :Local_Systems

/etc/uucp/Sysfilesの中にこのエントリがある場合、uucicoと cuはどちらも、まず
標準 /etc/uucp/Systemsファイルを調べます。呼び出そうとしているシステムのエン
トリがそのファイル内にないか、またはそのファイル内の該当エントリの処理に失
敗した場合は、両コマンドは /etc/uucp/Local_Systemsを調べます。

上記のエントリの場合は、cuと uucicoは、Dialersファイルと Devicesファイルを共
有します。

uucicoサービス用と cuサービス用に別の Systemsファイルを定義した場合は、マシ
ンは 2つの異なる Systemsのリストを持つことになります。uucicoリストは uuname

コマンドを使用して出力でき、cuリストは uuname -Cコマンドを使用して出力できま
す。このファイルのもう 1つの例として、代替ファイルの方を先に調べ、デフォル
トファイルは必要なときだけ調べる場合を次に示します。

service=uucico systems=Systems.cico:Systems

dialers=Dialers.cico:Dialers \

devices=Devices.cico:Devices

service=cu systems=Systems.cu:Systems \

dialers=Dialers.cu:Dialers \

devices=Devices.cu:Devices

UUCP /etc/uucp/Sysnameファイル
UUCPを使用するすべてのマシンは、一般にノード名と呼ばれる識別名を持ってい
る必要があります。このノード名は、リモートマシンの /etc/uucp/Systemsファイル
に、chatスクリプトやその他の識別情報とともに格納されています。通常は、UUCP
は、uname -nコマンドから返されるものと同じノード名を使用し、TCP/IPでもこの
名前を使用します。
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/etc/uucp/Sysnameファイルを作成することによって、TCP/IPホスト名とは別の
UUCPノード名を指定できます。このファイルには、ローカルシステムのUUCP
ノード名が入った 1行のエントリが含まれています。

UUCP /etc/uucp/Permissionsファイル
/etc/uucp/Permissionsファイルは、ログイン、ファイルアクセス、およびコマンド
実行に関するリモートコンピュータのアクセス権を指定します。リモートコン
ピュータがファイルを要求する権限と、ローカルマシンでキューに入れられた
ファイルを受け取る権限を制限するオプションがあります。また、リモートマシン
がローカルコンピュータ上で実行できるコマンドを指定するオプションもありま
す。

UUCP構造のエントリ
各エントリは 1行の論理行で、行末にバックスラッシュ (\)がある場合は次の行と継
続していることを示します。エントリは、スペースで区切られたオプションから構
成されます。各オプションは、次の形式の名前と値のペアです。

name=value

valuesはコロンで区切ってリストとすることもできます。オプション指定の中で
は、スペースは使用できないので注意してください。

コメント行はポンド記号 (#)で始まり、その行の改行文字までの全部分を占めま
す。空行は無視されます (複数行エントリの中の空行も同じです)。

Permissionsファイルのエントリの種類を次に示します。

■ LOGNAME –リモートマシンがローカルマシンにログインする (呼び出す)ときに有効
になるアクセス権を指定する

注 –リモートマシンがローカルマシンを呼び出すとき、固有のログインと検証可
能なパスワードを使用しないかぎり、そのリモートマシンの識別情報は正確なも
のとはなりません。

■ MACHINE –ローカルマシンがリモートコンピュータにログインする (呼び出す)とき
に有効になるアクセス権を指定する

LOGNAMEには LOGNAMEオプションが含まれ、MACHINEエントリには MACHINEオプション
が含まれます。1つのエントリに両方のオプションを含めることもできます。
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UUCPの考慮事項
Permissionsファイルを使用して、リモートコンピュータに付与されているアクセス
のレベルを制限するときは、次のことを考慮に入れる必要があります。

■ リモートコンピュータが、UUCP通信を目的としてログインするために使用する
すべてのログイン IDは、1つの LOGNAMEエントリだけに指定されていなければな
らない

■ 呼び出されたサイトの名前が MACHINEエントリにない場合、そのサイトには次に
示すデフォルトのアクセス権または制約が適用される
■ ローカルの送信要求と受信要求は実行される
■ リモートコンピュータは、ローカルコンピュータの /var/spool/uucppublic

ディレクトリにファイルを送信できる
■ リモートコンピュータがローカルコンピュータで実行するために送信するコマ
ンドは、デフォルトのコマンドのどれかでなければならない (通常は rmail)

UUCP REQUESTオプション
リモートコンピュータがローカルコンピュータを呼び出し、ファイルの受信を要求
したときに、その要求を承認することも拒否することもできます。REQUESTオプ
ションは、リモートコンピュータがローカルコンピュータからのファイル転送を要
求できるかどうかを指定します。REQUEST=yesは、リモートコンピュータがローカル
コンピュータからのファイル転送を要求できることを指定します。REQUEST=no

は、リモートコンピュータがローカルコンピュータからのファイルの受信を要求で
きないことを指定します。REQUEST=noは、REQUESTオプションを指定しなかった場合
に使用されるデフォルト値です。REQUESTオプションは、LOGNAMEエントリ (リモート
コンピュータがローカルコンピュータを呼び出す場合)と、MACHINEエントリ (ローカ
ルコンピュータがリモートコンピュータを呼び出す場合)のどちらにも使用できま
す。

UUCP SENDFILESオプション
ローカルコンピュータを呼び出す作業を完了したあとで、リモートコンピュータは
ローカルコンピュータのキュー中のリモートコンピュータ用の作業を受け取ろうと
することがあります。 SENDFILESオプションは、ローカルコンピュータが、リモート
コンピュータ用にキューに入れた作業を送信できるかどうかを指定します。

文字列 SENDFILES=yesは、リモートコンピュータが LOGNAMEオプションに指定されて
いる名前の 1つを使用してログインしていれば、ローカルコンピュータがキューに
入れた作業を送信できることを指定します。/etc/uucp/SystemsのTimeフィールド
に Neverを入力してある場合は、この文字列の使用は必須です。その場合、ローカル
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マシンは受動モードに設定され、相手のリモートコンピュータへの呼び出しを開始
することはできなくなります。詳細は、183ページの「UUCP /etc/uucp/Systems

ファイル」を参照してください。

文字列 SENDFILES=callは、ローカルコンピュータがリモートコンピュータを呼び出
したときにかぎり、ローカルコンピュータのキュー中のファイルを送信することを
指定します。callの値は SENDFILESオプションのデフォルト値です。MACHINEエント
リはリモートコンピュータへの呼び出しを送る場合に適用されるものなので、この
オプションが意味を持つのは LOGNAMEエントリの中で使用した場合だけで
す。MACHINEエントリでこのオプションを使用しても無視されます。

UUCP MYNAMEオプション
このオプションを使用すると、hostnameコマンドから戻されるTCP/IPホスト名以外
に、固有のUUCPノード名をローカルシステムに与えることができます。たとえ
ば、偶然にほかのシステムと同じ名前をローカルホストに付けてしまった場合など
に、Permissionsファイルの MYNAMEオプションを指定できます。自分の所属組織が
widgetという名前で認識されるようにするとします。すべてのモデムが gadgetとい
うホスト名を持つマシンに接続されている場合は、gadgetの Permissionsファイルに
次のようなエントリを含めることができます。

service=uucico systems=Systems.cico:Systems

dialers=Dialers.cico:Dialers \

devices=Devices.cico:Devices

service=cu systems=Systems.cu:Systems \

dialers=Dialers.cu:Dialers \

devices=Devices.cu:Devices

これで、システム worldは、あたかも widgetにログインしているかのようにマシン
gadgetにログインできます。ローカルマシンから worldマシンを呼び出したときに
も、worldが widgetという別名で認識するようにする場合は、次のようなエントリを
作成します。

MACHINE=world MYNAME=widget

MYNAMEオプションによってローカルマシンが自分自身を呼ぶこともできるので、こ
のオプションはテスト目的にも利用できます。しかし、このオプションはマシンの
実際の識別情報を隠す目的にも使用できてしまうので、211ページの「UUCP
VALIDATEオプション」で述べる VALIDATEオプションを使用するようにしてくださ
い。
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UUCP READオプションと WRITEオプション
これらのオプションは、uucicoがファイルシステムのどの部分を読み書きできるか
を指定します。READオプションと WRITEオプションは、MACHINEエントリと LOGNAME

エントリのどちらにも使用できます。

次の文字列に示すように、READオプションと WRITEオプションのどちらも、デ
フォルトは uucppublicディレクトリです。

READ=/var/spool/uucppublic WRITE=/var/spool/uucppublic

文字列 READ=/と WRITE=/は、Other権を持つローカルユーザーがアクセスできるすべ
てのファイルにアクセスできる権限を指定します。

これらのエントリの値は、コロンで区切ったパス名のリストです。READオプション
はリモート側からのファイル要求のためのものであり、WRITEオプションはリモート
側からのファイル送出のためのものです。値の 1つは、入力ファイルまたは出力
ファイルのフルパス名の接頭辞でなければなりません。公開ディレクトリのほかに
/usr/newsにもファイルを送出する権限を付与するには、WRITEオプションに次の値
を指定します。

WRITE=/var/spool/uucppublic:/usr/news

パス名はデフォルトのリストに追加されるものではないので、READオプションと
WRITEオプションを使用するときはすべてのパス名を指定する必要があります。たと
えば、WRITEオプションでパス名として /usr/newsのみを指定した場合、公開ディレ
クトリにファイルを送出する権限は失われます。

リモートシステムがどのディレクトリに読み書きのアクセスができるかは、注意し
て決定しなければなりません。たとえば、/etcディレクトリには多数の重要なシス
テムファイルが入っています。したがって、このディレクトリにファイルを送出す
る権限はリモートユーザーには付与しない方が賢明です。

UUCP NOREADオプションと NOWRITEオプション
NOREADオプションと NOWRITEオプションは、READと WRITEオプションまたはデフォル
トに対する例外を指定します。次のエントリは、/etcディレクトリ (およびこの下の
各サブディレクトリ)の中のファイルを除くすべてのファイルの読み取りを許可して
います。このパス名は接頭辞であることを忘れないでください。

READ=/ NOREAD=/etc WRITE=/var/spool/uucppublic
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このエントリは、デフォルトの /var/spool/uucppublicディレクトリへの書き込みだ
けを許可しています。NOWRITEも NOREADオプションと同じ形で働きます。NOREADオ
プションと NOWRITEオプションは、LOGNAMEエントリと MACHINEエントリのどちらに
も使用できます。

UUCP CALLBACKオプション
LOGNAMEエントリの中で CALLBACKオプションを使用すると、呼び出し側システムが
コールバックするまで、トランザクションを一切行わないことを指定できま
す。CALLBACKを設定する理由を次に示します。

■ セキュリティー –マシンをコールバックすることで、それが正しいマシンである
ことを確認できます。

■ 課金 –データの伝送を長時間行うときに、その長時間の呼び出しの料金を課すマ
シンを選択できます。

文字列 CALLBACK=yesは、ファイル転送を行う前に、ローカルコンピュータがリ
モートコンピュータをコールバックしなければならないということを指定します。

CALLBACKオプションのデフォルトは CALLBACK=noです。CALLBACKを yesに設定する場
合は、呼び出し側に対応する MACHINEエントリの中で、以後の通信に影響を与えるア
クセス権を指定する必要があります。これらのアクセス権は、LOGNAMEの中や、リ
モートマシンがローカルホストに対して設定している LOGNAMEエントリの中では指定
しないでください。

注 – 2つのサイトが互いに CALLBACKオプションを設定すると、通信が開始されないの
で注意してください。

UUCP COMMANDSオプション

注意 – COMMANDSオプションは、システムのセキュリティーを低下させる恐れがありま
す。このオプションは十分に注意して使用してください。

COMMANDSオプションは、リモートコンピュータがローカルコンピュータ上で実行で
きるコマンドを指定するために、MACHINEエントリの中で使用できます。uuxプログ
ラムは、リモート実行要求を生成し、それらの要求をリモートコンピュータに転送
するためにキューに入れます。ファイルとコマンドはターゲットコンピュータに送
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られて、リモート実行されます。MACHINEエントリは、ローカルシステムが呼び出し
を行う場合にかぎり適用されるという規則がありますが、このオプションは例外で
す。

COMMANDSは LOGNAMEエントリの中では使えないという点に注意してくださ
い。MACHINEエントリの中の COMMANDSは、ローカルシステムがリモートシステムを呼
び出すのか、リモートシステムがローカルシステムを呼び出すのかに関係なく、コ
マンド権限を定義します。

リモートコンピュータがローカルコンピュータ上で実行できるデフォルトのコマン
ドは、文字列 COMMANDS=rmailとなります。MACHINEエントリの中でコマンド文字列を
使用した場合は、デフォルトのコマンドよりも優先されます。たとえば、次のエン
トリは、COMMANDSのデフォルトをオーバーライドして、owl、raven、hawk、dove

という名前の各コンピュータが、rmail、rnews、lpの各コマンドをローカルコン
ピュータで実行できるようにします。

MACHINE=owl:raven:hawk:dove COMMANDS=rmail:rnews:lp

上記で指定した名前に加えて、コマンドのフルパス名も指定できます。たとえ
ば、次のエントリは、rmailコマンドがデフォルトの検索パスを使用することを指定
しています。

COMMANDS=rmail:/usr/local/rnews:/usr/local/lp

UUCPのデフォルトの検索パスは、/binと /usr/binです。リモートコンピュータ
が、実行するコマンドとして rnewsまたは /usr/local/rnewsを指定した場合は、デ
フォルトのパスに関係なく /usr/local/rnewsが実行されます。同様に、実行される
lpコマンドは /usr/local/lpです。

リストに ALLという値を含めると、エントリに指定されたリモートコンピュータか
ら、すべてのコマンドが実行できます。この値を使用した場合は、リモートコン
ピュータにローカルマシンへのフルアクセスを与えることになります。

注意 –これは、通常のユーザーが持っているよりもはるかに多くのアクセス権を与え
ることになります。この値を使用するのは、両方のマシンが同じサイトにあり、緊
密に接続されていて、ユーザーが信頼できる場合に限定するようにしてください。

ALLが追加された文字列を次に示します。

COMMANDS=/usr/local/rnews:ALL:/usr/local/lp
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この文字列は、次の 2点を示しています。

■ ALLの値は文字列の中のどこでも使用できる
■ 要求されたコマンドに rnewsや lpコマンドのフルパス名が指定されていない場合
は、デフォルトではなく、rnewsや lpそれぞれに指定されているパス名が使用さ
れる

COMMANDSオプションで catや uucpなどのように、潜在的な危険性のあるコマンドを
指定するときは、VALIDATEオプションを使用するようにしてください。UUCPリ
モート実行デーモン (uuxqt)により実行する場合、ファイルを読み書きするコマンド
は、どれもローカルセキュリティーにとって危険性のあるものとなります。

UUCP VALIDATEオプション
VALIDATEオプションは、マシンのセキュリティーにとって危険性があると考えられ
るコマンドを指定するときに、COMMANDSオプションといっしょに使用しま
す。VALIDATEは、コマンドアクセスを開放する方法としては ALLより安全です
が、COMMANDSオプションのセキュリティーのレベルを補強するだけのものです。

VALIDATEは、呼び出し側マシンのホスト名と、そのマシンが使用しているログイン
名とを相互にチェックするものであり、呼び出し側の識別情報について、ある程度
の検証機能を備えています。この例では、widgetまたは gadget以外のマシンが
Uwidgetとしてログインしようとすると、接続は拒否されます。

LOGNAME=Uwidget VALIDATE=widget:gadget

VALIDATEオプションを使用する場合、権限が与えられたコンピュータはUUCPトラ
ンザクション用に固有のログインとパスワードを持っていなければなりません。こ
の検証処理では、このエントリに対応するログインとパスワードを保護することが
重要な条件の 1つです。部外者がこの情報を入手してしまうと、VALIDATEオプ
ションはセキュアではなくなります。

UUCPトランザクションについて、特権を持つログインとパスワードをどのリ
モートコンピュータに付与するかについては、十分に検討する必要がありま
す。ファイルアクセスとリモート実行の権限をリモートコンピュータに与えるとい
うことは、そのリモートコンピュータのすべてのユーザーに対して、ローカルコン
ピュータに対する通常のログインとパスワードを与えるのと同じことです。した
がって、リモートコンピュータに信頼のおけないユーザーがいると判断した場合
は、そのコンピュータには特権的なログインとパスワードは付与しないようにして
ください。

次のような LOGNAMEエントリは、eagle、owl、または hawkとしてのいずれかのリ
モートコンピュータがローカルコンピュータにログインする場合に、そのコン
ピュータがログイン uucpfriendを使用している必要があることを指定します。
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LOGNAME=uucpfriend VALIDATE=eagle:owl:hawk

部外者が uucpfriendを入手したとすれば、簡単に偽装することができます。

それでは、MACHINEエントリの中でだけ使用される COMMANDSオプションに対して、こ
のエントリはどのような効果を持つのでしょうか。このエントリは、MACHINEエント
リ (および COMMANDSオプション)を、特権ログインに対応する LOGNAMEエントリにリ
ンクします。このリンクが必要なのは、リモートコンピュータがログインしている
時点では、実行デーモンはまだ動作していないためです。実際に、このリンクはど
のコンピュータが実行要求を送ったのかを認識しない非同期プロセスです。ここで
問題になるのが、実行ファイルがどこから送られてきたのかを、ローカルコン
ピュータがどのようにして知るかという点です。

各リモートコンピュータは、ローカルマシン上にそれぞれ専用スプールディレクト
リを持っています。これらのスプールディレクトリの書き込み権限は、UUCPプロ
グラムだけに与えられています。リモートコンピュータからの実行ファイル
は、ローカルコンピュータに転送されたあとに、このスプールディレクトリに入れ
られます。uuxqtデーモンが動作するときには、スプールディレクトリ名を使用し
て、Permissionsファイルから MACHINEエントリを見つけ、COMMANDSリストを取得し
ます。Permissionsファイル内に該当するコンピュータ名が見つからない場合は、デ
フォルトのリストが使用されます。

次の例は、MACHINEエントリと LOGNAMEエントリの関係を示しています。

MACHINE=eagle:owl:hawk REQUEST=yes \

COMMANDS=rmail:/usr/local/rnews \

READ=/ WRITE=/

LOGNAME=uucpz VALIDATE=eagle:owl:hawk \

REQUEST=yes SENDFILES=yes \

READ=/ WRITE=/

COMMANDSオプションの値は、リモートユーザーが、rmailと /usr/local/rnewsを実行
できることを示しています。

最初のエントリでは、一覧表示されているコンピュータのどれかを呼び出す場合
に、実際には eagle、owl、hawkのどれかを呼び出すということを理解しておく必要
があります。したがって、eagle、owl、および hawkのスプールディレクトリに置か
れるファイルはすべて、それらのコンピュータのどれかによって置かれます。ある
リモートコンピュータがログインし、この 3つのコンピュータのどれかであること
を主張した場合、その実行ファイルもこの特権スプールディレクトリに入れられま
す。したがって、ローカルコンピュータでは、そのコンピュータが特権ログイン
uucpzを持っていることを検証する必要があります。

UUCP /etc/uucp/Permissionsファイル

Oracle Solaris 11.1でのUUCPおよび PPPを使用したシリアルネットワークの管理 • 2012年 10月212



UUCP OTHER用のMACHINEエントリ
特定の MACHINEエントリに記述されていないリモートマシンについて、異なるオプ
ション値を指定したい場合があります。これが必要になるのは、多数のコン
ピュータがローカルホストを呼び出し、コマンドセットがそのたびに異なるような
場合です。次の例に示すように、このようなエントリでは、コンピュータ名として
OTHERという名前を使用します。

MACHINE=OTHER \

COMMANDS=rmail:rnews:/usr/local/Photo:/usr/local/xp

ほかの MACHINEエントリに記述されていないコンピュータについても、MACHINEエン
トリに使用できるすべてのオプションを設定できます。

UUCPのMACHINEエントリと LOGNAMEエントリの
結合
共通オプションが同じである場合、MACHINEエントリと LOGNAMEエントリを結合し
て、単一のエントリにすることができます。たとえば、次の 2セットのエントリ
は、同じ REQUEST、READ、WRITEオプションを共有しています。

MACHINE=eagle:owl:hawk REQUEST=yes \

READ=/ WRITE=/

および

LOGNAME=uupz REQUEST=yes SENDFILES=yes \

READ=/ WRITE=/

この 2つのエントリを結合したものを次に示します。

MACHINE=eagle:owl:hawk REQUEST=yes \

logname=uucpz SENDFILES-yes \

READ=/ WRITE=/

MACHINEエントリと LOGNAMEエントリを結合することによって、Permissionsファイル
は、効率的で管理しやすくなります。

UUCPの転送
一連のマシンを介してファイルを送信するときは、リレー (中継)マシンの COMMANDS

オプションの中に uucpコマンドが含まれていなければなりません。次のコマンドを
入力した場合、マシン willowがマシン oakに対して uucpプログラムの実行を許可す
る場合にかぎり、この転送操作は正常に機能します。
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% uucp sample.txt oak\!willow\!pine\!/usr/spool/uucppublic

oakもローカルマシンに uucpのプログラムの実行を許可している必要がありま
す。最終宛先マシンである pineは、転送動作を行わないため、uucpコマンドを許可
する必要はありません。通常、マシンはこのように設定されていません。

UUCP /etc/uucp/Pollファイル
/etc/uucp/Pollファイルには、リモートコンピュータをポーリングするための情報
が入っています。Pollファイル内の各エントリには、呼び出すリモートコン
ピュータの名前と、それに続くタブ文字またはスペース、最後にそのコンピュータ
を呼び出す時間が入ります。Pollファイル内のエントリの形式は次のとおりです。

sys-name hour ...

たとえば、エントリを eagle 0 4 8 12 16 20と指定すると、コンピュータ eagleが 4
時間ごとにポーリングされます。

uudemon.pollスクリプトは Pollファイルを処理しますが、実際にポーリングを行う
わけではありません。単にスプールディレクトリ内にポーリング作業ファイル (名前
は常に C.file)を設定するだけです。uudemon.pollスクリプトはスケジューラを起動
し、スケジューラは、スプールディレクトリ内のすべての作業ファイルを調べま
す。

UUCP /etc/uucp/Configファイル
/etc/uucp/Configファイルを使用すると、いくつかのパラメータを手動で
オーバーライドできます。Configファイルの各エントリの形式は次のとおりです。

parameter=value

構成可能な全パラメータ名のリストについては、システムに付属している Config

ファイルを参照してください。

次の Configエントリは、デフォルトのプロトコル順序を Ggeに設定し、Gプロトコル
のデフォルト値を、ウィンドウ数 7、パケットサイズ 512バイトに変更します。

Protocol=G(7,512)ge
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UUCP /etc/uucp/Gradesファイル
/etc/uucp/Gradesファイルには、リモートコンピュータへのジョブをキューに入れ
るときに指定できるジョブグレードが入っています。また、個々のジョブグレード
に関するアクセス権も含まれています。このファイルのエントリは、ユーザーが
ジョブをキューに入れるときに使用する、管理者が定義したジョブグレードの定義
を表しています。

Gradesファイルのエントリの形式は次のとおりです。

User-job-grade System-job-grade Job-size Permit-type ID-list

各エントリには、スペースで区切ったいくつかのフィールドがあります。エントリ
の最後のフィールドは、同じくスペースで区切ったいくつかのサブフィールドから
構成されます。1つのエントリが複数の物理行にわたる場合は、バックスラッシュを
使用して、エントリを次の行に継続させることができます。コメント行はポンド記
号 (#)で始まり、その行の全体を占めます。空の行は常に無視されます。

UUCP User-job-gradeフィールド
このフィールドには、管理者が 64文字以内で定義したユーザージョブのグレード名
が入ります。

UUCP System-job-gradeフィールド
このフィールドには、User-job-gradeが対応付けされる 1文字のジョブグレードが入
ります。有効な文字はA – Z、a – zで、もっとも優先順位が高いのはA、もっとも優
先順位が低いのは zです。

ユーザージョブグレードとシステムジョブグレードの関係
ユーザージョブグレードは複数のシステムジョブグレードに割り当てることができ
ます。Gradesファイルは、ユーザージョブグレードのエントリを見つけるために先
頭から検索されるという点に注意してください。したがって、最大ジョブサイズの
制限値に応じて、複数のシステムジョブグレードのエントリが列挙されます。

ユーザージョブグレードの最大数には制限はありませんが、システムジョブグ
レードの許容最大数は 52です。その理由は、1つの System-job-gradeには複数の
User-job-gradeを対応付けできるが、個々のUser-job-gradeはファイル内でそれぞれ単
独の行でなければならないという点にあります。次に例を示します。

mail N Any User Any netnews N Any User Any
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Gradesファイル内でこのような構成をした場合、2つのUser-job-gradeが同じ
System-job-gradeを共有します。ジョブグレードに関するアクセス権
は、System-job-gradeではなくUser-job-gradeに割り当てられるものなので、2つの
User-job-gradeは同じ System-job-gradeを共有しながら、それぞれ異なるアクセス権の
セットを持つことができます。

デフォルトグレード
デフォルトのユーザージョブグレードとして、システムジョブグレードを割り当て
ることができます。そのためには、GradesファイルのUser-job-gradeフィールドの
ユーザージョブグレードとしてキーワード defaultを使用し、そのデフォルトに割り
当てるシステムジョブグレードを指定します。Restrictionフィールドと IDフィール
ドは Anyと定義して、どのようなユーザー、どのようなサイズのジョブでも、この
グレードでキューに入れることができるようにします。次に例を示します。

default a Any User Any

デフォルトのユーザージョブグレードを定義しなかった場合は、組み込まれている
デフォルトグレードである Zが使用されます。Restrictionフィールドのデフォルトは
Anyなので、デフォルトグレードのエントリが複数存在していても検査されません。

UUCP Job-sizeフィールド
このフィールドは、キューに入れることのできる最大ジョブサイズを指定しま
す。Job-sizeはバイト数で表され、次のリストに示すオプションを使用できます。

nnnn このジョブグレードの最大ジョブサイズを指定する整数

n K Kバイト数を表す 10進数 (Kはキロバイトの略号)

n M Mバイト数を表す 10進数 (Mはメガバイトの略号)

Any 最大ジョブサイズが指定されないことを指定するキーワード

次に例をいくつか示します。

■ 5000は 5000バイトを表す
■ 10Kは 10Kバイトを表す
■ 2Mは 2Mバイトを表す

UUCP Permit-typeフィールド
このフィールドには、IDリストをどのように解釈するかを指示するキーワードを指
定します。次の表に、キーワードとそれぞれの意味を示します。
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表 12–5 Permit-typeフィールド

キーワード IDリストの内容

User このジョブグレードの使用を許可されているユーザーのログイン名

Non-user このジョブグレードの使用を許可されていないユーザーのログイン名

Group このジョブグレードの使用を許可されているメンバーのグループ名

Non-group このジョブグレードの使用を許可されていないメンバーのグループ名

UUCP ID-listフィールド
このフィールドには、このジョブグレードへキューを入れることが許可、禁止され
るログイン名またはグループ名のリストが入ります。名前のリストはそれぞれス
ペースで区切り、改行文字で終了します。このジョブグレードへキューを入れるこ
とをだれにでも許可する場合は、キーワード Anyを使用します。

その他のUUCP構成ファイル
このセクションでは、UUCPの機能に影響を与えるファイルのうち、比較的変更頻
度の低い 3つのファイルについて説明します。

UUCP /etc/uucp/Devconfigファイル
/etc/uucp/Devconfigファイルを使用すると、サービス別に、つまり uucp用や cu用
などに分けて、デバイスを構成できます。Devconfigのエントリは、個々のデバイス
で使用される STREAMSモジュールを定義します。これらの書式は次のとおりです。

service= x device= y push= z[:z...]

xは、cuか uucico、またはその両方のサービスをコロンで区切ったものです。yは
ネットワークの名前で、これは Devicesファイルのエントリに一致していなければな
りません。zには、STREAMSモジュールの名前を、Streamにプッシュする順序で指
定します。cuサービスと uucpサービスについて、それぞれ異なるモジュールとデバ
イスを定義できます。

次のエントリは STARLANネットワーク用のもので、このファイル内でもっともよく
使用されるものです。

service=cu device=STARLAN push=ntty:tirdwr

service=uucico device=STARLAN push=ntty:tirdwr

この例では、まず ntty、次に tirdwrがプッシュされます。
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UUCP /etc/uucp/Limitsファイル
/etc/uucp/Limitsファイルは、uucpネットワーク処理で同時に実行できる
uucico、uuxqt、および uuschedの最大数を制御します。ほとんどの場合は、デ
フォルトの値が最適であり、変更の必要はありません。変更する場合は、任意のテ
キストエディタを使用してください。

Limitsファイルの形式は次のとおりです。

service=x max= y:

xは uucico、uuxqt、uuschedのどれかで、yはそのサービスについての制限値で
す。フィールドは、小文字を使用して任意の順序で入力できます。

次に示すのは、Limitsファイルの中で一般的に使用される内容です。

service=uucico max=5

service=uuxqt max=5

service=uusched max=2

この例は、5つの uucico、5つの uuxqt、2つの uuschedをマシンで実行できることを
示しています。

UUCP remote.unknownファイル
通信機能の使用に影響を与えるファイルとして、もう 1つ remote.unknownファイル
があります。このファイルは、どの Systemsファイルにも含まれていないマシンが通
信を開始したときに実行されるバイナリプログラムです。このプログラムはその通
信をログに記録し、接続を切断します。

注意 – remote.unknownファイルのアクセス権を変更して、このファイルが実行できな
いようにすると、ローカルシステムはどのシステムからの接続も受け入れることに
なります。

このプログラムが実行されるのは、どの Systemsファイルにも含まれていないマシン
が対話を開始した場合です。このプログラムは、その対話を記録し、接続を失敗さ
せます。このファイルのアクセス権を変更して実行できないようにしてしまうと
(chmod 000 remote.unknown)、ローカルシステムはすべての通信要求を受け入れるこ
とになります。妥当な理由がないかぎり、この変更は行わないようにしてくださ
い。

その他のUUCP構成ファイル
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UUCPの管理ファイル
次に、UUCP管理ファイルについて説明します。これらのファイルは、デバイスの
ロック、一時データの保管、リモート転送や実行に関する情報の保存などのため
に、スプールディレクトリ内に作成されます。

■ 一時データファイル (TM) –これらのデータファイルは、ほかのコンピュータから
ファイルを受け取るときに、UUCPプロセスによりスプールディレクトリ
/var/spool/uucp/xの下に作成されます。ディレクトリ xは、ファイルを送信して
いるリモートコンピュータと同じ名前です。一時データファイル名の形式は次の
とおりです。

TM.pid.ddd

pidはプロセス ID、dddは 0から始まる 3桁のシーケンス番号です。

ファイルの全体が受信されると、TM.pid.dddファイルは、伝送を発生させた
C.sysnxxxxファイル (次で説明)の中で指定されているパス名に移されます。処理
が異常終了した場合は、TM.pid.dddファイルが xディレクトリ内に残ることがあ
ります。このファイルは、uucleanupを使用することにより自動的に削除されま
す。

■ ロックファイル (LCK) –ロックファイルは、使用中のデバイスごと
に、/var/spool/locksディレクトリ内に作成されます。ロックファイルは、対話
の重複、複数の試行による同じ呼び出しデバイスの使用が発生するのを防ぎま
す。次の表に、UUCPロックファイルの種類を示します。

表 12–6 UUCPロックファイル

ファイル名 説明

LCK. sys sysはファイルを使用しているコンピュータ名を表す

LCK. dev devはファイルを使用しているデバイス名を表す

LCK.LOG LOGはロックされているUUCPログファイルを表す

通信リンクが予定外のときに切断された場合 (コンピュータがクラッシュしたときな
ど)、これらのファイルがスプールディレクトリ内に残ることがあります。親プロセ
スが有効でなくなったあとは、ロックファイルは無視 (削除)されます。ロック
ファイルには、ロックを引き起こしたプロセスのプロセス IDが入っています。

■ 作業ファイル (C.) –作業ファイルは、リモートコンピュータを対象とする作業
(ファイル転送やリモートコマンド実行など)がキューに入れられたときに、ス
プールディレクトリ内に作成されます。作業ファイル名の形式は次のとおりで
す。

C.sysnxxxx

UUCPの管理ファイル

第 12章 • UUCP (リファレンス) 219



sysはリモートコンピュータ名、nは作業のグレード (優先順位)を表すASCII文
字、xxxxは、UUCPが割り当てる 4桁のジョブシーケンス番号です。作業ファイ
ルには次の情報が含まれています。
■ 送信または要求するファイルのフルパス名
■ 宛先、ユーザー名、またはファイル名を表すフルパス名
■ ユーザーのログイン名
■ オプションのリスト
■ スプールディレクトリ内の関連データファイルの名前。uucp -Cオプションか

uuto -pオプションが指定されている場合は、ダミー名 (D.0)が使用される
■ ソースファイルのモードビット
■ 転送の完了について通知されるリモートユーザーのログイン名。

■ データファイル (D.) –コマンド行でスプールディレクトリへのソースファイルの
コピーを指定すると、データファイルが作成されます。作業ファイル名の形式は
次のとおりです。

D.systmxxxxyyy – systmはリモートコンピュータ名の最初の 5文字で、xxxxは uucp

が割り当てる 4桁のジョブシーケンス番号です。4桁のジョブシーケンス番号の
あとにサブシーケンス番号を続けることができます。yyyは、1つの作業 (C.)
ファイルについて複数の D.ファイルが作成された場合に使用されます。

■ X. (実行ファイル) –実行ファイルは、リモートコマンドの実行の前にスプール
ディレクトリ内に作成されます。実行ファイル名の形式は次のとおりです。

X.sysnxxxx

sysはリモートコンピュータ名で、nは作業のグレード (優先順位)を表す文字で
す。xxxxは、UUCPが割り当てる 4桁のシーケンス番号です。実行ファイルには
次の情報が入ります。
■ 要求元のログイン名とコンピュータ名
■ 実行に必要なファイル名
■ コマンド文字列への標準入力として使用する入力
■ コマンド実行の標準出力を受け取るコンピュータとファイルの名前
■ コマンド文字列
■ 終了ステータスの要求のためのオプション行

UUCPのエラーメッセージ
このセクションには、UUCPに関連したエラーメッセージを示します。

UUCPのASSERTエラーメッセージ
次の表に、ASSERTエラーメッセージを示します。

UUCPのエラーメッセージ
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表 12–7 ASSERTエラーメッセージ

エラーメッセージ 説明または処置

CAN’T OPEN open()または fopen()が失敗した

CAN’T WRITE write()、fwrite()、fprint()、または類似のコマンドが失敗した

CAN’T READ read()、fgets()、または類似のコマンドが失敗した

CAN’T CREATE creat()呼び出しが失敗した

CAN’T ALLOCATE 動的割り当てが失敗した

CAN’T LOCK LCK (ロック)ファイルを作成しようとしたが失敗した。場合によってはこのエラーは致命的
である

CAN’T STAT stat()呼び出しが失敗した

CAN’T CHMOD chmod()呼び出しが失敗した

CAN’T LINK link()呼び出しが失敗した

CAN’T CHDIR chdir()呼び出しが失敗した

CAN’T UNLINK unlink()呼び出しが失敗した

WRONG ROLE 内部ロジックの問題

CAN’T MOVE TO CORRUPTDIR 不良な C.ファイルまたは X.ファイルを、/var/spool/uucp/.Corruptディレクトリに移動し
ようとしたが失敗した。このディレクトリが存在しないか、モードまたは所有者が正しく
ない

CAN’T CLOSE close()または fclose()呼び出しが失敗した

FILE EXISTS C.ファイルまたは D.ファイルを作成しようとしたが、そのファイルがすでに存在してい
る。このエラーは、シーケンスファイルのアクセスに問題がある場合に生じる。これは通
常、ソフトエラーを示す

NO uucp SERVICE NUMBER TCP/IP呼び出しを試みたが、/etc/services内にUUCPに関するエントリがない

BAD UID ユーザー IDがパスワードデータベース内にない。ネームサービス構成の検査が必要

BAD LOGIN_UID 前記と同じ

BAD LINE Devicesファイル内に不良な行がある。引数が足りない行が 1つ以上ある

SYSLST OVERFLOW gename.cの内部テーブルがオーバーフローした。1つのジョブが 30を超えるシステムに接
続しようとした

TOO MANY SAVED C FILES 前記と同じ

RETURN FROM fixline ioctl 失敗するはずのない ioctl(2)が失敗した。システムドライバに問題がある

BAD SPEED Devicesファイルまたは Systemsファイルの中に不適正な回線速度がある (Classフィールド
または Speedフィールド)

UUCPのエラーメッセージ

第 12章 • UUCP (リファレンス) 221



表 12–7 ASSERTエラーメッセージ (続き)
エラーメッセージ 説明または処置

BAD OPTION Permissionsファイルの中に不適正な行またはオプションがある。ただちに修正が必要

PKCGET READ リモートマシンがハングアップした可能性がある。処置は不要

PKXSTART リモートマシンが回復不可能な状態で異常終了した。通常このエラーは無視できる

TOO MANY LOCKS 内部的な問題がある。システムの購入先への問い合わせが必要

XMV ERROR ファイル、またはディレクトリのどこかに問題が発生している。このプロセスが実行され
る前に、宛先のモードがチェックされるべきであるが実行されていないなど、スプール
ディレクトリに問題がある可能性がある

CAN’T FORK forkと execを実行しようとしたが失敗した。現行ジョブは失われず、あとで再試行される
(uuxqt)。処置は不要

UUCPの STATUSエラーメッセージ
次の表に一般的な STATUSエラーメッセージを示します。

表 12–8 UUCPの STATUSエラーメッセージ

エラーメッセージ 説明または処置

OK ステータスは良好

NO DEVICES AVAILABLE 現在、この呼び出し用に使用可能なデバイスがない。該当のシステムについて
Devicesファイル内に有効なデバイスがあるかどうかを確認してください。その
システムの呼び出しに使用するデバイスが Systemsファイル内にあるかどうかを
検査してください

WRONG TIME TO CALL Systemsファイルに指定されている日時以外の時点で、システムに対する呼び出
しが行われた

TALKING 会話中

LOGIN FAILED 特定のマシンのログインが失敗した。ログインまたはパスワードが正しくない
か、番号が正しくないか、低速のマシンであるか、Dialer-Token-Pairsスクリプト
による処理が失敗した

CONVERSATION FAILED 起動に成功したあとで対話が失敗した。一方の側がダウンしたか、プログラムが
異常終了したか、回線 (リンク)が切断されたことが考えられる

DIAL FAILED リモートマシンがまったく応答しない。ダイアラが不良であるか、電話番号が正
しくない可能性がある

BAD LOGIN/MACHINE COMBINATION あるマシンが、Permissionsファイルの条件を満たしていないログインとマシン
名を使用して、ローカルマシンを呼び出そうとした。偽装の疑いがある

UUCPのエラーメッセージ
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表 12–8 UUCPの STATUSエラーメッセージ (続き)
エラーメッセージ 説明または処置

DEVICE LOCKED 使用しようとしている呼び出しデバイスは、現在ロックされ、ほかのプロセスに
使用されている

ASSERT ERROR ASSERTエラーが発生した。/var/uucp/.Admin/errorsファイルにエラーメッセージ
が入っているかどうかを検査し、220ページの「UUCPのASSERTエ
ラーメッセージ」を参照

SYSTEM NOT IN Systems FILE システムが Systemsファイルの中に記述されていない

CAN’T ACCESS DEVICE アクセスしようとしたデバイスが存在しないか、またはモードが正しくな
い。Systemsファイルと Devicesファイルの中の該当のエントリを検査する

DEVICE FAILED デバイスがオープンできない

WRONG MACHINE NAME 呼び出されたマシンは、予期したのとは異なる名前である

CALLBACK REQUIRED 呼び出されたマシンは、そのマシンがローカルマシンをコールバックする必要が
あることを示している

REMOTE HAS A LCK FILE FOR ME リモートマシンは、ローカルマシンに関連する LCKファイルを持っている。その
リモートマシンがローカルマシンを呼び出そうとしている可能性がある。リ
モートマシンのUUCPのバージョンが古い場合は、プロセスがローカルマシンに
接続しようとして失敗し、LCKファイルがそのまま残されたことが考えられ
る。リモートマシンのUUCPのバージョンが新しく、ローカルマシンと通信して
いない場合は、LCKを持っているプロセスはハングアップする

REMOTE DOES NOT KNOW ME リモートマシンの Systemsファイルの中に、ローカルマシンのノード名がない

REMOTE REJECT AFTER LOGIN ローカルマシンがログインのために使用したログインが、リモートマシンが予期
している内容に一致していない

REMOTE REJECT, UNKNOWN MESSAGE 理由は不明だが、リモートマシンがローカルマシンとの通信を拒否した。リ
モートマシンが標準バージョンのUUCPを使用していない可能性がある

STARTUP FAILED ログインは成功したが、初期ハンドシェークに失敗した

CALLER SCRIPT FAILED 通常、これは DIAL FAILEDと同じ。しかしこのエラーが頻発する場合は、Dialers

ファイル内の呼び出し側スクリプトに原因があることが考えられる。Uutryを使
用して検査する

UUCPの数値エラーメッセージ
次の表に、/usr/include/sysexits.hファイルにより生成されるエラーステータス
メッセージの終了コード番号を示します。これらのすべてが現在 uucpで使用されて
いるわけではありません。

UUCPのエラーメッセージ
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表 12–9 番号によるUUCPのエラーメッセージ

メッセージ番
号 説明 意味

64 Base Value for Error
Messages

エラーメッセージはこの番号から始まります。

64 Command–Line Usage
Error

コマンドの使い方に誤りがあります。たとえば、引数の数が正しくな
い、誤ったフラグ、誤った構文などです。

65 Data Format Error 入力データになんらかの誤りがあります。このデータ形式はユーザーデータ
だけに使用されるもので、システムファイルには使用されません。

66 Cannot Open Input 入力ファイル (システムファイルでない)が存在しないか、または読み取れま
せん。これには、メールプログラムに対する「No message」のようなエ
ラーも含まれます。

67 Address Unknown 指定されたユーザーが存在しません。このエラーは、メールアドレスやリ
モートログインに使用されます。

68 Host Name Unknown ホストが存在しません。このエラーは、メールアドレスやネットワーク要求
に使用されます。

69 Service Unavailable サービスが使用できません。このエラーは、サポートプログラムまたは
ファイルが存在しない場合に起こることがあります。このメッセージは、何
かが正常に働かず、現時点ではその原因が特定できないことを示す場合もあ
ります。

70 Internal Software Error 内部ソフトウェアエラーが検出されました。このエラーは、できるだけオペ
レーティングシステム関係以外のエラーに限定されるべきです。

71 System Error オペレーティングシステムエラーが検出されました。このエ
ラーは、「フォーク不可」や「パイプ作成不可」などの場合に使用されるこ
とが想定されています。たとえば、getuidが passwdファイル内に存在しない
ユーザーを戻した場合などが含まれます。

72 Critical OS File Missing /etc/passwdや /var/admin/utmpxなどのシステムファイルのどれかが存在し
ないか、開くことができません。あるいは、構文エラーなどがあります。

73 Can't Create Output File ユーザーが指定した出力ファイルが作成できません。

74 Input/Output Error あるファイルについて入出力を行なっているときにエラーが起こりました。

75 Temporary Failure. User is
invited to retry

実際のエラーではない一時的な障害。たとえば sendmailでは、これ
は、メールプログラムが接続を確立できなかったため、あとで要求を再試行
する必要があることなどを意味します。

76 Remote Error in Protocol プロトコルの交換中に、リモートシステムが「使用不可」を示す何かを戻し
ました。

UUCPのエラーメッセージ
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表 12–9 番号によるUUCPのエラーメッセージ (続き)
メッセージ番
号 説明 意味

77 Permission Denied この操作を行うための適正なアクセス権がユーザーにありません。これは
ファイルシステムの問題を示すものではなく (その場合は NOINPUTや
CANTCREATなどが使用される)、より高いレベルのアクセス権が必要であるこ
とを意味します。たとえば、kreは、メールを送ることのできる学生を制限
するためにこのメッセージを使用します。

78 Configuration Error システムの構成にエラーがあります。

79 Entry Not Found エントリが見つかりません。

79 Maximum Listed Value エラーメッセージの最大番号。

UUCPのエラーメッセージ
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数字・記号
- (ダッシュ)

Line2フィールドのプレースホルダー, 193
Speedフィールドのプレースホルダー, 186
ダイアルコード省略名, 187

- (ハイフン)
Line2フィールドのプレースホルダー, 193
Speedフィールドのプレースホルダー, 186
ダイアルコード省略名, 187

8進数エスケープ文字, 200

A
ACUキーワード、Typeフィールド, 192
aliasesファイル, 179
ALL変数、COMMANDSオプション, 211
Any、Timeフィールドのエントリ, 184
Anyキーワード

Gradesファイル (UUCP), 216, 217
Speedフィールド (UUCP), 186

asppp,「非同期 PPP (asppp)」を参照
asppp2pppd変換スクリプト

Solaris PPP 4.0に変換されたファイルの表
示, 163

Solaris PPP 4.0への変換, 163
標準 asppp構成, 159

ASSERTエラーメッセージ (UUCP), 182, 220, 222
asyncmapオプション (PPP), 122
Australian National University (ANU) PPP, Solaris PPP

4.0との互換性, 22
authオプション (PPP), 77

B
bエスケープ文字, Dialersファイル, 200

C
C.UUCP作業ファイル
クリーンアップ, 177
説明, 219, 220

CALLBACKオプション、Permissionsファイ
ル, 209

callオプション (PPP),ダイアルインサーバーの呼
び出し, 66

CHAP資格データベース
作成
信頼できる呼び出し元に, 85
ダイアルインサーバーの, 83–84

Chat Scriptフィールド, /etc/uucp/Systemsファイ
ル, 187

chatスクリプト
chatスクリプトの設計, 128
実行可能な chatプログラムの作成, 137
呼び出す、PPPで, 136–137
例 (PPP)

ISDN TAの, 134–135, 135
ISPを呼び出すためのスクリプト, 131–132
UNIXスタイルのログイン chatスクリプ
ト, 132–134

UNIX方式ログインの chatスクリプト, 58
基本のモデム chatスクリプト, 128–130

Classフィールド, Devicesファイル, 193
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COMMANDSオプション、Permissionsファイ
ル, 209–211, 213
VALIDATEオプション, 212

connectオプション (PPP)
chatスクリプトを呼び出すには, 135
例, 60

crontabファイル, UUCP用, 175
crtsctsオプション (PPP), 57
CSU/DSU
一般的な問題の解決, 113
構成, 68
定義, 30

cuコマンド
Systemsリストの表示, 204
説明, 170
複数または異なる構成ファイル, 171, 203
モデムやACUの検査, 180

cエスケープ文字, Dialersファイル, 200

D
D. UUCPデータファイル,クリーンアップ, 177
dayエントリ、Timeフィールド, 185
defaultキーワード、User-job-gradeフィール
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Devconfigファイル
形式, 217
説明, 171, 217

Devicesファイル
Classフィールド, 193
Dialer-Token-Pairsフィールド, 194, 196
Line2フィールド, 193
Lineフィールド, 193
Systemsファイル、Speedフィールドと, 186
Systemsファイル、Typeフィールド, 192
Typeフィールド, 192
形式, 191
説明, 171, 191
複数または異なるファイル, 203
プロトコル定義, 197

Dialcodesファイル, 171, 202
Dialer-Token-Pairsフィールド

Devicesファイル
同じポートセレクタ, 196

Dialer-Token-Pairsフィールド, Devicesファイル
(続き)

構文, 194
ダイアラタイプ, 194
ポートセレクタ接続, 196

Dialersファイル
説明, 171, 198
例, 199

directキーワード、DTPフィールド, 194
Directキーワード、Typeフィールド, 192
DSL,「PPPoE」を参照
DSLモデム, 36
Dエスケープ文字, 196
dエスケープ文字, Dialersファイル, 200
-dオプション, cuコマンド, 180

E
errorsディレクトリ (UUCP), 182
/etc/asppp.cf構成ファイル, 160
/etc/inet/servicesファイル, UUCPの検査, 178
/etc/mail/aliasesファイル, UUCPと, 179
/etc/passwdファイル, UUCPログインの許可, 174
/etc/ppp/chap-secretsファイル
アドレス指定

spppユニット番号による, 146
静的, 145

構文, 142
作成
信頼できる呼び出し元用に, 85

定義, 116
例、PPPoEアクセスサーバー用, 154

/etc/ppp/myisp-chat.tmplテンプレート, 130–131
/etc/ppp/options.tmplテンプレート, 120
/etc/ppp/options.ttya.tmplテンプ
レート, 122–123

/etc/ppp/options.ttynameファイル
ダイアルアウトマシン, 57
ダイアルアウトマシン用, 122
ダイアルインサーバー, 64, 122
定義, 116, 121
動的アドレス指定, 144
特権, 118
例の一覧, 123
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/etc/ppp/optionsファイル
CHAP認証用の nameオプション, 84
/etc/ppp/options.tmplテンプレート, 120
PAP認証の変更, 80
PPPoEの例, 153
作成
ダイアルアウトマシン, 57
ダイアルインサーバー, 64

定義, 116, 119
特権, 118
例の一覧, 121

/etc/ppp/pap-secretsファイル
アドレス指定

spppユニット番号による, 146
静的, 145

構文, 138
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